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日本建築協曾

創立滅寸ー五年

記 念 出 版

本書は本内常設の災害強度歪L 1 令が数年に江って J! i 心調ffE蒐集

し ｦ こ資料 ｾ￬ｬｩ 府議して一本に纏めにもので Ｎ 大阪市内約五百ケ所

六百有徐の試穿成 ｦｬ￩ の ｲｾ ｉ ￆＺ 純せるもの 、 ￬ｌￎｩ 妥地にして地質酷似

せるもの等念行略して四百十四ケ所全選定しにものであって、

他に l司T'ill の刊行物な 〈向に斯界に於ける潟県的出版である。二

の11' ，版に際してイザ? としては凡ゆる貼に於て多大の犠牲を? 必1¥つ

にものであろが . しかも 向 1-. 杵し 「こるかi以のものは 、土木建築

関係者が計主に首 り常に必要紙くべからさ' るもの であ れ 叉本

号に所要のものを調任し得ると三五、買に簡便にして 、1折界に主

り科1盆 j紗からさ' るものと! 吉じ ? こからである 。

tlt の土木建築に関係、める諸ー賢へニの樺戚ある賀典を御的めする

次 第である。

|叫 六 倍 版 上 質 印 刷 紙 守 イ宮 間

~ 四 凶 主 主 料 1 2銭

上 製 知. 入 ク ロ ー ス 袋 IVJ'[ ( 本協令はに;

日本建築協合刊行 i; ;;:;: 山口
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古 RC 西 谷 市

昭 和 十 三 年 十 二 月 五 日 附 依 願 解 職 ス

書 記 長 任 命 ノ 件

大 和 策 衛

今 般 廃 務 細 則 改 正 ニ 依 ソ 昭 和 十 四 年

一 月 一 日 附 書 記 長 テ 任 命 ス

昭 和 十 四 年 ー‘ 月

日 日 本 建 築 協 曾



告曾

謹啓愈御隆盛奉賀候

陳者日本建築協合西谷蔀君事此皮俳職1・日成候慮同君は去る大正十一年我

協舎が劃期的大事業として楼丘に開催せる住宅大博覧合事務局に招怖の

1: め大正十年二月大阪 府 よ り 蒋 じ 本合書記 として今日に至り在職買に 寸・

八 ヶ 年の長年月を日夜精一蹴合務に映掌全く共半世を協舎の? こめに捧げら

れにるも のに有之候

同君は御存知 の; 畳間術協厚の誠賀家にして異に二十年一日 の如く合務に

精悶せられ本合今日 の隆盛に寄興せし庭砂からすイ民就ては同君多年の拶

に酬ひる魚め吾等相謀り下記要項により慰勢金募集い? こし皮時局柄誠に

乍 恐 縮 何 卒御賛同の上多少に不拘御申 込 み被成下度比段辱知各イ立に希上

候

昭 和 十 三 年 十 三 月

西 谷 書 記 慰 、 持 金 募 集

瑳 起 人
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項要

気悶以上一 、 金 額

一、募集期間

一、掛込方法

昭和十四年二月末日迄

振替( 大阪三九九七五千存日本建築!9247宛、但通信関 iこ合賀' と i見

同せき' る様西谷書7己慰芳金と 7己入乃事: ) 又は需答直接卸回り等

「建築と枇合」二月 、三月蹴誌上に掲載す

設起人に御一任下 され度候

一 、 領 収 書

一、贈墨方法
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第 一 回 申 込 者 芳 名 (空宇J ;l紅主:JJi)

| 奴 口 芳 三 郎 殿 30.00 設 拠 点 主lt 殺 3. 00 IJn iil! i 誠 二鮫 2. 00 

基磯研究舎支部殿 20.00 lli 本 i叡殿 3. 00 時ir 坂 勝 三安全 5. 00 

l I t 友合関西支部殿 10.00 東 J:lTi  ltl i. 三異変 3.  00 奥 村 竜 兵 衛 殿 3. 00 

日本住策協合軍1員一同照 50. 00 佐 if.l; 凶 nr.員長 5. 0u 民 間 夏 草 署 員 史 2. 00 

主主
?芳‘ e、

含鮫 10.00 長 谷 古1¥主，it 古殿 10. UO 
山 間 邦 夫 殿 1. .00 

鈴 木 金 大 郊 殿 5. 00 ＡｈｆＨ＼ ｾ ノ リユＺ Ｎ ［［Ｂ ="' "  10.00  

耐¥l . 一同日ミ

;内 :Jド勇三I l [ i鮫 5. 00 

伊 東 宗 太 郎 殿 5. 00  
石 川 賞 [ 三 殿 20. 00 

国

剖 ; 反殿 10.00 

井 上 前 日 吉 殿 3.00 片 岡 長 委 員長 2.00 ヒ 山 元 市 般 3.  00 

平 塚 鎗 音 殿 5. 00 竹 腕 健 治殿 100.00 f宇 野 氏 三 股 5. 00  

松 ｾｉ 骨松之助殿 2. 00 
ii l(; 閉 経 ー殿 10. 00 Ｍ ｾ Ｎ ￭ 塚正 ｪ 台殿 20. 00 

岡 本 新 次 郎 殿 2.00 松 本 恭 輔 殿 5.00 柴 間 四 郎 殿 5. 00 

小 西 - J r 殿 3. 00 
rl' 島 常 造 殿 3. 00 ;た 雲 基JJ i台J i B殿 5.  00 

会l < : 倉 威 夫 殿 3. 00 木 村 梅 次 郎 殿 2. 00 松 本 儀 入 殿 20.00 

浅 野 新 一 殿 3.00 久 保 同 額 吉 殿 2. 00 問 中 的 ・ 附 殿 5. 00  

伊 nlli ; : ! 幸吉絞 5.00  
力n 岡 安 E差異変 5. 00 大林ｾｾ椛殿 ＱＰＰＮＰＰ

i'! 品 1& 組 殿 10.00 i諸 手r; 一殿
2目。。

竹 中 iM%右衛門殿 100.00 

鈴 木 米 尾 殿 10.00 高 岡 興 三 吉 民 主 5.00 111 脇 友 三 郎 殺 50. 00 

清 水 告 を ニ 殿 20.00  it l 1 間 宮 疹 殿 5. 00 竹中 ｦ Ｇ ｾＡ 一般 10.00 

松 井 清 之 助 殿 10.00 菅 谷 元 治 殿 5.00  下yi 信殿 3.00 

井 上 漏 識 殿 10.00 須 賀 勝 五 郎殿 10.00 ｾｾｩ＠ ｾ寄惣 吉殿 5目。。

旭町子株式骨量士大阪支底殿 3.00 三 7主民主 10.00 三 橋 閤 太 郎 殿 3. 00 

荒 川 義 夫 殿 2: 00 建築土台関西支部民 100.00 伊. iMi 武 文 殿 10.00 

八 木 盛 二殿 5.00 高 松 卒 大 郎 殿 10.00 同 ｾｉＧ 幸太郎殿 2.00 

瀬 戸 強 三 郎 殿 10.00 野 線 幸 三 郎 殿 5.00 1E 谷 防 充 殿 3.00 

森 岡 慶 一 殿 2. 00 今 林 彦 太郎殿: 20. 00  岡 村 辰 ホ: NB殿 5. 00 

主 主 同 方 参 ; 殿 2. 00 新 名 積 夫民生 3. 00 

合 計 ｾ＠ 981.  IJO 

以上御 ｆｾ 込金百二に受領 ＱｾＺ T  1長

此 外 本 日 現 在 御 申 込 を 受 げ fこる 71) 1
L
I: ￥694. 00也( ; J : 領 JI欠消

のーヒグd主lこて掲可制士るべ〈候

向 〆 切 は 二 月 末 日 迄 に 相成 り 居 り 御 申 込i史 れ の 方 も あ ら は

至 念 御 知 ら せ 願 上 候

昭 和 十 悶 年 一 月 二 十_n: 日

か上回

日 本 建 築 協 曾
法 人
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日 回 国

自 失

巻 頭 言……・. . . ・ H ・・… ・・・・… ・・・・… .. . .. .... . . . . . ・・・・・・・中 海 誠 一 郎

上 海 の 住 宅 と 今 後 の 建 築 会J覧 - … … - …ー…・・・・・・ 0 ・ 0 吉 村 辰 夫 (  1  )  

華i湾住宅と建築行政. . ・ 0 ・ー・ ー・・ーー・・ ・・ ー・・ ＮＮ ＮＮ・ ｾｉｊ トJ *i 司 (  6  )  

北 支 古 建 築 J ) 保 存 と 中 間 営 造 製j此 ー ・0 ・… ・・・・…・ー…・ 0 ・l制 lli' 克 (  12  )  

移住地調察行. . . . . ・・・・…・ ... . . 一. . . . 一一- …・・… ー…ー・- 一・・佐 藤 武 夫 (  18  )  

満 洲 的 建 築 ・・・・ー ・・・ ・・ ・・一一- …. . . . . …・ ・ー …ー・・・ ・・・…・ー 自 社i j事 三 (  24 )  

樺 太 の 建 築 に 就 て ー ・・ …・…. . . .. . ..... ・・ 0 ・・・ …・ 田・・飯 島 純 夫 (  29 )  

北支と満例。| 公明察 してーー・・一一一- ……・. . . .. .. ・・・・. . . . … 阿 部 制 S[I J  ( 3 8 )  

者1¥市 工事と防空の結合の前史・・ー… ・…・ 0 ・・・・・ ー・…ー ・・ …. . . ー・ ・'広 間 秀 Mi ( 4 3 )  

者1¥市の消火施設と水量・・ー ... .. . 一. . . . . . . ... ..... .・・一 一・・・ ... 'Ji ，'i' )- 1  敏 ｽｾ＠ ( 5 3 )  

木造建築の耐火・・・・・・ー・・・・・…・・・・…・…・ ・・一・・ - …・・・・ ・イ7 川 儀 有 (  62 )  

ド イ ツ に 於 け る 藁葺 屋 根 … . . .... . . . . . …・・…・・ ・・・ ・・・・……ー ・ ・・大石 忠 夫 抄 認 (  68 )  

- 時 報・

コ白i :盆な近隣計量! f . . . . . . . …. . . . …・…・・ ・・ … ・・・・… ・…… 一・・・・・・ ・・・・・・ ・・…・ー. - . .... . ... ・ (  78 )  

公金事業に於げる 言十蛮の有無 ・・… ・・ …・・・・・・…・…・ ・……. ..・ ・・ 0 ・… ・・ー・・・・・ー・…・ ・ー・・・・・ (  79 )  

速度、保安、美佐求める高架図這の設計・・… ・ ・・・・・・・・ υ ・… ・・・・・- …・…・・ ・・・・ ・・・ー・ ・ (  82 )  

コ Y クリートの街路標識 ・・…・・・・……- … . . …・・・・・・…・… ・・ ・・....・・・ ...... .... .. . .... . ..... ( 83)  

市街地塗築物法範行令改正一・・・・…・・・…・・…ー・・・・ υ ・…・ー ・・ ・・… ・… ・・・ ー ・・・・ 0 ・・ ・・日 目・ (  R5 )  

六大都市建築合議・・ ・・・・・・… ・- … ・…・…・…… ・，- ，，，. ・・…- ・・・…・・・ 田・…・・・ ・・・ー- ー ・ (  90 )  

- 新 産 築 欄 ・

大阪第三飛行場 大阪製鉄造機株式合社 SchwabenのAlb 聯盟記念塔〈 ドイツ) ヒット ラー

・ユーゲ シ ト の 家 ( 1，- イツ〉 フリ ー ドリヒスハー 7 z : / の歯車工場f ( ドイツ〉 ファシス

ト海演鍛練所( イ評リヤ〉 クランプルック λ; 筆内の科診協合の建築( アメ リカ ) ＢＧ Ｍ ｾ ー

ヨークのアバートメ ン 卜 ( アメリカ) Hi l versumのホテル( オランダ〉 マイアミ ・ピーチ

のホテル( アメリ力〉 マイアミ ・ピーチの雄築事務所〈アメリカ) 明 H の主主築( ヨミ) (  

アメリカ〕 明日の住宅案( アメリ力) )  r目it 期的」と銘打1: れ 1:将納庫( イ 9 リー〕

合 報・・・・ー・・・…・- ……・…・・・・・- ………一 ・0 ・ ・… ・.....・ (  92 )  



高 合 食 中 路 誠 一 郎

sti ]1i .の新秩序をE量殺し、 東洋永主主の卒和宏確保すべき永曾有の禦業fi 今や支司1¥大隊の要域に於い t

着々進展しつ〉めることは我々一同等しく感激に唱えない k ころでめり将兵害者士の戦苦を忠、ひ戦i主将

兵に心、か ι なる感謝を捧ぐるものである。 同時に我々は図民として内外の建設に常って恋園一致其の

総力ｾ殻揮するに飲くるところなきょう自ら深〈戒しめなげればならぬ。

図家総動員機構は1 : 1 - ' < 沼化されようとして 、 ｧｾ に厚生省 に 於いては図民登録制が述築土木の分射に

まで押し進められ7こ。緩めて蛍然なことであって従来より主張し米つれ我が建築協舎としては誠に欣

i犬に唱えないところでめる。

奉園一致の態勢ｾ整へることの緊要なるは最早賛言を要しないところでゐるが之を建築の分野から

見る時染の賀行の困難にして容易ならさ・るものあるを感十るのでめる。その困難は凡そ 2 つめる。

その l つは口でこそ是正園一致の態勢といふが抑々兵渡的にそれは何でめるかい明らカでないことで

ある。これを明らかにす，る錦に先づ次の態度が必要fごと忠ばれる。

ト 建築が納典する社合的届置がり燃が 9: ! l . P. にその重みを検討し、 これを建築より見るのみでない

述築へ眺める。かくて建築といふもの、認識を攻め又は深める。枇舎の協同惚としての認識は分

化されれ現状からのみする認識とは豊富つれものでなくてはならぬ。 闘家的金問的な見っちによ らね

ばならぬ。

2  あらゆる主主築家が、建築に従事するすべての入力; ( ひっ〈るめて建築人と L、はう〉各衣食足りそ

の宏、ｾ塗げ、文化に寄奥することの Ｚｈｾｾ る様な組織でな〈ではならぬ。

3.  衣食足 ｨ 、 志ｾ主主げるとし、ふことは食主主ｾ Ｎ 意味し叉は轡利本位であっては ならぬ この潟には 主主

築人の一人一人が誠意の人であり 、最小限に甘んす' る機牲的な心の持主でなげればなら山。各自

の自己反省がこ、で最も重要となる。

期 ｦ の虫日ｾ物の見方 、 心の持方によって現在の状況を ｒ 見る時 、 次の機な命題に逢着する。

!. 主主築業界の社合的な開f系はこれでい、のか。

2. それは型社社舎的にも改造営要求すべきものがあると共に内部的にし攻迭されねばならぬ組燃で

はないか0

3. 如何様に塑 らねばならぬか、鈴へらる〉可能性めりや。

我々はこれに ｬ つ ｬ つ解谷公奥へねばならぬ 、 これに舎ふることがＺｬ ｈｾ なりれば米た・ｾに縁図一致［ の

態勢とはし 、ひ難し、のである。これが凶難の l つでめる。

第 2 は今進行しっ、める商家線、動員機織がその運用を全からしむる匁にキ目嘗の用意ありやといふ問

題に隙 ｬ￭ 系する。主主鍛可でめる。之の登録を如何に運用するや 、 ヰ ｌ は従来の物資配給の例に見て川豊ｾｾＮ

禁じ得ないのである。これは軍隊の動員の如きと甚だ共の性質 ｾｧＴ にしてゐる。故にこｾＧｌが運用に包

つては建築入金 以って組織する図鰻の自治に共の具殺的動員方法営委託するを? 以って最も簡捷にして

閃滑なる運用ｾ期待することが出来ると思ふ。 それ に謝する政 ｊＨ Ｇｦ の用意を 問 ふ前 に 、 加 Ｑ 斯建築人の ｬ 調

慢の所在ｾ務見するに苦しまさ Ｇ るを得ない。この自治し得る図慨を作ることこ そ 、 この運用を全 力 、 ら

しめ 、 政府の不知の濁普ｾ官民 ｬ 坊し 、 これに依って象むる建築人自惚の苦悩と恥辱とを無か もしむるの

でめるが、果しでか、る自治可能の図健が出来るや否や、 これ困難の第 2 でめる。

比の 2 つの困難を克服じてこそ初めて誕の建築報閣の賓践が可能となるのでめると信子る 。

而 も ｾ ｢ の Ｒ つの困難は本質的には同じものでめる。即ちこれぞ解決するに要する鍵は国家的全般的

認識の徹底と虚心坦援なる滅忍的反省でめる鮎に於いて同じである。又具骨霊的同僚として建築人のお

互の謙識を基礎としれ自治的図涯の結成に在る といふ形に於いても 同 じでめる。建築協舎としても会

惚への融 合の必要 の矯には牧て解穏をすら僻するものではないでめらう。 ( 14. 1.25)



上 海 の 住 宅 と 今 後 の 建 築 封 策

士

口 村 辰 夫

私は米＿ご調茶資料の整迎が ｪ 出米て加ない常に掘 っ ＿二 部ｻｦ ｊ 宋る乙とは出 ｾｫ ないが 、戦後 の

上海に於げる性宅問題ぞ中心に、今後我閣として進出すべき建築的諸問題及共方波に付て

二三の卑見を此底に述べて見fこいと思ょ、。

上 海 市 と 其 住 宅

外闘では者j ¥"ll i と農村とのw. . : 別が牛1J然と分れて肘るりれども、我同| のS j ¥diーには Jl; ｾ長 叫 が Ｑ ＡＡ ｲｩ

い と云ふことを私は底々聞かされて民? こ。然し1右私":J，、は_1卜ポ.

5を? 認識することカがz出氷?にこD

上海と云」、都i' ! ' i が共郊外出村に封して明瞭に 区別されて居る ことは、一つには有力なる

毛 ｕ ｊ￭ＡＮがイバ ｅ するｾかも Ｉ［ＱＱ れないが、然し建築型式から言 ＱＱ つでも、都市と農 ｬ ＮｊＢ ｣ の ｾＺｕ 速は ｩ 徐

りにも判っきりと ー医別されて居る。

都市内部の建築は、 その ?ifi んど凡てが三階建のぷ屈でゐるに劃して、出A ' . J " lま千家挫であ

る。そして都市建築の大部分が辿線的建築であるに到して良家は一戸建である。

建物の凡ては煉瓦浩で然かも それ らはr; 付近のニl:か ら焼い? こ制 〈粗末な 質のものである。

木村 l主主要構造部即ち梁、主1'. 、出版等にのみ佼川せられてゐるが、丸刈イ l幻l品位行、角材

及板物類は米聞から供給を仰し、で居る震に概して尚俄である。

従って煉瓦は極めて附< 1先制せられ、然かも共構造法は!lffi 易簡riLである。之 l .1?'トブJ のj威

嚇が無い矯ではあるが、三階建1-1: 宅のー伴? 監で; t i I U L . 一枚の j手きが普通で、 一枚三ドの )7ーさ l立

寧ろ珍らしい位である。 一 戸の』防止は!r三枚が普通であり 1111仕切は往々ノj、口を縦に悩み重ね

て作 られる場合が多い( 約 2 寸 )r;':) 。 煉瓦には亦焼とＤＩｾｾｾｾとのＺ二加があって 、 共の寸法は

ｬｩｪ 持内地 のもの と 等 し しも然もポンドは組〈題質のモ ｊ レタ ［ ＱＮＭＩＨＨ立石火でー ｉ ｾ ｩ ｬ められて出るに的

らす、 あまり支障もおこらぬ様である。

斯う云』、風に共取得と地工の容易なことから、今後共ＺＡＺｩｬ ｕ ｌＮ ｬ 立主安辿築材料として ｊｾ 似 ｉｉｊ

純固は袋々描大される検検である。

上海の住宅 ｬ え何等公にされ＿こ地峡制が無し、に拘らすづ Ｑ Ｚ 常 に整制されに ｍＩｾ 態に干ィ Ｚて ＱＺ する 。

高級住宅l立法イJ I採の 11!i南.部に見交けられ、::"I:' . として ー一戸建- Mil ニア. 戸挫であるに到し、' "

級 下級の十1: 宅は、連創; 三附建の長屋形式を持つものが多い。( 府民 |、 1，'，;; 11.  2  ) 然し此匂

の 建 築住宅にも所制閉鎖式な支那家 ｆ さと開放的な作風家 屋 との 二ｬＺＡ ｦＨＺ 知 があるが 、 ｩｾｊｩ ［ｪ ､ 下 ｅ ｩ｜ＱＮ

に改 境 される傾向にある。
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中級のド、ｊＺＡ ｛ｊ ち普通の ｴ ｬ Ｚ ｾ とは所 ､ 自社 ｩ ｈｗ ｬ ｣ 僻する時へになって肘る。Ｈ自民 Ｒ 、 附 3)  

此 は普通 13戸を以て 一棟とし、南面して建築されて肘る。通路としては道路から棟に並行

して約 10吹幅の旦奔 - A ll ey  - が設りられ、 それに件戸の入 口が i直{ し、父 All ey の入口にはん

［ 抵鍛梅子の扉があって道路と仕切られる。此の Ｑ Ｑ んには全し 卜泊司 ｩ の普通 ｈ Ｚｾ 七 の 標準型式て ー

あって、恐らく此以外の建方はないと出iつでも 差支へないであら う。父斯 う云」、建て方は

Ｇｉｾ 級以下の位宅全般に Ｚ ｬｃ って探 ｉｉｊ され、 ｔ こ ｙ 各戸 の ＱＱ｜Ｑ 口が政〈なるＨ故少 ＱＲ 問Ｉこと ｬ こ ｈ＼

って程度が低くなる ｔ ご りである。 而 ｪ し て賃貸料は故低でも ＳＰ ｬｪｬ ｾ であるとムコ、こ ｵ ごから、

我同の次賃から見ると; j f ! '，:;;;に雨j ｾ、感じがする 。

然し一般俸給者は下級の者でも 此程度の家屋 lこ11:み、赴にも 11' めない階級 2つものは労働

7 i ' で郊外に議2誌を作って生1: むか、さもなりれば舟上生活をしなければならぬ様である 。

行h!i 門が殻生しにFfI 以を詳にすることは IH米ないが、 一つには所不j古IJt似! l ち 箔のI1ヲAAか

もしでも飢かれるやう ｬ こ忠へる。上海 ￯ｬｪ の土地主帳即ち魚鱗ｼ首 ｬｾ 見ると、各筆は間口即ち

南 北が極 めて挟〈東西に長い ｾ ｉ ，Ｊ ｬ Ｇｴｫ をもつのが普通で、我聞の棋な知 ｍ ｸＮは正方形に近い Ｉ Ｑ る

の土地は極めて珍らしい。それと建物の構造から考へでも長犀の方が極めて粧梢的である

し、更にそうし? こ建て方が或は得14水位入を防ぐ? こめに昔から習慣付りられ? このかも会11れな

いが、何にし てもそう云つに型式の下に必十南面して建てられてゐると云ふことは一見不

思 議である主同時に、何か ｭ イ ｉ ｾ と云ふものに劃 して 一 般が虐 ｩ い常識をもってゐるかの椋に

さへ思はれるのである 。

又次屋の蒋命は25年とJ i ごめられてゐるから共期IUI が過ぎれば如何なる家屋も伯他炉等主

なり地主の所有にE請すと剖はれて出ーる。

住 宅 金 融 と 経 管

漏出の詩命が定まってゐることは結局家主と地主;ーを 1+ ・にするf L1i 1，' ，] を生じ、従っ て土地

を婚 保に入れて家屋 の金融をなす 所 謂土 地建物合 ｮ ￬｛ Ｚが極めて殻達してゐる。コとそれらをｾ

に助長設展せしめに事柄としては、今迄幾度となく兵員Lによって財産の危険を柿切に感じ

てゐる上海人が、 自己の不動産を外人名義に占換へて {¥J jイ{ することを故もうえt 全な} ; 法とし

てｾへ ｔ こ結果とも＾ ＮｴＮ られるのである。

此等の土地建物金融及粧替の令祉は、各凶共巳に英ー大1; 資本金投下し? 二億に非常 lこ多〈

存在し、 その代表的なもの t しては

英閥系- Shaghai L and  Invest ment Co. .  A lgar  Lt d.  Met r opolit an Land Ltd.  Atki nson dall ars-

Lt d， Cat hay L and.  Brandt  Rodgers Ltd.  j ohnson Movri s.  Whi t e  Cooper .  

米閥系- Asi a Realty Co. .  Chi na R ealit y  Co.  

側主岡系- Credi te' de F oncier. Father  Font ana を代表者とする宣教( : 1I i 図髄

があり 、何れも極 めて ｩ［ 丹波な活動ｾ続けて Ｉ ［去る。此等の科 ￭ ｬ 辻の内には ｩ 新 ［Ｚｊ Ｈ 金融とか建物経
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皆と云ふことから迭さ， ｪＩＧ って 、 今ではｾに支那人に名誌を貸付げる のみ で営業して居るも

のさへある位に。

えーに閲する日系の令ild: としては、表手11銀公司とw : 魁興業、東洋拓硝{ 立に過ぎす¥又土地

建物の紛議{ f l fd及ふ村上、藤井法律事務所があるが、資本及活動性についてはまにまに比

肩するに到らない有級である。

民間 ｪ 政 ＺｊＨ Ｎｊ 或Ｈま ￯ ｬｩ 政府が住宅問題にや ｊ て行 つに政策は組めて貧剥で 、民 闘 ＱＶ 年以来、大｟ｬｾ Ｎ

1侍者Ilili 計査を準備 しつ〉 あつにi I 'i政府は、下級民衆に劃する位宅経営を企査し 7 ケ所にili

皆tL : : 主主? 経営しにけれど赴とても制〈一部的なものであつに。

Jfμ 、して 上yhj:1こ於ける住宅及建築問題は、現在のと ころ全〈英、米、 111¥の資本の乎に J )，:

継をにぎられて居る甘え態で、邦人にして此等の諸外間合祉に文初fl ふ一 ヶ年の賃借料は凡 そ

500寓弗にも速すると云ふことであるから、今後此の問題に付ては上海の復興及者Ilrli 建設

の遂行 e 01: せて我々は充・分考応: すべき必要ありと考へるのである。

時 家 の 住 宅 街 策

ｊｊ みが未曾有の退職に於げる第一階梯に於て、長 ｾｲ の果敢なる働きにより年〈も現在の

平静に保? これにことは菅に在留邦人のみなら十. ;{Ei 庖各岡人の等しく感謝すべきことであ

らう。

然も縦〈経内戦の戦士として近来ヂ ＱＱ 人 の来 ｩｊ Ｏｋ する者 ー が組めて著しくなっ＿こことは 、 ｾｾ ｉ 文

ｲＺｾｪ 外にＭＩＮＺＱ Ｑｾ 躍を遂げようとする同胞の力強し、［古紙の去れでーあると共に、我々が忠男なる

時ー1: の英霊に酬ゆる1 . 0 にも将来寺尾帝閣の一大協貼として |て治1の殻民主? 促さねばならないこ

とは最-7. 必・須の要事ーとなっ 1=。

然も i友拠地びに都"11i 建築が着々と行 lまれ、 {r:iBl 己又 4 高' i ' 突i臼えする今日、建築li1]i't!'lはよ佐

々重要 ｮ を祢ぴ Ｓ Ｑｾ つにのである。

機を＿見る ｬ こ敏なる外資建築品千｜ｩＢ ｩｬｬｬＺ は、恐らく此 の 大波Ｑｍ の ｉｾ 勢をき ｩ Ｒ Ｔ してその事業 の Ｚｊ ｬｊｊＨ

lこlj l. < も持主J策を蹴ってゐるに inj 主ない。

wr る毘嬰な n: ! j : 機にめって、日本が依然として泊倒的な傍観を料りるならば遂には位築経

営にｼ制する ｉｕｾ ｾ、外資の奔流におされて手も足も ＱＭＱ｜ せな〈なるに ｩＱｾ 遣ないことは ＱＱ ｽｪらかで

ある。であるから此 ｼ 捺ｪＮｩｬｩんで我闘の資本によって 、 今後の珪Ｑｉｾ ' i ' 育成、 助長すべき事こそ

賞に我々の任務と云はねばならないのである。

自分はJ . t J i " ＼ 二 ｽＵへるとき、我同 ｄ ニ ｌ Ｚｊ ￚｬ 建物合 ｨｬｬ ＺｸＮは建築 Ｗ ＱＱ 負Ｍｲ Ｑ￭ｉｕＺ は率先 。 ｌ て、成 ｬ ま ｪｾ ブ ｊ ＱＮ千

六の Fに開策 lこ;if¥うてーUf'HJ : . 宅絞昔、更に建築主主俸に迄染問さねばならないと思ふ。巳に

it 宅制は復興のφ1' .#1二地烈を' 似め家賃は寂々昂騰して、徒ら lこ外資令枇に不必要な文字' J i l を'

行って賠るのでゐる。

Jr} j - る耕よりしても今こそ我が附係令 iJ i I : の勇躍匙tll すべき時機な b と討11は F るを得ないの
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である。

現在の H 与に於ては凡ての構築材料は州んど民間人の所有に附してゐる。建築業者; )Nh

業者ーは此の鮎非常に困難を感じてゐることは事質" [ あって、 その結果l肢を制して迄も民防|

の業者から高債なる値段を以て材料ｾ買ってゐると云ょ、欣態である。此れでは戦捷 日 本 ｗ ｾ ｉ

の韓両何れに1 : 1: り哉 ! と云はさ' るを得ない口

材料が不足するならば合資協力して産地からの大和liI.得をiJi，' ilる可きであり. 又そうす る

こ とが今日ーでは可能な !Ik態に置かれてゐるのである。

斯くしてこそ始めて外開業者に到しでも又民間誕百ーに封しでも 、 決して釘｜ｽ ｛ｉ ｾ ｬ こ Ｈｴｊ炊ける

ものでないと私はl i Yd言する。

此の意味に於て在、は材料及建築業者閣のｲＮ ｬ ｬ 支也 ＱＱＱＱｾ ［ｈｴ ｊｬ日し 、 叉それらの合同によって一

大建築令il l. tを設立し建築絞i訟の事業をおこし、邦人のみならす

て 、ｻ付 ｉ七 Ｚ宅問題は間より土地建築の諸問題に迄日本の千千，で角併干 ｪ決たすることこそ、我隊ｼ建築 ［ｾｬｾ の

最も拐事Eにして且緊切なる首而の問題なりと考へるのである。
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憂 湾 住

.r--L，‘ 

三乙 乞 建

中

築 行 政

村 網

今日高濁住宅としては、ごつの ｬ 問 ｾｉ リ ｪ 肢に見出すことが出来る。 一 つは集落地に多くは

ｉ Ｍ ｦＮｩ，す ｉ 径の性宅の様式で之を Ｇ ｈ 誌に「都 ￯ｬ ｪ ｾｕ i : 名附けよう。今一つは農村に多〈見H' ，す J怠の

十 ｉＺｾ 告の様式で之を恨に「農村担」と名附けよう。何れも内地人の ｦ 七七ではな〈て本島人の

住宅である ｄ 本島人 ｌ ｴＮ ｾ長崎の 人口のり害 ｉｊ ｬｬｩＺＺ < 占めて尉り、支那民族であるから、その文化

は文秀jl 文化であり、又彼等の仕ふ庭の住宅も詰然文那建築の流れを汲んでゐる。 本論にお

いては之等華燭{ : t : 宅を都市計詩的に研究してみ? こいのである。

2  

支那民族が本島に渡り千 ｊ 也を間聾して農業主＿営み、或は土Ｎｌｾに封して掠奪的商業を営ん

でゐ? こ頃は、本閣においては封建制の謹内に商人資本の接頭がめさ' ましし盛に博外に雌

飛してゐ ｔ こ 頃である ｄ 到 ｬ ち支那民放の水鳥進出は一種の封越的並ｲＮ ｾｪ 業的侵 ＱＱＱ 昔であっ＿こ。そ

して土民Tこちは之等の侵入優秀民族に次第に追立てられて溢に交通不便な山地に住み、時

折1+ 1 ては彼等の{ 主所を製E詳し?こo 故に本島の開拓・'i)-・7こちはこ1::. 1差の襲撃に到 してj 刊誌・の防課1

ｾしなりればならなかっ＿こ。

之等の葉市から護濁の住宅は次の二つの特徴をもつに五つに。

1. 都市にあってはむ. 宅lま殺商j占であり、農村にあっては農家であっ 1: 。

2. 外敵』二劃する防禦が必要であっ 1: 。

この外敵防禦の方法には二週りのしかにがあっ fこ。 第 l の方法は大勢築関してtl: なこと

である。即ち都市の周聞には城肢をめぐ巴し主要車伴Jji 道路の入口には城門を設げにのであ

る。( 之は叉封建都市の特徴でもある。) Ａｘｾ＠ 2 の方法はイ主宅の各市の防備を厳重にしにの

である。即ち都市に於ては敷地は奥行の深いものとし I-L
'

，入口 l立女と事にげにし、敵の位入

口を最小限とし fこ口同側の技慌は隣地と共同監とし、 この方[ 師から侵入するこ E ができな

い様にしに。叉農村におーいては建物をコ の字却につ 〈り、この外側には ｴｾｩ < 小さな窓より

あげす¥ しかもその窓にはサ ッシユをはめ こみ外Mir の似，入できない相iにし、内陸に而ーして

大きな閉 口部を 有? こせる。そしてそのコの字の解放され? こi 1 i i ーには竪問なる柵又は拐を設り

る。且つ敷地の周囲には竹を純生せしめ、外側には摘をめぐらし、又は堅問な拐を以てJI 止

傘〈。

共に蓋樽の特異な自然的保件も亦相首拐、い影響を興へてゐる口先づ第 l に建築材料ーであ
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るが、之は主として煉} [ 3 / . . . は.: . 1 : 角である。何れも議崎谷地におーいてにやすく得ちれる粘ー[:

を原料として存易に案内乎工業的に製造できるの煉瓦は良質のものであり 、一u主J Ｈ斗Ｚｾカ、

? こめて焼かす' に蔭干しにしにもの) は劣質のものである。之等の建築材料 li 5ミ容易に経術

的に得らる〉のみでなし防熱上、防地上にも相 ［ｾｩ な封抗力をもってゐる ｄ 叉蓬湾は雨期

には甚t.: 激しい雨が降る。この雨の l火降りには大ていの壁は参ってしま」、。之にますしでも

厚い煉瓦の壁は有効である D 雨が多いことは建物をしめらすから 、 この1然j誌を防ぐ? 二め建

築の下の地幣{ ま多くコンクリート又は漆1
1
IAわである o ij 量る場合は必やj度喪主7 月j ひ、床上に

摘はることはな L、。 尾根は h 六枚から ー|枚 fi/: の長j精JL.l主事/11く建ね令はせて、 その1mを漆喰

に糖主主を入れ 1: ものでしっかり主税着しであり、その ftli 奈| は削合に急: である D ・とも激しい

! 羽にまJ する配慮と比られる D

叉非常に署ーし、期間が長いので、之にぎJ抗するにめに色々な椛訟がなされてゐる。まづ太

陽熱の侵入口? : る窓、 11 . ¥入口はなるべく小さくしてゐる。又 li': は.: J::11-¥1式として時々 7K をう

ち涼しくする。南北吹抜けとし天井も高〈とつであるから風がよぐ通る。都市住宅の前に

1;( 亭仔脚を設り陽ょげ用粂通行刑のベラングとする D

更に本烏の風俗習慣が It. 宅様式に重大な影響を持つD 即ち木島人は犬家政制であり家長

の下に多世帯が共同生前をして居る。従って 一方の家は1tl d.: 院し、のが普通で、之が家系の

順により秩序，ある生活ーをしてゐる。スベランダ或は用外での生活も一つの習』慣になってゐ

る 口組先崇奔の念が強 〈家の正面に正 雌をお引 ｩ ｊＺＡＮ先の霊ｾ配つである。叉大てい家畜又は

家禽を飼って照り、その小屋も必要である。便所は普通1 =1.
1
陪の一間に便器をおくのみで刊

に便所と名をつりる様なものはな い事が多い。

要 するに今日の華濁住宅の二つの型は何れも枇令的僚 j'! '>I E 自然的保1 ' i ' の; 影響下におりる

時史的産物j であることは確かである。

5  

今者[¥i lr型の代表的フ・ラ‘ ンを第 I t苗lに示して、之について更に詳細に説明しよう。( 茶北

州板橋街所在〉

1. 先づ第 l の特徴として建物の前部に卒仔)));11 (テ イシキ ヤク 〉がある ことを ! 1Hずねば

ならぬo これは捲庇ある歩道であり桂は大抵煉瓦2枚牛乃至3fxl 立で jLj ｾ、ものはこの間にア

ーチをかりで二階叉は犀根の荷重を支えてゐる o W. は華濁千五( 赤色のすやきで l 尺 4 方

大〉を敷き又はコンクリートブロック、又は漆喰叩等である D そして之 111町筋全部に H1
1"¥k

てゐるから、雨の日の雨より 、暑い日の陽より通路となる。叉ここはトンネル式になって

ゐて涼しい風が吹通り外熱が家屋の中へ侵: 入寸ることを防いでゐ名。

2.  建物の正商W，入口は、大抵雨間扉がついてゐる。その左右はJ ての梁から土蓑まで、

巾6 寸伏の板がはめこんである。之は外せば正信{は全部開板前となすことができる械に

7  11 
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なってゐる 0

3. 正 商H_I， 入 口をはいつ? こ庭は正出¥ｾ＠ ;f iij ，せら る冶部障でそ

の. i EII臥こ !:t ｩｩｩｴ ｬ 先を ｦｦｩｬ ＡＮ つに祭 ｾｾｖ が設けられてゐる。 最近 の号U I.':

化 運動によ り ｪ ｅｾ 憶は改苔され て 市 ｊｩ Ｑ 桜伝記つ に ものが多 く なっ

?こ。 この部竪は家屋中にて最 も 立i民な部.I t であって、肥肱{i :接芸丹停保与そ
-

古粂t 平梓符F針i宇

r，-tにはt詰枇組}花札t社l先の宵{ 像象等力が2掲げてある 0 天升井Ｚは再治両，ｾ <  I刊問叩川l 入 I口1 0の0-". の

高肖 Ｎ 窓から Ｗ光ＱＧＺ和斜紘 ｾ ｈ を＿採つてゐる。

4. 1 E 艇の次の川 は主人の私室であるが、こ〉に は寝革、

化 粧 来、後 Bl 、椅 子、J ド等がおかれてゐる o )1主主は主の 中央

で正雌. の祭ffi
'
:のすぐ裏におかれてあって、 i制然 e&; : 切 られて

ゐて、 まつ くらである 0

5. その三えは中庇ーがありこれと並んで炊事壌がある。 "1陪

は装i轡瓦カ'9}{( 詰められてあり 、 その一部に井戸がある o

6. その三たが食堂で、それにつ Y いて家族の私室があり 、

寝室叉は居室となってゐる。その574が 又中区ごとなっ て その一

間に家者家禽の飼養所がある。その裏が倉庫となって裏の tl "，

入口がついてゐる。 ＱＱ Ｎ Ｑ 庭の一部に使器 ｾ 備 へつげである。

この者11TH型性 宅の 中には奥行301m.!.:).、-' '. もあるものがあるが

何れもｰ， ｾｪ Ｇ ， ｩ ｟ ｩ の場合と全く 同 様のプランである。 Ｈｾｪ Ｂｩｩ の場合

l立正向性. の1mを J，i.i tmとする)

4  

次に ｪｩｾ も完備し ＿ こ農村 ＲＱ Ｑ のプランをお Ｚ Ｇ ｾ 2  I高|に示すo ( 叢 1[ 1

州 移化i li .1珂;(1・〉普通はこんな立i反なものでないことは勿論で

ある D

1. 建物はコの字引であり 、 その間/ii され? こ筋力Z南を rl"iJ L、

てゐるものが多し、。建物の外(I lil に商しては小さな開 口があり 、内|断lこはベラングがあり大

きな関 口ぞ持ってゐる。なほ正岡にはポ ーチを持つものが多い。

2.  中 央の一段と棟の高〈なってゐる ｪ 主力 ｚ 正 ｬ Ｇｦ ｴ で 、こ の部屋は前の場合 ｕ 司様家屋 ｾ ｉｉ の

最 も 立i反な部屋であり 、組先を杷つである。この部屋の左右lま主 人及び三尚il? の11，宅 t なっ

て居り 、私 室 はj従事、 化粧 華、 タンス 、阜、f;守子ー等がおL、である。

3. 更 に その左右は護所又はJ拘置 となってゐ る。物置のー令官には便 器を すえつけてあり

茶所 の 一部 は 食堂 とな ってゐ る。

JJ 8  
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4  この主家から椋が 8 寸づ〉下って 1j 右に 、 それから更に南へrtAって、家族の夜、需が

つ Y いてゐ る。そして一帯下の市照は大てい物世叉 l立徒系家禽のノj 、屋となってゐる D

5  

之等の茶潤tl-: 宅lま建築行政から見れば如何力、について主sべよう。

1. 事仔JjJ; ll は叢i轡都市 に於 ては必要であるから是非之をつ〈ら寸較になってゐる。

規 則 第74係 知事叉ノ、総長ノ指定スル道路= 沿ヒ予建築物ヲ主主築スル者ノ、亭仔抑( 捻斑アル歩道〉

ヲ設クペシ 、 但シ俳か ｬ ノ尋 ｦ 由ア ｬ ｾ トキノ、 、 知 事 叉ノ、 ｾＱ 長 Ｏ 許可 Ｗ 受 ケ 惚舵 ナキ歩道ヲ自宅クルコ 卜

' l { 予

知事叉ノ、総長ノ、本節= 規定スルモノノ外、亭 仔1却及熔 I庇ナキ歩道 / 1隔員及犠進ニ閥シ必要ーナル命

令 Ｗｾ 査シ叉ノ、底分Ｇｬ［ｩ竜丸コト］ｊ ｦｬ

選中 州都市亭仔脳l規則j

第 1 j際 ［ 字仔澗ノ，ｦ［ｦ［ ￬ｩｬ こ附シテハｾ湾都市計主主令施行規 ｍｉｊ ' " 依ルノ外本令ニ依ルイシ。

、.  
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7お2 係 者ｾｲｉＭｩ百十干住民域内こ於ケルｉ｜ｉｾ員 ＷＮＱ メ ー 卜， ｾ以卜ＧＮ / 道路 ニハ; 宇( } 凶J ( 婚覧 ナキ歩道ヲ合ム 〉

ヲ百世クベシ

第 3{様 亭白澗ノ幅員，、建築線 ヨ リ起算 ν 4 メート ル トλ 、 倒 シ土 地 ノ 状 況 = f，衣 1) 幅 員 ノ 減 少 7 認

ムル コト アルペシ

前 ;J( 但 書 ノ 務7下 = 於 テノ、別= 之ヲ告示兄

>l ' H{保 亭仔・脚ノ曲 リ角ノ、[ 直角ナ ノレ場合ノ、隅角ヨリ 4.5 メート ル宛、 i玄角ナラザル場合ノ、相 嘗 / 除

F こ 建 築 敷 地 ノ 隅 ヲ 三 角 形 = 切 リ テ 歩 道 教 ト エ

おう{ 際 婚ザCノ床ハl寧サ 10 ヒンザメ ー ト>1-ノ コンクリ ー ト打千トナ シ其 / 炎illi' 、モ 11. .. -9 ｊｉ ｾ ， ア ｺ

シア Pしト 、 1、迭石等 7 用 ヒ隣接/ 路前ト撲鎖線二於 テ高低 ナ キ 機 施工 λ イシ

第 6 {i保 :手 f子脚ノ路市ノ、公共 1・* 泌 総 行 ヨ リ 日 l' ョリ絞ナラズ I ｾ Ｚυ ヨ ＱＩ［ 念ナラザ＾Ｑ Ｎ ｊ リ勾百日ヲ ｾｈＧＭ Ｇ ｦｬ ，

役 b J ¥: ヲ終クノ1_ トキ ノ、1I 音渠ト潟 λ ペシ

11-; 7fI傑 ［字 Ｑｲ 脚松市 ｉ 商ノ位置ノ、注築物ヨリう ｏ Ｇ ヒンヲメー ト ル後退 ν 担 ｉｾ 線 ト ス

;fi 8  fほ ;{t( 子脚ノ高サハ l f - 家往= ずt リテハ公共下水泳石ヒ端ヨリ軒下IT 下端治 3 メー トル 以 t ト二二

階建以上= 布リテハ前商品li 'l' -*1潟迄 3. 5 メ ー ト ル ト ス

第9i I 保 ; 哲庇ノ、a 板叉，、天井張リトナシ肝憐ノ、 Hi 型 l、ナ λ ベシ

第 10i 際 特別ノ事由アリテ前各盟主ノ規定二依リ革 ｦｴ キ場合ハ許可ヲ受ケキ幸殊ノ繕遊ト ｪ 意見 コ トヲ Ｇ ｦｾｾ

附 則

又この情迭については次の虫1:1< 規定してゐる。

規 則 第 124. 保 亭 仔 脚 ノ 柱 木 造 ナ ノ レ トキノ、小径 14セ ンチメ ー ト ル 以 ヒ ノ 材 ヲ 使 用 λ イ ヘ 二 階 建

以 上 = 在 リテノ、 14センチメ ート ル' / 16センチメ ー トル ト見

規 則 第 149 傑 亭 仔 脚 ノ 柱 ノ 精 進 ノ 、 友 ノ 各 競 = 依 J レイシ

l 卒 家 建 = ｴＱＺリテノ、右ｾ ， Ｇ *束、宝G主叉ハコンクリ ート 造ナノレ トキノ、小 15! 30センチメ ート ル 以 ヒ ト銭

ス コト

2. Ｚ ＭＺ Ｎ階建以上］在リテノ、遜笥・ナノレ餓筋コンクリ ー ト構 造 トナシ 、 内竪Ｏ乙 ト キ目 ｩ 鈎スル筒ｊｩ ｊｲ］ Ｇ ｾ 銭筋コ

y ク リート柱ヲ役ケ f手段ノ、鍛筋 コンクリー 卜構造ノ品1叉ノ、臥草花ヲ以テ連結スルコト

2.次に窓を大き くあげさせにD

規則員r ; 86 係 居 室 ノ i憐 ili ノ、友ノ各減= 依ルペシ

1 . 天弁高ノ、 2. 5メート ル 以 上 ト鴛 λ コ 卜

5. 怒) ( / 、之= 代ルペ キ採 光 商 ヲ 殻 ケ 共 ノ 有 効l面積ノ、室ノ i面総ノ: 1 ; 10 以 上 トナ Z コ ト'

ＱｦＡＮ シ天窓、 ヨ リ 採 光 スル場合二ノ、 ｾｴ ノ ｬ 百枝ヲ Ｓ ｦ 存迄］換算スルコ卜ＧＷｾ品

ＶＮ 直接外系］商シテ家ノ荷積ノｾｾＨｬ以上］キ自営 λｌ 商積ヲ開放シ ｭ ペカラシムルコト

11:1 シ之 = 代ル ペ キ遡蛍ノ換鼠設備ア J レトキノ、此ノ I現= でEラズ

) . 地問からの l熱気を 防 ぐにめ床を芦H し床下換釈をさせる。

視員IJtfi 86 f! 際 居室ノ 榔 主主ノ、左 / :各競= 依ルペシ

2. 床高ノ、 60センチメ ー トル以 l二卜;潟 スコ ト

Ｓ ‘床 Ｊ￬ おナ ｐ レ ト キ ノ、英 ノＡ宋 ド エノ、 ［ｾｩ 常 ナ ル換紙青 空備 ＧＷＩ毒 λ コ ｼ 、

11 1  0  



4. 1更月Ir を設りしめること〉し その柿造 ( 規則UG761l わ 汚 牧!X'ff ( 77僚) 汚物b 1 . 流( 781f葉) 判

戸と の距離( 79僚 ) その他の位置縞浩設備 ( 801，*) 等に闘し規定しに。

Ｕ Ｎ 構造として は木骨煉瓦皆 、 木骨石造、 ご ｌ 磁ｾ、土角造 、 嶋崎造 、 竹 迭の建築物を禁止し

? こ( 規則第75僚 7

その他は略々内地と同様な取締? をやってゐる。

6  

領華後40年を経過し? こ今日、イ丈島人 の県民化も大し、にす〉 み議i替の文化水準も両ま つ?こ

のであるから、こ〉に述べ? こ如き 予告:i. 湾住宅も、材料的に構造的に形態的に機能的に更に批

判されねばならぬ。 i伎に牽樽における建築行政の役割は現ず1: の事轡性宅をし、かにすれは・、

更に本島に越し? こよいf " I : ｾ七を得るかを附筑し 、 文化水準の戸 Ｚｪ l 、家用へと指導するにありと

f言十る 。

1  1  "  
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関 野 克

昨年の杭北支旅行の機合を興へられ、事鐙下に大陸建築を見聞し得? このは 、建築史の研

究に従事する私にとって感慨が深かつに。今回の旅行は私自身の研究旅行でなかっ Tこし 、

叉兎角有り勝ちの不用意の巾になされにことは如何にも残念であっ? こ。しかしこの旅行の

ｻ前か な ＱＱ 日に見聞し得＿こ ｲｬ Ｍ ｉ で 、 私に一帯興味を＿，斑え＿こ事柄を ｾｒ 背して 、 旅行の資を＿抱ぎ ｦ こし、

と， ｴｾ ，Ｎￂ、 ｊ 以下北支 ＱＱ 必築 ｦｴｻＨ の近乃花述べ、 ｦｾ￭ せ刻 ｜ｩｬｬ Ａｦｩーの建築研究機闘としてこの事経

匹前迄Ａ則る ｩＧ ｦ￭ｩＮ 設なｩＧ ｬｩ 動をなして ｾｱ こ ｲｬｾ 岡管逃皐話 ＱＺ を再検し、如何に皐刑Ｚが ＱＱＱ 建築の調不子と

似合ーに附係して米? こかを記さう。叉製nIt の背景にあって日本の撃者が如何に主要1;' 役割合

itii じて米? こかを紹介し、長期建設下に於ける北支該事業の資 t し?こし 、D

北京[ 立泣・金・元時代以来の古都として泣踏に前み、就! 判明 ・清時代を通じてその者1¥域

内に大規校1i. ＮＺｾＮ ・ 殿 ・ 城門を ｹｦ￬ めｾＺ嗣 ・ ミ付加等幾多の ￯ ＡＮｩ建築を作し 、 今回の支那事 鑓 に令し

てその保存は、日本人識者にとっても 一つのーたさな| 制心事であっ? こ o :;7-::ひ北京は史軍の: l lit

ｕ 自しに彪置により戦耐を業ることなし依然大陸文化の ＱＫＢ むとして光ｾ放ってゐる。か

く北京が安泰であっ? ここと は、大陸文化の保存と云」、 ー拙から見ても特筆大書されねばな

らないo ｽ ｊｉｉ 之現 ｻ ｉＺ の事主主 下に於い ですら ￯ ＡＮｩ建築の修 ｬｾ ｝ｉが若々として行 ｬ まれつ〉めるに於 ｌ 、

ては、官、の駕きも亦特別であっ＿こ。紫然Ｚｬｊ，ｉＨの Ｍ Ｍ Ｑ［Ｑ｜ と天 ｴ 点以下玉泉山妙高 ｊ＿ｾ ，文 天州 ＧＱＱ 市 ｬ は ｻｉ 写

1' 1¥1. 合了してド1i¥t し 孔 子JM・附子-5:E ・ノ- k等苛: 十三:g:i :J)'H立、 ¥1下足場を掛けて修JIII. 中であっ

ＱＺ 。これ等の寛修事業が今日如何なる機附により賓地されてゐるか 、 短 ｈ の北京 ｩｾＧｗ {r: ｾ＠ J:J ， 

ってしては 卜分現ひ): 11 り得な かっ 1:
0

しかし私の民間
j するところ 、今¥ITI の事境でi誕生し? こ

ｾｉｴ 支Ｚ新政府の建設純岩内省 Ｑ｜ＭｲＱＱ 防がその世路であって、者の ミ ｵ 市Ｈ［ｴ 1立¥， U氏 、局長( ; t ｴｾ［［Ｉｻ［ 釦ｉＭｉ［［

である。今 ｜ＱＱＱ 林局長ぜ立民生ｾｊｪ ｲ 有策氏と共に内 ｬ Ｚｬ ｬ ｬ 日下 三 Ｑ 曹 三 ｉ Ｚｾ 案内され 、 Ｑ， Ｑ ， も Ｇ ， ｊ ｆ 従つ ｔ こ のでゐ

つ＿こが、天 ￍ ｟ｬＧ｜Ｇの ー Ｎｾｧ はイ ｬ 多目 ｉＧＭｾ 経で ｼ 韮か三年 、 }(f1Il i自立 ijl ひ清められ、五!J 紬の瓦は魚1ーかであ

っ ｦ こ ｯ 林局長の詰るところ 、 苛 Ｑ ー も芝前隊 ｼ民政 ｉＨｦ に修翌日遂行 の合百寓フ じ 三年 ｉ ＡＧｊ ｗ 呂 Ｊｬｾｾ 要水し＿こ

111、 その中 i当寓元を得て紫銑: 9 J 1 ( ・天1¥' ，' 以下3了イl事J リ1 し?こ t 云」、。天控に三高元、市i年肢を合

u ' 金規模に十数高元の費用が投せ' られに。それ等はp.}: ら北平市政府内の箆者1¥文物整王m委n

令の決議により 、質施機閥は市政JI ) 工務局が首 b 、技術帰任は中闘 J皆造，撃制: に外ならなか

っ? このである。そ こで先つr 中間営造墜市1-に就い て以下述べなげればなら ない。

Ijl 閣僚進撃祉は 内務大臣の顕職を歴任し? こ朱啓鈴氏の主唱せ E れ?ことこ ろ、北京に移ら
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れてから自ら枇K のJ庁』に就き l i!:閥 18年( 昭和 4 年) 結Jjx され? こo : : t も| 司半は専ら組織に貸

され 、 Ｓ 月 ＲＴ 日 中 岡管逃皐剣先ｾ起を護表 、 Ｖ 月中華叡育大 ［ 化恭金主事令第 Ｕ : ; 7 ( 合議により年

Ｑ Ｕ ， ＰＰＰ 元向」 、 Ｓ 年 ｬｩｊｬ のｦｉｉ ｪｬｬＩｊ を得ること〉なつに。而して翠 Ｑ Ｙ 年 ｬ 月 ｬ 日より工作を ｲｾｲｬ 始 、

2 月16日に l↓1閥昔話!i 製枇間合の演古が朱枇長によってなされに。前記縁起文とこの l1ir首と

によって著書ilU:の方針が確立し 、車事合のi ' ilill) Jにより資金も保殺されにわりでめっ fこo 3  )-1  

21日は恰も宋の李IVi{'f 1の820j回忌に首る こと〉て記念の祭が皆まれにのも偶然でなかっ fこ。

李明イ1[1 は今から約840年以ri1Hこ「骨造法式」なる一事を勅命により編料し? こ人であるが 、

これは支那建築専門書の至賓で、 hlt長は年米その重刊に; 訟を川ひ事iJ i i : の人々 は等しくその

ＱＡｴ｜ｾｾ 採ってゐ＿このであっ＿こ。従って皆迭さ皇制Ｚは骨造法式 ｾｈ Ｍ ｉｉ 護鞘として 、 朱以後元 ｬｩｦｪ 荷の

建築を研究し 、又逆に !官以前に遡らんとするのが根本方針であっ?こo 諸に支那に於ける大

陸建築史研究の ｾｾￜ 自の ｩ ｴＺＺｊｪＩｪ ーが基礎つ Ｇ けられ 、以 後近年迄に日本の製者のオ ｫ Ｍｲ ご乎の及ばなか

っ Ｗ こ宋以後に於りる近 ｉｬｩ Ｚ史カ ［ Ｑ ｽ ｩ Ｇｊ 拓されにのであっ＿こ白書 ｾｮｕＺ の組織は日本の建築製千＿と具 ｢

制立しに建築を主としに研究所で 、皆造なる名の示す如〈 、地1に建築乃至工裂に. 11: らす七土

木共他工替 ・工作に附するあらゆる方面を封象とするのが理惣であっ? こo それは枇長の朱

氏が黄河の大餓橋の架設に力を致し 、或は正陽門の改修に従事されに - l涯を見ても分る。

因みに皐 ｪ 此経営の費川には宵Ｚ年 ＱＵ ， ＰＰＰ 元の中華毅育文化基金よりの補助がめてられ 、 ｸ｟ｾ Ｑｪ

に調奈研究の鴬英庚疑革苓 ｲｾ ［［ｲ より ＲＳ ， ＲＴ 雨年は年 Ｑ Ｐ ， ＰＰ Ｐ 元 、 ＲＴｾＲＷ 年の Ｓ 年は Ｑ Ｘ ， ＰＰＰ 元の援

助を得て来? このであつに。

Ｑ Ｙ 年 Ｖ 月折しも北支 Ｑ￟ｾ 行 ｉｉｾ の伊東忠、太 ｉｾ 土ーは磐 Ａｩｴｬ の ＱＱ 次辿ｾ受りられ 、 「支那建築之研究」

ど題してー拐の郁演をされに。その内容を簡単に説明する色 、先つ1唱[-i: 自身の文那研究は

日本建築の研究に附設し、 その淵 ig[ を大陸に求められにことに初まると月頭され、本論に

入り建築の使命として時代布!/;Iill lの護露を設かれ、支那間有建築の特色i ' 州祭、mf いで最も

博士1: に印象の深いこつの建築に就し、て述べられに。 ー・つは紫禁械で'rifj 治34年|事 :1:のWJ 張旅

背されにところ、他は雲間の石油‘ て1専τ|二が明治35年設見されにものであることは云ふ迄も

ないD 更に一時して支那建築研究の貰際問題を JI Jt _ト. げられ、民正文那建築引先大成のねめ

には 、文献と遺物との二方[ 師の研究が泣行しなりればならないことを強制され 、且っその

l指迭は遼速なるとなし、この事業主: : J . . : . 成するのは支那11間氏の武イモ義務であり 、 日本人も功、

参加の義務あるを iift かれ1: 。さて日文f4<i 凶作l提携してこのZJJ 支をなす JI，骨量的な方法として

共の良非は1:11 らないが、文明l側は設も精通せる文献方面の研究を主とし 、 日本側は遺物の

や ｉｾ 的調ｊＧ ｅ に犬馬の会＿を ［ ｗｴ らうと提案され＿このであっ＿こ ｯ Ｚｊ［くぎに文献 ・ 泣 Ｅｊ の保存問題に

入れその現［怨としては隊ｼ家事業となすべきであるが、今日の問。 ｬ 育では望み ｾｪｴ いから 、 そ

の重大使命をすj するものは米先生の管法率制: であると云はれにのは荒し王言ーであっ? こ。更

に現代建築と支那建築とに lthJ し、外国模倣を戒め 、五千年来支那! 設|土と問民を背景とし殻

民し て氷? こ拡: 式を粧とし 、新しい [;: 1接的機械 ・fW逃 ・設備を緋となし 、自家澗倒的な新鮮
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なものにるべきことを説かれに 、j ミLつj鼠故会u新と云ふがl くか、る? こめに支骨1) 古建築の研究

も亦 ＮｋＡ［ 務であると請 ｊ 民主 ｾｩ ｩＺｾ へられ＿こ。 以 k 博士の演古が接Ifd:に輿へ? こ影響は官 lこ大であっ

? こと思」、。

製枇の近年なしボつにｊＡ ｲ 業はＮｦ ￆ 々あるりれども 、 ｛ Ｑ Ｊ に ＱＴ 日係深いもののみを主 ｾ べる とす

る。先つＧ倍遇制Ｚ誌の編纂 ｾ､ 持げよう。術訴の材料は ＲＱｅ ら清 ＱＱ 寺代初期に成つ＿こ「工部工程 ｬ ｦ 故

法」により、日本の工業大都書、工業字WP，日本建築卸業、英和建築新設を参考とし 、闘

鍔氏の主奈され? こと ころ、共の rt に今回北京で案内を交り fこ劉南策氏の名も見え、叉詰・時

北京ずt : { J の建築家荒木清三氏の参))11があっ fこことは特記しなげればならなし、。闘時氏は大

の親日家・であって 、20年 9 月勃護し? こ満11i1事境 後、21年10月間職され、前棄の編纂も瑳扶

を旅し? こが、氏はi繭iIH岡本山餓路局長に就き 、満州li 訂建築に I#Mし力会致されに。又期を F; J

じうして荒木氏も奉天に拶ら n1: 。しかし程な くし てI'N氏とも 他界せられにのは斯界の筋

に惜むべきことであっ 1: 。

日本の支那建築研究は飛鳥 ・ 奈良時代棋式の似てずある支那六Ａ［ｑｾ ・ 出時代の建築し鎌倉

時代天竺様・唐様の基礎である宋時代の建築主に関聯してを? り 、前者の閥係に闘する研究

は伊東 ・開 ｩｬｬｽ 雨ｼ 苓土の開拓せられにところ 、 後者の研究は最近共のす蹄者ｾ渡しにばかりで

あっ? こ。就rll 前者の日本に於ける研究はi i I : 界的であり 、管遣準'1止が該時代の研究を先づ日

本に於ける研究の制課に出穫しにの iま賢明でゐつ? こ。前田耕| 作博ゴ「法隆マ'i ' e ノ' ，! ?J i 建築文

様の閥係 J I干! 溢泰氏「王品厨子の建築的f削 ( U DJ -:ょRI専j : i 文那建築史」 イ) lj I J : 清造氏「 中陣|

古代の建築」が引制き献詩文芳 ＱＩ の皐外に紹介され ＱＺ 。叉後ＧＺｸ・［［ｪｾ以後の引先として 、 労 ｉｬｴ ，此 利

点氏「遼金南京燕京 ｪＱｩＡｃ 城孤城主文」 同法若手氏「大山五山諸 ｾｾ ＺｾＺｴ 首 ｉ ＩＵ ｊ がヲ ｉ ｬＧｉ ｪ され、 一方 ＱＭＭｩ ＺｊＺｬ 二吉

次郎氏 ・一戸市ー方氏共著「質問漆工墜」の蒋IHされにことも記憶すべきである。

質際の1.iたtt 築の調茶Uf 究は20年計聾され? こが天津便火除の恭助により延期され、暑期南

京中火-大事の劉敦Hi 氏の引率し 1: 事生[ ま皐il l.l: のJ旨導で北京包l化苛ごの質jl llJ 念行つ? こ。これを

賞脊の端著となすのである。よより先Mc開問時 J :は竹島i ，i . . 一氏と共に* 方文化研究所の研

究員として昭和6年( 民隊120年 ) 5月29日荒木氏等と東| 控へ向」、途中京Jj!1係にて澗楽寸zを凡、

この御音階jは遼の統手112年( 回屑984年) の I写建、支芳11{&'i '.iの木造建築であることを夜見し

に。骨造墜 ￭ｬｬ ｬＺはこの械を得て翠 Ｒ Ｑ 年 Ｔ 月と Ｖ 月の ｩＴｾ 度に豆り梁思成氏を主任とする法式組は

淵柴苛 Ｍ ，ｾｾ手 ｉ 孫 、同時に 賞抵践が ｩ 寺の遼時代建造物なることを殻 見しに。以後調去は強化さ

れ、 22年6月には河北省J E定等の15建築を三日j夜 、9月には山 I! ! I 省大同古建築及び玄i/ti.r石窟の

訓読が牧行され、23年 8 月山四木原等、同年10月には江湖訓ft も加lへられ? こ。共れ等の報

告は機関雑誌、「 中岡管法皐i 1 t 1 : 説某」に報告され、支那自身の手になる大陸建築の報告とし

て日本の皐者にも枠録するところが少 〈な かっ? こ。

{保米有存よ事事事.業のt蹴者者，は2却O年 ( 11附自併手和I日16 年 〉紫3鉄禁基妥、;城城南南‘ 商角J挫韮城E益益1修参王迎型虫'に放

占故文物ｼ防陳 ｅ羽味 ｉＡ 列所等が委員ヂ合 ｈ を＿組織 し て首ｾ ，、 皐枇はその工程をを ｾ ｪ婚啓 任し ｦにこに始まる ｯ 2幻l年故閥3野!ザf  
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ｼ啓 一 ＱＺ の 嘗 って 寓 ｉＢｾ ｉ ｾ に 栄子 ＿ 誌に加 川 され＿こ報 ｦ 片 ＱＭ H  ，.j ';i'i :ill 築の保 ({ J がぷ11'，さJ L、i去陸中の

ｆν防 ｪβｪ 火 ［設 Ｇ立党引 ｢備荷カが［参 Ｚ考考にイ似似供 ｾｉ北ＱＮＺさ れ?こ- 0 イ伊 ｪ川 Ｑ Ｉ 氷 ｕｉ ＧＡ、 ＧＡｬ ｾ Ｑ :の，i/ '¥i刈i日;r日と ｊ州 Ａ日ｼ 附付快 ｊ つて ｻ仇保 ａ公 とイ作 ＨＧ ｊ ｦｾ た ｬｾ の ｬ以、ＺｾじＺ辿 ､岨ｊｦカが ［｟Ｚｪ Ｎ火くみ江抗， Ｓｨ 川 ｬにこ 斗 ｉｾＧ 心ＺＩ まつて

'>j q こことを耐ってゐる o sWリJ Ｑｾｾｪｩ￯ｕｉ ｉ Ｚ＠ ｩｾ とれ ニ 委 ｌ Ａ 令カＺ成 Ｑ Ｂ Ｚ し にのも乙の 年で あるつ ＲＲ ＧＮ Ｑ 之 ｼヒ ト ｲｬｩ

工務局鼓艇修ｊＺＱｬ Ｑ に参力 Ｑ Ｑ 、 ＲＳ 年には北Ｋ， ｜ｾＧＡ ＺＧ［ ｉ ，Ｎ｜￬Ｚ物 Ａ ￭ｾｪ＠ ¥' の七:: Jl I;出心人 r
1
i nLぇllti 文阪のM: HI/ ;;f: liJ :(¥: 、

ＲＴＺ ｾＱ 三には ｬ 人 ｊ ｾ Ｓ｣ 、 ＧｩｻｩＮ tfl*i 部の11I 11;: .=t L ｯ［ｶ｝ の虫イｼ多 ｾ ｉ 一点 、 京脳会 ｵ 千＿の Ｍｉｴ '1ヲ佐凶古'IiらJIJ '. :仁科 、1え

ぴ 北 平交物Ａさ別委ｌｩ千＿の ｪ 出 ＱＱ 係たイ ｩ 橋市修 ｾＱＱＧ ｾＡｦＺ＠ ｾｴＧ な しＧ＾ｪ ｱ 、 ＲＶ 年鼎 ［ｉ￬ｬＺ L"1'i してIEJ L%f:ii t f_l4Y 'i'

［ｉｹＡＮｾＺ ， を の修 ｅ 引 をなし 、 ｩＢｦＢｆｙＴゴ ｈｨ ｊｬｬ ｊ Ｎ Ｚｾ Ｚ［ｾ［Ｚ の ｉＱ 引 ｉ ｊｉＮに協力しに つ ｾｾＺｾ ｩＱＡＺ，ｬＳ ｩｾＧｬ￬＠ 1: は一i とし.てrli 政J(. f- の戸i{iI¥

'l:. 物盤J W賞品

って委 L-i 千? の賞呪し 、引 1JUj Ｇ ｊ ｕｾ 合同 ｗ ￬ しＡこ のは ＲＵＢ Ｑ 二ではかつにら うか 、 ｔｊ ， ｉ i 不す:にして

その川の事' l ' Mを11)jj) 、にしないが、その l.i ij年ぶ良」ヒ '1'- i li : L. : :により 「問者1¥文物時一! なるん↑11t h;

出版されてゐる のも ，i目立しなければな らな L、。 ， Ｇ ｩ 建 築の保 イｻと頂修 の支えｬｬｩＱの ｬ ｩ ｩ 政 ｬ￭ ｈ～Ｇ ｊ で Ｇ ｉ ｾ Ｚｪ

湖に速しにのは恐ら〈この頃でみつに のであら う 。一方倍ｩＱｩ ＧｾｻＧｬ ￬ｉＺは既に祈動期に入り全力

を＿恥げて各 地 の喜皇制 ｌｔ ｦｬ 句な 判有 に首Ｍ ってをり 、 市建築に ｉｾｍ する諸問機附として立派な存布と

なってゐ仁のである。ノ)' 1"1の司i主主勃設の26年は信者1¥)( 物整.(lum 2 WJ に詰っ てをり 、文ズ，Ii'(ご

ｩｬｲ ， ｩ ｊ は ｬ 引 かに第 Ｒｊ 明 Ｚ ｴＺ 花に 号 トＮ せられ、事 主主 ｵ､ ｬ 抗 ｮ こに事 にか〉つ ｦ こ。 而して事 経営 他 に妙 ｲＺ ｾＺ ｪ Ｊ

や孔 rJ ¥Ii j e 共に車修は組制され、ついで昨年完成し? このであっ7こ0 ・方昔、出皐;IU:にあって

は今Ａ日 ｬ の事鑓 ｬ こ ｉ ｲ し 、 ユ与Ｚら皐 ［ ｬ￬ｌ の Ｇ ｉｾ 心 人物であっ ｔ こ法式 Ｚ ＱＺＱＧ ｅ 於思成 ｬ ￭［は主雨 、 に走り、文献

主任劉敦梢氏は蹄1' i して反らす¥ 皐;l iJ: b 中央公開から公氏ほ1¥に診され、ilil: 一長朱二rは老いに

身植を長ひ、 事業主? 一時停止し てゐる般了・はj折感のr . : t 悲しいことであっ仁o ラト; ひ韮修にブJ

を ｾ ｍｾ し ｔ こ技術者ーは今日新 政 府 の都 市 局をなすに主 ｉｊ Ａ［、従米の事業をＺＧｾ極秘 、現に ［｛ｊ ， のｽ， ，ＡＮ Ｑ こ 以

は附子監やノ]d 事や十三A. I { ¥: を車修してゐ? このも正111なしとしないのである。者15リi 局は しかし

一方近代的な北支全般の都市建設の宜際的要務をバ作ぴてゐるので 、今後の推J多に多大の闘

心力: 寄せられてゐるのである。

近年の支那に於ける建築方l凶の所助 'として、" ，似| 笹山原Ili I: の口 'it しし、 f円引は確乎fこる研

究の基礎の上に民間され? 二世;然の府主主であっ? このである 。文 711¥撃者ーの白52 もさることなが

ら、 日本I! ! l J事- K. のl U按・ l1r! i去の影響にi ' l ふところ決 して少くない のである D 墜'liI: の符しに

専門占Ｚの数ある Ｇ ｉ ｾ で「建築参巧ｼ品Ｚｩ｜集 ｊ 10在 l立製! l i I : のこの 7 年11¥1になし作 1: 研究の簡潔なる

ｽ友松として 、 今後 ［ 去［那止ｾ築研究ＺＨｦに釘してよい入 ＱＧＱ ｾ ， ｾＱ ーとならう 。

ーブ1] _I-.1h上に は ト:tr. Hli・建築協合があり 21年建築与さ術討Ji ' 命令を琵起、その18，'.1-.で控訴5術Jli- の

統一委Hヂ? を興し、 その結- * は22年 1)] 建築) J 刊郊 l 在郊 3 枕から IIKl 失枕を追って描;1売さ

れ、 Ｓ 年を経て ＲＵ 年件 ｊ ＱＧ判 Ｑ 本として ｲｾ 韮 ｾｾｑ 英イ ｦｪ ｦｊ ｦｾ 建築制 ｹｊｬＮｊ が ＱＱ Ｇ ， 版されに。これは今後

支那と建築の_I-. で提批してH<. ー1-. によい参考となら うo 25年 4 月上出博物館で '1' 隊|建築展

3草子? がi I Uされ、製品t より泣術祭ミ佐観音階jや歴代ご|快tJ&s'! 10除自14、i! i 建築沼毘 300枚、11.'洲

|岨60j 後枚が陳列 され、 梁，1J . 1 ，成氏が特派され、 「我図歴代木元!t 建築よも若返」なる排出がなさ
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れに。か〈中園営造事祉は北支に 11-.まら -争、支那全謹の建築研究所として賞力を示すに王

つにのであっ fこことを最後に附記してお〈 。

大同 雲 閣の石仰は日本飛鳥時代 ｍｾ 毅謹術の先駆として、明治 ＳＵ 年 Ｕ 月伊東忠太博士の護

児になるもので、話時は北京より車馬にて、 12日を 要 しにHi であっ? こ。今日から 40年程以

前によくぞか〉る ｭｾ 地に ｲ ｊｬ ｊ 脊の ｅＺ ｺ レーを 印せられに博 士の名は石 仰と共に永遠に消えない ｲＺＺ

らう。共の後幾多事おーの踏不正あれその事情は木下杢ぶ郎氏の近刊に詳記されてゐる 。日

本人の研究は 別として支 那人の若ｾ Ｎ 当 ［としてはｊＮ｟ｾ岡 Ｑ Ｑ 年 ｉｾｾｕｉ i_.LC; の i IJI 凶大同武州山石痛よキ」

が知られてゐる 。 氏は民間 7 年三長岡 にill ぴ、 1. 記の本は4L ら係史に就き述べられにもので

みる。且つ 武州、ｼ山石粛 苛］修理百 十 ｪ ｍ 吉 ｊ を附し＿こ獄 、心 ある製ｾＮの既にその保存に留意してゐ

?こ事賓が知られるので ある。闘出則野I"博|専二士|上:カが; I 支那文化 の迂法; 蹟とその 仇保ミイ存tι 」な る一文 3を?雑雑.誌誌、メ太〈

1制i悦必に守脊守せられ? にこのは陳氏カが:三蚕妥五長:岡をを? 見 て これをを?本3を?若著: すn川l川日の大正 9 年に 首つてゐ るのも耐ι白i  

い。共の後11前i訪な記の虫如n<  ';営皆ぜ逃I塁皐襲j枇此は22年に大d規規+技具な J

Ｚ逗え Ｚ ｾ岡の石付例俳 ｩド［こ そ ｪ斯折 ｊ界 平 の 故大 ｬ闘矧心 事であっ ＿こが、 軍に て その憤値の 世界的なるをよく認識し

これ が高金の ｻ米 議 に自ら任じ ｔ こ のは何よりであっ ＱＺ 。今回晋北自治 政 ｽＨＮｦ が生れ、ｊＺｾ政蝉で

l立派 〈そのwイがに 意を 川ひて ゐる o Ｑｾ 生艇長円登議氏も日浦華合作して東証Ｑｉ Ｑ ｾ 布の道徳を

護部せるの時 に於いて、名 勝 ｲ Ａｩ ｦ 立を剥デモ しこ れが ｾ ・ Ｔ 護揚をなす ことは忽せにすべきでな

いと 読者してをられ るo ｾ￯Ｑｩ 問れ Ｔ 街糧生氏は 昨イド満洲 図 民生 部に委托 して保イ ｉ 訓採が行はれ、

熱 ｍ 古蹟特別［ｖ ［ｉｊ 茶所より五十以牧ぶ ・イ ｊｾＩｗ 陥イ言嗣氏の ｩｬｬ ＮＧ､夜があり 、 又伊東博士の御指示も

あっ ｦ こ。又撃 問的研究 のｲＮ ｾ京都東 方 文化研究所より水野 ｦｉ［ Ｎ 一 氏が派遣されＺｦ Ｎ ￎ 痛 の料 ｩ 奈が行

はれに。保作の ｩ 恨み［方針 は イ ｊｾ 末 時士の蒙艦新 聞に ｪ 属され＿二月 ｬ によると、ゐＮ痛の破壊要ｼ刈と

して人括的のもの 、風化によるもの、及び地下湖水によるものの三者が事げられ、第 l は

取締ることがＯＺＱ ｜米、 ｾｮ は箔の如き極ひを ｩ 設けることによりｆＭ ｉ 的 を述し得るが 、 首 ｮ の地

下水によるものは 防ぎ ｪＩＧｩ ｾｴ いとされ＿こ のであっ Ｗ こ。 本絡的な保作賞 砲 迄に は米 ＱＺＺ 種々の問題

があると思はれるが、石施直前の民家のJf，'{拶t ，ひは近〈質現されると 云ふ ことである。

大同城壁に凶まれて木造建築が 900年も の &引を粧て安泰なのは大陸じ あっては宥踏に

近い。上下華j投手j' ・南普化寺には泣金時代の建築が七棟も完イがし、 それ等の保イ子計31主も極

めて概略的のものではあるが、熱 河 -I!i 蹟 特別 調張所 の立案がな いでもなし、。 1リj初 の代ごぷがJ

な建築として四方の城門の ￭ｾ とイがは早〈より叫ばれてゐ＿こが、今日Ａ長頒ｾｾしく北門は既に犬

はれ、東門 ・ 南門は軸有 ｩｬｾ 風ド ｆｩ に曝してをし西 門 ｦ ご りがやっ と 沓態を 保ってゐる ａａ 態で

ある。これが賓il l! J製|品1は焦屑の芯; 務とされる 。新大同市街の中心は西門外に猿定 されて ゐ

るから 、 その都市計霊と共に撫て酉門 の修理も されねばなる まし、 o .1... 下華j法寺 ・南ー剃じ寺

の皐問的研究は昭和 6 年闘野|等_ I : と竹. ' : : ; - ' ド一氏のさ t l1こところ 、 その質 iJ l! J は前記の如<1- 1. ' ;

闘 ＲＲ 年皆造撃者の行つにところで ある。叉事経 後村田治郎博士のｩｩｊＢｾ夜もあっ ｦ こ。氏は又大

同の南方にある肱府Ｚの泣時代水量ｾ［ＡＩ，Ｚ｜Ｚの踏夜もされに ＱＱ Ｑ である。
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以上北文古建築の似千j三j伏引とその依って米つ?二月fJ以をl ド隊1;法治療! l Itの沿革とその 活動に

よっ て 説 明 して来七が 、 要するに 北 支 Ｍ ｾｊ 建築の研究と保存の現貨は 円 満華の合 門 Ｚにあり 、

チ ｌｬ 墜 ｩ ｊｬ ｬＺ は一千 Ｎｆ 耳 ｦ ［ ｴｾ 14 11: してゐ るカヘ 北支に附する限り 今後と民It どもこれが IIJ 心機Mf，J 1こ

るべきは PP. の'U;然であり 、 行ん II ，-j，:人 の又望むところであ る口世主!i なる討ー柴カ; 二r. ('1，文化に

相首し 、 千＿ の設 立に世［っ て ι とさらに 佐築 の ， ｴ ｩｦＧ ｪ［ ［ｴ ￬ かれにことを ｾＱＮＱ Ｑ るならば 、 倍ｩＱ皐 ｩ ｬ ｬｬＺ の

使命は建築の係長引!. (I"Hill 究に終る べき '1<1，質のものでな く、l(i1に必築に iI : るべきでもなかっ 1: 。

今1: 1は北京ゃんl'i J等ゆ新政府を 小心に建設が行 lまれつ〉あれ 共庇には 日本人技術1 f の参

， ＡＱ ーするｾＮ 決し て少くないの であ る 。 少〈も文部の工 Ｈ ＧＱ，文化 の 建 設に闘する 新 ｬｦｾｾ の ｈ￣ に Ｇ前

る人Ｈよ献でも世話ｾ製 ｉｬ ｩ 上 の Ｊｉｾ ，Ｍｪ，Ｚ｟￬ Ｚ旨合 ｐｬ リ ｾｉＨ し 、 その) J f 礎の トーに建設のーールーを附/-1 11 すべきであ

G ぅ。事もきjii j文化促111告なるj - 1 .供がぷ1 } f ¥知識人の頭に出く H企ひ込んでゐ fこ。それは引なる j、11

識や技術なりを主主物にするに似て ＩＱ ー なる ｸＮ の ｴｾ めに匙られ＿こ 言Ｎ Ｚａｾであっ ｦ こ に羽 Ｑ 遣な し 、。岱

ｩ ｩＡ ｴ 皐 ｩｬｬ ｴ は 決 して 日 本の進入 ｔ ご事川公 ｊ ｊＩＮ入れるにがでなかっ ｔ こ ｄ 日 本肇将校 ｾ Ｈ ￯ ＺｘＭの淵夜 ・ ｎ ｦ

先 ・或 lま建設 ・j: f ! 修への参加はさi H 門111 であるが、 ｾ ｉ Ｎ ｉ 問告奇心 Ｑ［ 製 ￎ ｬ ￬ｉＺ の使 命 を充分 理 解 し、 ｴ 長

れに皐識Ａ支初 ｊｾ 干 ｪ ・し 、ＮＱＱＮ つ ＱＧ Ｑ ＴＭＺ人として立 派 な 伯 絡を ｈ へ仁人でなげ れ ばならな い と 忠 ふ

J折〈て こそ支那の知識人に 日本の星第fiUや技術は生きるのである。

附 手i 北 Ｉ［ｾ Ｚ の＿も￞ＧｻｩＺ Ｑ :i: (，些か う111二過ぎなかっ1:むその陪! の凡Ilfl { ! : 基礎としで一 文を草 し、北文続行の

報告に代へる。内 '34Fの大 i1ll 分l士腕以後 rrl' 1選管ili ! 1! 社長束J 0**い1: 結巣教へられ 1: 貼でゐ

って談ｾ 1，多いこ と、 J目、ふ。 しかし多少なりとし大隊合忠J 、注築分野に7f-つ人の御参考に供

し ｲｾ ｽ ば 主 主トひでめる 。 旅行 ｲｬ Ｇ 御 世話になっ Ｑｾ Ｉｪｫ に感謝しっ 、筆を 彬 ｾ < 。昭和14年 ljJ 7 u  
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移 住 地 現 察 行

佐 藤 武 夫

北i鵡を? 歩いて、それが通りすがりの放行者にしても、訴がつかすには肘られないのは、

風土文物の大まかな印象が南硝とは悲し〈逮ふことである D

錦西、熱ii 1f の謹りが、所詐i南湖と 11乎ばれる奉天を中心とする地域とは風土に於いても X

文物に於いても、悶立つに相違を見せて居るやうに、 ij合商演を中心とする自然、 そし て人

文の上にも質の_1- . で可なり の鑓化を認めないわりに はゆかな L、。

大［車ｾ賞質上の中心として漸〈奉天 、 長春溢りまで しか ＱＱ｜Ｑ ぴて出 ーな かっ七、それも渦 Ｓ 抜

本線の沿線に限られてゐ? こ既往の湖百十| にますする内地人の認識闘が、i尚洲凶の成立と共に全

滅に績がって行つ? このである。悔投繭、札繭屯、紙化、佳木斯、平行 111 、ヰ上丹主I: 、紙芥州、

E T C  E T C、このやうな地名が今では烏Jt止、彦根、高松、博多のや うに、いやもっと私!

し〈易しくそして間近なものに聴こへ響き懐かしまれる。

患うし fこ金浦の地名に封する認識が、先づ艇が b高められて行〈と共に、それ等の地叫

的位置や、産業的地位や、それから軍事的意味笥ーまでが段々と理解されて来る o II';}繭績が

i品別|闘の北端に近〈在るやうな錯覚も 、{引と江が; 東北に向って流れて居石ことの可笑しさ

も、ノj 、事伎の地理の授業に立ち返っ? こ素直きで地¥@¥を打ち眺め指印して首肯〈のである o

ｔ ごが、 ー ト度北渦の地 ｾｩ 少いて見て、共底の風物 ｪ に ｾｬ し〈接して来ると、して米共底に

(11織なi i ¥足祭の目棋を樹てて逃避して見ると、 ーエ; の印象やー蜘の感惣で片附げてしまふこ

との出来ない態々な思念が胸中を往来し始めるのである。

湖海闘の始jj祉大ffit 柴の偉業主? 偲ぴ、女良の興亡を懐ひ、成吉，也汗の11;IJ 舗を想起する史感

的興味もい ' ::.0 鳥居| 専土の翠生の接的事業に改めて説然? こる傘敬の念を禁じ得ないし、 lま

?こま fここの地に地質を探ねて太古の悠久にる姿を求められ? こ徳永博[ : 1 : の皐術調査囲の持苦

を想、ひ、満洲がが ｩ つ物的資源としての迎 ｪｾＡＨ ，ｾ 超えて、撃的資制の賀山としての ｊ ｜ｬｩ仰がもっ

と内地の墜界人に誹へられねばならぬと思つ fこことである。

考古事、民族率、土俗皐等ーを筆頭とする文化科製から、きでは自然科墜に ! Lつでも、犬

等製究の此鹿は素晴らしい質設的皐壌である主言五、践を、真剣に ーたきく?l i i ¥、< Ｑ 呼ぴ 掛りるｪＮｾ

務があると感じて 、私は汽車の中から、街のロビ ーから 、女11友である若い製徒に通信を議:

さ選る事を怠らなかっ? こ。

×  ×  

初、の肢は移住地の親祭である。建築感徒? こるの立場とその用意の上の JjyCである o 北浦の

j 訟を略〈むこ色白初め てであると同時に、移1:1:地の賓|緊密見聞するのも初めてである。移民
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主 ｫＺ ｾ ｾ の 賀行に直接閥係

のある I1制石合i!It の肢体j

-?i"，部氏を除いては 、花

jill の建築家も 、 まして

l勺J血の建築技術者でこ

似 の方陶I¥こ足を踏み入れ

J  1こ方が無い のである 。

'11，は:1: < 白紙の{ 査で、

このl闘祭の迭についに

ので ゐつに口湖 拓 公ilil :

の建 築 謀 長中間武氏に

，}j- 1，三主主リ)隊ロ:)1糊所管合 ( n合問主主〕 後 備会I1識は授りてfI つ

に 。 Ｑ ，，｝Ｑ 一 ｊ して 議 ｼへ ｪ の 役 を 却 ｊ め て ｼ ごさつ に手 ＱＱ 久 一 氏に もｊ， ｬｩｬＫ Ｑ の 時 ｜Ｑ｜Ｑつ ぶ しに 背 ｉ ｾ ｜ｊ、 思問を ｩｬｩ

投して断片的な徐備知識 を 概念{ じ そ う主あせっ fこo ( こも拘らす、線、てがこの1 =1にま の あ?こ

り 見 る迄 は 矢張り私 の 頭 は ｬ 子 ｉ Ｊｬｾｲ ごっ ー に 。

什ケ主1' '- 11'，1¥二五百商人 の内地i; 与とを拶 (1，せし め るJ 亡事決の うちで 、 その化 Jt，")i伝説カザrN' ザは

か り大きな役 ｛ Ｑ をイ ｪ って爪る かは チ ム ｬｩ 法 ｬ こ占 Ｚｾ Ｚ ￹Ｚ てるまでもないことである。

［ 十 世 的なこ の ＩＨＱ ｉ ｴ 修氏 、 ぷ ｍ ｾｊ Ａｦｴ￬ＮＮ ｉ Ｚ の 激 しい Ｒ Ｚ 鑓 、 生日環境の突設に到する 心 ｊｬｬｩ的並びに

生 が ｉｊＡＮ的な府代 、 過 Ａｉ ｾ Ｈｯ :{J，はそ うしにM'i dた0) Habi t ation に|件lする1 i ¥J 出として先っこの事業主? 眺

め戻して見る 要 を、最初の見識 として準備しなりればならぬ と女"つにのである 。低位のイ{

識 者の間にす らあ つにh制十l農業 診J . ¥' : に針する 悲細論の裏 省 主の ? こめにでな し この事 業の

他〈迄遂行 完成の にめに、他国? こ る賞践に 治 ふてその居 住油肱 の可能性をff 挫 し、顕示す

るTごり のf;.; 1率 的 HJ 立 が

fi 満雨同首ttf15"の政 治

(1句協力 主、;修J.¥': 句ー 自身

の不能のあ!j' llil ll ゴJ と共に

働かなければならぬ と

心深〈期する j主力、あっ

? このである 。

事業首局者 、 そ して

拶民等 自身に見 られる

あの意力 と賀践力、 そ

れを以てして向こ の大

事業に、いささかでも

"  2 0  

ヨ11納所内の般合 ( 11合同子安〉



汚 黙 を 遺す憂ひがある

と! " l 、なれば 、 それは

{馬へ に、科 撃陣 の 掩 誕

の部弱に賀を蹄せねば

なるま い。 日本 の 科 撃

のこれが恥でなくて何

11 '。

接的資制の賀市Tこる

事から 、星第徒として の

好 製心 をl皮られに心 h¥i

(主 、更 にー 称 し て 此 也

で民族的意識のJ 二に:，'，:

つ熱情と して燃えさからないでは居られなかっ? このでゐる。

×  
×  

I編入村¥¥1必の|均整く林口附近〉

私 の 首 商 の 指 標 は 移f-I:地 のf Ｑ Ｚ 居 、 とりわり青年義男除 の訓 練所に前てられる集 ｬ 羽的引くｾ

の建築施設の問題である。

H下年度ーから計百f: され、オ三年度から kfi めて質施されに訓練所・の建設事業11: 、漸 < /.人。' J ' f .

皮の笠松を鼎げ＿こばかり のと ころな の で ある ｯ 私はあるカ ［ ｌＡ ｊ に之を閥 、 あるが ｆｾＺｾ によを受

け入れ、 そ して あるカ斗岐に そ れの ｬｪｾ 告をしておーい Ｗ こ ｯ .  ｃＭ ［ｾ ￬ 州法 主 従事ｦ｛ 託 、 開制 Ｑ Ｓ ｾ Ｑ ｾ Ｑ Ｒ JJ 5!1i. 論稿 j

私 は 今 この 質 績の批判 守口す自 111 を持 fこないし、叉する紙持 もがなし、D 無 視する のでな

〈て借りにも貴いも の に}J.!. はれ? こからである o ibの事情とあ の:，'t: 場 の '1

1 で、 上〈もあれに

けの仕事が
m来 fこといよ、 J創 l! 日J: j t  ｾ＠ tこ:>'1: って来る からである o 内j 也の 皮術者・的常識を以て

杉 山 地 のill 第桁導者 1討を!l ryJ 、人民 f 判干'1 にで〉

あの仕事の計jlii は 不可

能事であり 、 之が結ＮＡｩｾ

を i It することは的をタト

il ぎるを件ないとし、 ふ

事 力:' 1・IJ然り とし 1:t ごけ

でも 、1私4の/ 今j ; j ( のヰ父叫H些hむ

-

(は主1立;3主jE: 荘カが; &あbつ f仁こと氾つ

てゐる 。 i辿l必h りすカが: りの

ｩ叫 ｬ担見祭手芥 ｦ 力Ｚ屯ｾｾ詐 ｅ つてカか、ら撒

きi欣投らす 不川1芯立fな.:t!批t;;主討汗i'河汗4↑  lド
三

ｩＧ的 Ｇ Ｑ下川川 ｬい内 ｦ句 ｊ ｾ 万 Ｑ

そ してで'Ii附i1可むベきもの( はt  
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カ Ａｾｬ 、主いよ、 一 事を 、 ｬ 除

lこj市じて来 Tこことであ

る。

訓練所の建物を凡て

ふーき 、成 ｬ ま診ｊ｟ ｾ や ｬ のＩｉ｟Ｚ

/'iJ 施 設 や仙 人 家屋等も

ＯＱ ｜ ｾＨ る＿ごり慾張っ て ｉ￯ｊｊ ｬ

いて抱ｾつ＿こが 、 これ と

4討に 尚人 の部経や、

その家 々も 寸ｾＯ誌をＡ昔ん

で澗べてt t ぃ1: 。 ロシ

ヤ人 の{:I:mも見る事が 先必G誌はの仮m会〈天地+ 足元) ( 必騨) ，，-_: 

，If'，?j q こ。日本軍の兵替 も見せてFυ 、機併がg，! へられて三併せ?ごつ f こ。 見おーとして残念t:: と思

ふのは崩wの皆合と 、官ロシヤ軍隊の兵皆とであるの

既イ長の夫等家屋の構造力主、 これか らこの -I : 地に定JUしゃうと する我が民依の家屋構造の

卜. にどの位参 考 となるかは筆を改めるまでもない乙とである。在満の建築技術者諸氏にも

この北浦の建築形式の特J ' : J d主に封して夫 々調芥研究の歩を進め て居られるのを・見て心強〈

感じ Tこ女第であっ T二D

×  ×  

ＱＱＱ 引く その ｟ ｕｬｾ に縁り深 ＼ｩｬｬ ｴ［，なさ ｊｴＱ こ ｦＨ ＭＧｦｲＮＺ的米原Ｚの形式には 、自 力， t; fl; r . 起に遁! 広す る一

つの自然と生活に針する調和時を は ることが' y '， - s j ( る。それが原始的であり 、 自 然発 生(- I"Jな

る程度にＡ広じて、この ｗｊ 和は純一で無垢な相 ｾ Ｎ ｙＮ して用る 。

天 地 根 元 の 内 部 〈餓駿〕

1122 

手 ｬ 、は ｦ 度当雪ーの ｾＭＨｭ そ ＾ＮＡＮ

' "ら 、色んなこと を?巧

ノ、て凡 1: が、 そ してノレ

し朽感的な物の言ひ j J

l: Ht す るかも 9:11れない

が、之守の技術的な把

握は結局それ当事が示し

て居る自然均要素と人

Il'r l的要素の調和に於い

て現解しなけ ればなら

ぬ 主いふ見解に達し 1:

の? ごっTこo N- れ々々の



知識や、蓮葉な常識では: f ll)真明: 術の初等のもののやうに W( ，き切れるものではない左 手守ょ、 jι

ひがし Tこの である。

例へば満人の家屋には ｾ ｾￎｦｃｩ胤突〉がある ｯＱ Ｎ ｲｌ は 一つの限燥機 ｦｬ｜ ｪ［であろことに ｬｬｮ￬ 主ひないが

よが保;曜の一元的目的を持つものと汚へるのは大鎚な謬りであると言ってよし、D 抗の熱は

炊餐燃料の蝕執が利川されて居り、室内の ＵＱ ￳ＺｊｉｔＧ ｩ に直接後 ￭ｉｊ Ｇｦｩ￲Ｈこ よる熱 と ｪ ［ｩＧｾＺ現場な籾射熱を ｾ ｾ 制 ｊ ｩ Ｎ

し、更に壁韓の下部と従って家の基礎土の凍結商を低下させるに役立ち 、おii 法上の恭舵てー

あるとい」、有機的な機織であ 1) 、更に篤〈べきことは i尚人が夏期を通じてもこれの火気を

絶やさぬといふ事費である o ｬｾＨ 得に備へ叉土域の純治に ＱＢ ミひ勝もな吸漁を ｩ とによって押さ

へて吊るといふこと 、 熱容量の大きい 二 ｌ 壌をァ直ＮｪｾＺ ( J ・ンベラを_ - 牧敷〈カ ;) ｉｾ ミとする偽 ｬ

f系h ら、強ii と均{ 紛を保つ温度ーに市に之を置〈といふそれ がJ.!Il .fll と牛1I って見れば、抗の職

能の尋了常一級でないことを認めないわけに行かな L、D

尚人の仕事の仕振りカ; ↑ ヨZ漫7々才的である事は却しも 古代会11 して居るが. 彼等が己がぷ )，は'

後t J の3 j i { の長いやり方である。ゴてを求めて米る。これを練ってト二iて? 杯ズ子を作る D 乙ｾ ¥11;  

ー・年伏曝される。シ ー ゾニングに外ならぬo 1'¥1純度が予備に迷し、有害な有機質も白から

除かれる D 監が積みー1:げられる。乾〈のが絶つでも更に外壁の院で立ちあぐんで居る D 屋

根は仲々梨せられそうもない。控臨は自' a : で沈むにけ沈み、歪むに け歪ませて 一つの定前

j伏態にセットルするに委せてあるのである。扱て最後にうねり歪み乍ち も活ち付い? 二位 踏

の上に遁宜械断されに丸太の小屋が絞って行〈のである 。

建築資材の原始'1' 1; ｣ 、 それの築造の生産油税の原始 Ｇｉ ｾｉＺ とが 、 法でも究会な調和に於い て

見られると思つにことである 。

己 のやうなイ列 ｉｊ ｩＢ 、 ｦｦｬ かな見聞の中からでもま＿ごま ｦ ご拾ひ ｗ ，してオ七ることがｴｉｾ 3j( るが、 こ

うし? こ話は又別の機併に誕らう。

民俗的な家居の研究に、以上のやうな物の見方が如何ばか り大切か、 そし て児にもっと

戒 心と由党を要するは、之勾ーの全断的 15・定といふことと、会問的Xfj¥仰い、ふ乙との j主ひで

ある。吾等同胞 500高の移住問題に沿ふて、純子3: うし{:I :民肢の無言 に示して lえれる参考資 料

が 、 大来的に ｦｅ きるか小来的に脱 されるか 、 脳簡は懸ってｾｴＱ芯 にギ ｬ る といふ ｦ ｦｩ がしてな ら

なかっ ?こo ( 昭t - I 113 1ド12fl 18 i1 )  
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満 掛j 的 建 築

白 石
h

l

y

 

I

 

F

-

-

近頃渦如、Iでも「溺ii i H 的建築」と公」、言葉を聞く松になっ? こ。「 日本的建築」に倣ってJ 2i

られに言葉である。然しその ＱＱ 術 ｩ￮ｈ 的建築に制する批判は穿・聞にして徐りｾ，｛ ｛ らない。然し松

近尚 ￬ ｩＫｬ建築利誌本午 Ｑ 月枕誌 Ｎ 卜Ｎ に掲税含れに伴 ｉＺ ｾ ｉ 日 ｈ Ｇ， 刀うと Ｚ 生のが ｬ 前年記の虫 ｮ 計 ｩｐ ｸ に示日変に

7ii ・み717捺を? 穿つ? こ論議が設表され 1: 事は喜ばしい事でゐる D 私も催、越乍ら鞍尾に附して所

見を述べて見 ｬ 支し 、 。勿論主主要書英才の［ｦｾＺ誠にしてオとに ￬ｩｬｍＱＱ ・ｼの賞献に過ぜ子 、 私の認識にＨ［ｴ ｾｈ

謬を合む問所が少〈ないと思」、D 御叱J E と御寛恕ぞ賜はらば幸である 。

最近の満洲に於ける満州・|的なものの要求は、名其の窓I味 lま可成相違し て居るが、建築に

限ら争各方耐にある殺に思はれる。丁度日本で日本的なものが、文JW，に 、美術に 、音柴に

建築に、強凋される桜に 、満洲では尚i Hl的なものが要求される。

例 へば 、 満 ￬￮ 十ｼ文製 ｊＩ 成立に針する待望 、 或は ￬ｾｙｾ￬ｊ ｩＭｊ美術への期待等は 、 或る方商から Ｈ［Ｑ ｾｦｉ＠

!訟に懸けられて居る。 I 満州・Il こ米? ご塾術文化なし」と自明する人々に同意しない迄も 、!紋

細い盤で故岡 日 本への望郷の歌詞］り ＱＱ 昌ひ絞りて居仁川甲斐ない満州 Ｇ Ｑ 欝術への不満は ｩｗｾ しも

思ふ事である。満洲の小説が銀肢 の 噂活で埋まり 、 満消防総に東京快許ｾ Ｑｊ ［ｾｩｬｩｴＩ 、れて許 ＱＩ

居ないで、 もっと我々の身近に 、即も満洲の風土 lこ"立入って、袈術が生れないもの h、o ｾ＠

う云」、議は従来j;> らj草々聞かれに応であっ? こ。

此の ｩｬ た勢に拍車をかけに のが 、今度の日文事 問 ｲ が作方聞 に ｊ［ｾｾｊ 守主ｾ !iiJ へ 1こ現地主義( <t )  

であ巴う。 i3 *人の千で文那から新しい裂術の J誌を汲み取ると Aλ 、事は、事質事: 鑓迄 l立不

可能に近かつ? こかも知れないが、共れよりも日本人に Jlit つては事鎚以来悔然と会、〔付L 、?こ事

ｦ ごと凡 ｅ れる色 ＨＶ がないでもな ｌ 、 。ￌｩ ｾｾ￬ｪ 十ｼ金者〈 叉ＨＮＱ梢〈と公ふ 事が ｲ Ｍ ｉ ＭＺ ＺｯＧｉＺって云 ｬ まれる織にな

っ7このも日支事鎚以来である。ジャ ーナリスト l主} 袋々 llt の問題を， Jlit 1) ー1"げて相常の反容Fi'

呼んで居る。近来頓に? j ( イJ .の峨し? こ 日本の作次、美術家、批; ; : r ' 次にして、i前例.1裂術の前j主

に劉する見通しを聞かれなかっ? こ人は陥れであらう Q ｮ ，Ａ，年の新聞判誌を賑はし＿こ ｭ ｾＺｮＳ ｾ 千＿ の

テ ー マの ｾ ｉ ｾ には必十忘れられなか っ ＿こ問題である ｄ

共 ｾｴ 程迄の向笠に拘らす 、 共宅＿Ｚ日本の作［袋 、 美術家 、 批評家が我々に越して行つに一致

しに結論は甚t:.' 悲11型的であっ Tこo 11111ぅ;互い府米の;I¥( i聞に於て、 少〈共文態と美術に閥する

I UO， ;焔洲から満洲問有の霊芸術は生れはしないであらうと云ふのである。そし て:lt の現¥FI[

とし て は簡 怒 に 云 へば、 満洲が普 ｈ 叉は揃い こ 似しないよりは 、 制洲には末 ｴ ＺＺｾ 古川 十 ｬ 問 有の

1 1 2 4  



ｬ 的 ＱＱ こま ｆ 術の ｾ ｉ ＺＮ れろ索 ｪ 也がない革 、 及び ｊｗ 制満州ｼ の ｾ Ｂ ｻ� Ｚｪ昂 ｩｾ Ｇｨ Ａｪ Ｚ に向然 Ｑ ｪＺ ｩＦ ｈ 市「 の ｩｪｬｾ ｊｪ ｬ ｬ を・ ｦｊ ｕｬ 寸

るF片山、でな L、ものが合まれて「吊る事が指泊され? っのである o ， Ｑ ι ｦＮＺＢｲ ｩｴｪ 泣きが長く ｩＧＮ ＾ＮｾＭｲ こカ Ｚ 此

の結論は我々建築家に ｊｬｩ つ で もｾ ｾ ｪＭ Ｑ ｔＭの火災問ＱＭＱ Ｇ， 本ないと ，ｉ ｊＮ Ｇ ，［、ので識し ＱＺ Ｚ 火焔である。

建築に於げる満州・ ｼ 自句なものの要求どは何の株なもの Ｏ Ｑ 、 。 我州主共の前に ｾｬ ＭＭＺＭｦ rJ好調 _! iI:t.i 

iJ 十|的建築lこJ; む、て考察し てはよ う。問題i > !-J 知「し1￬ｩｾｾ 洲的建築と三ょ、 Ｂｒ ｾ Ｚ ｕｾ が 許 ｪ 且 ｲ ｾ ｾ 味 して

J市る表現tド"J 1';' ものから 4fi "ih て共例年賀を? : J ' J 11象して見る 7iT とする。

「所日目」満洲的建築の} < l 見に判官主主了丹江へて居るも のは何よりも i，qqi! 十i，'.i建築の絞式の J.l UJ IJ

であらう。例へば典。 ｩ ｩ ｬ こ披ね ー ｼ て つ ＿こ軒先の ｂｩｪ ｫＺ ｊｈ 、 ｊｉｾ 符 に世かれ ｦ こ ｊ［ｾＺ￰Ａｎ￬ 子 、 窓の絡子 、 扉 の

持肉j郎、共 'J) 他我々が到る所に散見する iI<¥'qiiH? i建築J ) 細部 l立、此の建築カ: 問洋J ) も のでは

いのは勿論 日本のものでもない事 if 示す。 そして
般に此等の建築が洲NH的と訪 lまれて民ー

るのも此の桜な廃史的様式の応用にイ去ってである ロ

此等の歴史的様式が意企して居るものは何か。

例へば反 1) のある勾配慮根に就いて巧へて見ょう o ｾｊ ｾ 筋 ｩ 昆雌 ご と建築に取 っ て勾配 屋 根 は

本質的なものではな L 、。 満州の風土に於ても 、本官的なも のは 陣屋根で あ る。叉勾配屋根

は隣室根よりやす時も表現的に美しいと云ふ事(j_ I+1来なし、口然るに機詑の況でもなく又美の

需でもない 所前 iiWi1H的建築には殆んど線、べて の場合勾配屋根が漁想される のは何故か。

反りのある勾配屋根が臆史的な制御i建築η 犀査の様式であ り、隠史的株式を用ふる事[ 立、

共の建築が何底のも のでもなく共の隈史 if 有する共の風土 の建築である 事 を最も簡単に 表

現するからでめる。

i/.請が1 - 1 古建築の装飾文様の1t!! ; f P] も勿論そ の1.+.tであ るo ｾ 組 Ｑ ｾｉ 形のステイ ｾ ［ ｴ ')-ツ 三ユ は機能

Ｈ ｉ Ｂ ｊ でなく 、 蓮如 ｩ のキヤピグ ［ ｴ は美しくな ｌ 、 口 然し共 等の 隈史的校式Ｈｪ｟ ｾｪｾ ｊＩ 建 築の 風土的。 Ｑ ＧＱＺ

絡を表現すろ況に! 日ひら H 1こす・段なのーごめる 。

限史的様式Ｈま又紀念 ｎＺ のＱＮＰ Ｇ， こもｊｊＭ ｊ ひられる 口 例へば最も記念・ ｾｉＺ を開〈持つ Ｇｬ ｩＧｉｉ［ｊￌ ｉＺ建 築の絞

式は ｟ｦ Ｇ Ｚ￯ Ｇｩ 時Ｈてから今 ｼ 司に主 ｉ ｊ る迄依り密化して ｭＱ ， ｾ l 、し、
判俗的な 1k聞に川ひ られる法的iカ:

'，' i  ｾｊＱｾ的形式を Ｑ 米 ， Ｈ ￭Ｇ Ｎ して ｽ［￭［ るのは共の例設である 。 ｲ Ｂ ＩｩｾＧ， ｩｬＧ ｬｊ＠ ￬ 品川 ｉｾ ｉ Ｂｊ 建築が係長史 ｾｉＢ ・ ｊｦｬ ょに ｻ･ 川ひ

て町恥. るのも H此tの需で【あTちヲ りL、I記i氾己ι，念念念'1悩性|目当生.と 三云とλ、事 lは立}所v珂f，訓il'山「円'1iHih尚A術伽t出Iqii'川i付け凶洲j十州州，1刊1-1的姐建;築で lは主製三者脊守芹.な!作|山与ゲ刊'd
4

竹iド
J

る。従って勾論記念 ｮ ｩＢ得るＧ｛ｾのヂ段 ｬ 刈ｬＺ ｮ に ｦＮ ｩＧ￬Ａｾ きるものではない ｣

仔IJ へば我々は、巴!iJ" I' Y. に於て、Wi法的? が呉服に rl ':j l  、ｊＧＡ ｈｉｊｾ ＩＩ 辿 築 Ｒ えｉＭＮｬ二大驚 の ｊｫｊｾ ｲ 女 を指 え

リヴエ ー ト ｩ 抗力 ｚ 屋 ｊＧＮ に Ｗ イｾｾｾ白羽の男たの Ｍｊ Ｈｪ 袋五 Ｇ｛ｊ｟ｪ いにのと同じ千法力 ［ ＱＱ 止 ら れて ｨｾｾ Ｇ る の む ｾ ，［ｻＡＮｾ、

る事がI:H取 る。

或る建築の1 ' 1.'央に I手Ij <ら11み |二げられに峠毘をはる 。- nHは共の建築に JI..<. って機能的はも

のではな し、 。叉美しさの常に 作 られにものでもな L 、。: j t の主主築に質問や美智越へ !こ使命ぞ

f，:j tます簡に!i付加 されにと去はねばならないのである 口

2 5  JI 



叉或る建築の正 l商にある大きなー切を l宅*- 良を見ょ うo } l: れは予断の必然からでも構造の必

要から でもない 。又 ｪ￬ｾ て正ほ ￮ｬ こ っ たきな切妻営見せるＴｪｻＮが最も美しかっ Ｗ こからでもないと思

」、。共れは ｊｅ 商に大 きな 切 妻屋根ｾ附 加する 事 に ｈ Ｎ ｾ って 、 共の ｩｅ 荷 ｩ の特異 性を通し て 、 そ

の建築の 存在を強調し、共 の建築に記 念性を附興する ￟ｩｾ に取られ＿こ手段 と解すべ きである

従っ て此等の建築から 、大鷲を 下 ろし、男女阪を JI)( 1)  I徐き 、培; 屋を切り去 り、切妻屋根

を? な〈すれば、此等の建築は者しく記念性を喪失する。即ち記念性が何か記念的なものを

附加す る事に依って得られて居る事が牛IJ るのである。

立商計謹iに於 ける古典的取扱、 例へば般 ｊ格賂な ｪ充 ｅ 子治布千白釘ｽ了Ｎ主岱叫 壬封 Ｑす叩 ｉ印有郁ｾＧ引附 ＧＱ悩性ｼ問当生Ｚの ｊ黒［思思ドド ιＮ＼Ｎ［ ＧＱ｜

4午引判?ヰ司|リj凶る様な頴著な Ce町n川附、吐t廿ra凶li z剖a飢叩tion の乎法空勾等 Ｓ事 ｊ も言記記 己己 ，念創 ＧＱ七性 ｉｾ 企七をを＿得る Ｑタ雪 Ｕｊ の乎 ｊ段比に外ならな ｌい、、
口

叉 範柱 が使用さ れて居る事も架け' な〈 てはなるまい。此れは同じく歴史的様式で あって

も上述し Tこ満rm古建築の共れではな L、o_ 1 然し範桂 は共の長い経! 荏を通し て強い紀。念性を持

つ駄に於て臆用されにのであらう。

:道厚な表現も紀念性の需に採用され? このである。勿論制御!の各の激 しい装集に感 じて窓

商慣は自然 に 減少し壁面は檎加する。或は壁厚の ｊ 合 大等 ＭｊＩ［ｾＭｴＺ の ｊ 感ｾ榊寸事は勿論である ｄ

然し乍ら共れを越へて重厚さが意企されて居る事は否めなし、o fylJ へば緋遣の必要J，;，U-_l こ太

い桂、幕壁に聞けられにのでなくて bearing wall に開かれに;隊な窓の形と割付等は共の例

である。

所 謂渦- 洲的建築-J) ［ 表現形式に於て 賞金して居るものは 、 勿論以上の風土 Ｑ ｾＯＰ 性絡の表現及

び記念性の三つに 11 - : るものではないであらう口然し最も制者tj. 特簡が以ーとの三つである事

! ま疑ひないのである。

担その様t.:*与質を? 拘- つ所百f ! l i i: Nim的建築の表現が何の械な印象を我々に輿へるかと公ふ事

になれば、我 ;今は再び新京の何に立って見なげればならな い。

やすか異常な非現賓感が我々に迫りはしないか。何か我々の見似11れに都市の掛念と建つ Tこ

涼囲気が謀って居はしないか。勿論数年前迄は一望の販野に過ぎなヵ、つに此 の地に、今は

坦々＿こる大迫力 ｚ 通じ常Ｚ々にＱＮ＾大建築Ｍｊｊ［建ち並んで昂ると云ょ、此の者 ｾｉｉ 廿 ｊ の異常な護展が 、 我

々に ｾ，幻 的 ＱＧＺ 驚異視 を ｬ 奥ぴ起す事も原因である口然し一方共の坦々＿こる大 迫 ー やｾｾｾ々 Ｗ こる大

建築の裏通りには術苦々 7こる草原が市中到る j志に杭? こはって日ーると云」、事も通常の都市に

は見られない不思議な風景である。さう云ふものが此の者 ｉｬ￮ Ｑｩに非現質感ｾ興 へ て居る事は

勿論である。然し今純粋に我々が建築共のもの丈に阪を鼠らしでも 、fな我々の持ち馴れ? こ

現質ーの都市の何{ 街全半if成する建築に判寸る H寺とはj主つに、訂iは -::liH苦千7場に踏み込ん?ご枝

な、或は映誌の セットの中へ迷ひ込んに様な 、 何7)") 非現質的なものがあ りはしなし、か。

wahrschei nl i ch ではあっても wahr ではない感がする。此れが所前満洲的建築の印象でーある。

共の原因は表現が機能から逝尚北して居る事にあると思λ、。或は共の建築の表現に 、共の
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建築の本質的な機能を撹ひ隠して居る外的なも のが狽 〈の さばって居るのである。 11:1:;の知1

に於て所・謂満州l的建築の風土的性格の表現J!z ぴ記念性の批判がなさろべきであら う。

建築に於ける風土的性格の表現或は地方的表現と云ふものは勿論あるべきものである 。

如何に今日の建築が間際的であっても風土的性格の表現叉は地方的表現は消滅しない o ;l¥:

れは建築が風土に聞請するものである以上失はれではならない性質である。従って問題は

それが如何なる方法 lこ於で表現さ れ るか と云ふ事にめる D 勿論解答 lま簡車ではなし、。然し

それが何よりも先づ、 1- 兵 鰭的に一個の建築に abri として要求 されるも の」から生十る事

は間遠なく云へる事である。

近代科事の在建 (1確かに建築が風土へ針して持つ踊神の多 〈を大いに緩和しに。又増大

する機能的要求をも見事に解決しつ〉ある。共の型的、ち建築の爾際性と云ふも のが生じ 、

近伏建築の勝利は項、: )長にある。然し? ごからと去って建築が風 :1:から交りる制約はすべて利一

接的彪理に委せて、持の後方で所謂建築欝術力: 白山に遊ぶ天地力: 聞くなっ! ことは者へてな

らぬのである。建築の性絡はその棋に手:1感性に依って欠はれるものでもなげれば、 叉うたは

れではならなし、。建築が地曲・から離れない限 h 風土的制約を如何に解決するかにも建築

の建築' 性が懸って居るのである口

此の意味から満洲の建築ーが、西洋 J ) 建築でなく日本の建築でなく満洲の建築である事・ l正

常然であり、共の建築の表現を 乙そ、I南洲的表現と詐iふべきであらう口過去の様式を今日

の建築に服用 して、 それを 以て建築の風土的性格を表現せんと寸る事力:誤りである事は公

ふ迄もな い。

記念ド判性 ｼ七 Ｚの問題に在就 Ｔμｌ 、 て ｬは主多＼ Ｎ ｾをを ｊ 寸託計諾 ｬ百ｻる事をを＿ JI めよ う。 土佼勿'J 論建築 lにこ t紀:托d止[己止!土;念i含念合t示と討ゴ1性i

な < ! は立ない。然しし，ＨＱ何ｽ司苛 ｈ時寺も そ ｪれ Ｑ 力が［ｾ強員調さ ｴれれ ｴ る ｩ飴徐り ｨ 、 控築カが: 名所ι広: 跡化し、 その建築の本質的

なものが夫はれる事は注意しなければならない。

我々が演劇として持事引眺める時には jj 判長の顔II 't iに施されに強烈な却: : Jr{ 1) は不自然では

ない。それがある局に演劇lはよ 1) wahrschcinl 凶 じなる。今錐己主の上 lこ動いて} 寄るのは俳優

何某ーでなくて、熊谷次郎直貨である とがを強〈認める 。然し共の涼: が、 n効に俳優の潰せ'ら

る 可き性格 の表 現に役立て ば ］ ￚ ｾ つ程 、共 の 俳 優自身の性 Ｇ 協は表断力・ら泊て行〈事を注 Ｑ ｝ し

なけ ればな らなし、。共れが 鮮 高Ｚでなく現置にあれば如何。 ｪ 計 百 円芝陪染 みにと云ょ、言葉カサｾ［

れを云ひ表はして居る。さう云ふものが建築にめれば、主li 築Lこ手1'- 現 質l践が起るのである。

建築が裸身の美しさを示す可きものであるか否かは別としても、共の粉肢と衣裳が由来の

下に於ては、 似合って居な L 、のであ る。

しかも建築に絶え令共の械な内設的でない表現芯; 企が桜ひ被さる事は、建築家が如何に

努力しでも¥Vahrhei t 共 のものの建築を作り 得な い危険が多分に含まれて舟る 家 主? 注意 しな

けれ! まなら ぬのである 。
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では真の満州的建築を具噛的に揃〈事力ｾ， ｊ 住今直ぐに可能であるか ｮ 勿論それは容易では

ないであらう。然しその方向は瞭かである主云へる 。 先 つ 第一に ［ｾｲｮ￬ｈｉ の風土的特性を充分

に認識して共 刀絶: tf性を 認める事。第二にはヴ エルフ リンに倣って様式皆 、他i人的様式と

民族的様式と時代的械式に分けるなら 、伊l人的撤式は別として、ii<W1HI建築の民族的級王にと

は、i繭例。! と去よ、風土を前提とし? こ日本民族的様式が主流となる可きは云」、迄もなし時代

と云よ、ものはー閣の rlJ に問ぢ込める事が或る時l立政i内的に可能であるかも 9:11れないが、 さ

う云』、不自然な陀ゴJ ぞ欝術に ))11へる事は待あっても続なさ事の ;1屯を邦: れで居る問が現布あ

る事を知れば良いのである。

異常な: 忽忙のI l ¥Hこ建てられに現布の満洲の建築に +X0期待する事は無正'1¥であらう o ;.1;1，: 

れはさうなるより致し方なかっ? こ事、J)xは建築家のlt 任とは云ひ測し 、事得力Z多々 あっ?こに

遼ひない o ie.. して今日も依然として、或る部分てはi鵡洲の建築界は恐ろしく 忙しい。新興

工業都市の枇宅問題、或は近来激しくなっ fこ人の動さから起って居る借家問題等は焼眉の

念に迫られて居る。目下の住宅問題の最大の僚f!H; 一人常りの車数の楠加でーあ ると云ふ 一

事から祭せられる程のぞ1:: 宅難時代に、家らしいものが宛はれにら i雨足しなければならない

のかも知れない。然し共れ丈に此れ lは立ヅ大ミき 7な4最刑批i上: 千合? 問題である ο ;洲両鵡4吋d訓11例洲j引介川Hにl

Ｔ来 Ｔ の運命迄 Ｓを ｲＺ ｪｪ左て右 Ｑす司る叢大問題でゐる。建築カが ｾＳ 油菌蛍な生生 Ｚｩ［ 前丹 ｦ僚 ｴ氏削転制 ＱＧＱτ 可 ＧｬＺ にこ合致しない事 、 風: 1. : に到

する描性に紋陥がある事から生する得力 Z如何に恐ろし L、かは云」、迄もない。

今日の渦1i + 1 の建築が、干:1感性に於ても欝術性に於ても 、不備なしとは云へなし、。寧ろ多

〈の針h黙が指摘されるであらう 。 そして共の( 吠陥を除去する iii( 立、 建築理論のilii :合的敵) ' ，:

と、風土; 菌性の研究である。共れは勿論我々ずf: 渦建築家に糾せられ? こ光柴ある任務である

が 、 又目 立 ｼζ が ￬ｾＺ 自 ￬ ＺｩＫＡ文化の河骨量＿こる ＱＧ ｴＱ子を有する以 上 ｬ 立、此れは日本内地の建築家諸氏に取

っても 、所詞建築利製の佼露地から 11
1

1 て、御研ラーE と御協力を御目的ひ設し度い事である 。

以 上
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樺 太 の 建 築 Vζ 
就 て

飯 島 1孟 夫

陣 Ｉ，Ｈ の建築については現ぜ ＱＺ に於ては ｪｊ 以 ＱＱ の事も多いとは忠はれるが今年兵件太へ ｬｩｩｴｾ ・ ｪ し

柑〈表面的ながら共の瞥見し? こ事項& 聞い? こことなどを? 記してみる o 今後極寒地の建築設

計上少しでも会巧ともなれば寺3である口

符E太に於ては先づ何をおいても耐寒第一主義と寸る乙とである。

先つ' 木造家屋より云へば昔ユのロシア式丸太小屋( 現ず印刷1)) 造りと云はる〉は現在でも大

泊 Il tj 型原市等に少数乍ら縫ってゐる。

その構造を述べてみるならば基礎は丸太杭打ちとし共の. 卜. に木造の土建を置き床はJ 也1-.

. より三尺位高 〈しで ある。軸部は

位に構ｾ掘り之に丸太材の上下 Ｚｷｩ

側商を削り取り平となしその附端

を柏となしにるものを ｾＷ 詳し込み控

簡とし内u 11は大抵板貼 bである。

屋根は西洋I}、屋組の上に互E鉛鍍鍛

板を茸し、 ている D 2Eは三重の硝子

戸とし出入口は突出し? こポ戸チ t

して直角に曲 げであって冨: などが

直接吹き込まね;践に しで ある白此

等- の事は我々がスヰス遜のアルプ I ゐ

スの 山小屋のお良や悩lil商に比る も

の と全 < litj ;践である。 この他丸太

と丸太の 1111 とが軒高等の部分には

その隙mlより粉雪が吹き込まね松

泥を塗 bつりに1 ) 餓板を貼つTこり

してゐる 。向我々の常識から汚へ

て不思議に思はれるのは之等の古・

い家屋では一般に南側に窓や出入

口等が無〈 大抵北側又はg !i側のみ

に開口 書;1¥があ る事であ る口現:(1' :新

B  

ーら
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し〈設計 され絡工される建物には南側には窓をつり成る可〈日光を家屋内に導入する様に

して ゐ る。こ の古 い建物に南側に関 口部が無い と云ふ玉虫F. l : l e しでは樺太憾の技師の談に依

れば弐の如 〈で ある。

即ち樺太に於ては冬季は北西風が多〈叉吹きつげられにお} 零は空気の乾燥せるにめ重量

軽〈大部分家屋の南及米側に吹き滑り軒先まで達する様になる D この様な欣態が J . 2.  3月

位の間続き除零するの 6 察易な業ではないのであるが、かくなれば南側に窓などがめって

も全然役 lこ立? こす、却って之の部分より寒気が侵入して客をなす左云ふのである。つまり

冬季以外の事は犠牲として全然耐寒第一主義としにものである D

以上の如き家屋は木材の憤格の騰貴せる今日に於ては新築は きれない。樺太に於て少し

金のかかっ?こ建物は王子製紙閥係、樺太臨関係のもののみであるカヘその内の梓太臓の' 民・

合を見て均る。平面は徐 b内地のものとは鑓っていないが全盟主してコンパクトにしてゐ

り比較均大きな物置を合んでゐる。

基礎は外廻り銭筋コンクリート平li 基礎内部は銭筋コンクリート京としその探さは地方の

最低気涯により異るが地下凍結線( 地下 3. 4尺〉まで下げてある D 蓋所、玄闘等のコンク

リート土問も内地の如〈盛士.の上にやらす・に織筋コンクリ{ ト版として凍容を防ぐ用意が

しである。

この様に基礎に金がかか るので同じ延坪ならば平家建より三階建の方が経祥寺自りである。

外観は壁は下見板張り ｊ ｾ Ｎ 部は 鍛鋼モルタル捻であっ て ＩＱ｛ ＱＭ甚等も完全に包んでゐり ｘ 二軒長

屋ではその境界の監韓は餓筋コンクリ戸トの防火1 ! ，f となっている屋根茸は野地下J 也の上に

［ ＱＮＭーフヰングｾ敷き餓板陵茸き叉は石市ｉｩ｜ｬ ｉ 茸となってゐる ｯ ) 末板はご亜としその Ihfl に)1.- _  

フヰングを挟み風の吹き込むを防ぎ窓は硝子戸二重としIt ¥窓が 多く刷ひられてゐる。民壁

下地は竹を用ひす・に木摺を縦横に重ねて用ひてゐるがこの方が丈夫にそうである。天井は

漆喰塗又はベニヤ板貼 1) C し、! 後間のない様に貼り又板を二重 lこ砧 91日1に:1 - ーツヰングを

; 挑む k か、天井を二重に貼る方法等も frt : l れてゐる。

小屋組は挽立材の手f I ノl、患で-あ って安壁 lこは風窓が設けで ある。

之は新築後一年. 位は木材の乾燥上是非必要?ごさうで、 それ以後になればこれは2泣い? ご方

がlえいとの事である。木村は建具材でも何でもエゾ松トマ恰ー梨i張 bで、 それも乾燥材は

答品に得られす Ｇ 紅ひが来るのは官［然主せられ設計に首つては木材ーが紅つでも大してイ ｾ M11  Ｈｾ＠

のない犠に戸決 bなとを徐程大 きくしておくとのことである。

探 i援設備としてはペ ーチカがあるがこれは燃料を多く位ふと云」、耳目 rJI で現在は多〈石器;

スト ープが利用されてゐる様である。座敷廻りなどの仕上げは内地のものと同様で みるが

縁側はない。便所は大きな鱗筋コンク リー ト匙貯捕を持つ改良便所が用ひられ 、下水は虫j

ＩｊｪＨ 市の一部ではその施設のある所もあるが大部分は地下深く下水土背［ｾ担め込 み 、 モの先

は木製の溜桝 E して! 吸ひ込み式となってゐる。
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上"J .K. 道の設備のあるのは盟原市大泊町、泊居町、本斗町及名好村、真岡町等で、こ の他

は皆井戸 でめる。給水には特殊の不凍水栓を用ひてゐる。

外塀門扉等は昔は積雪の関係上造られていなかったが近来はボツボツ造られる桜 tこなつ

に口以上述べて来?こ所は樺太に於げ る建築的に良〈考段 して設計 されに比較拘上等の建物

であるが一般の民家は未ピ布りそ地気分の矯めパラック式の粗迭のものが多く基礎は捨土翠-

ｴ 稗して地商を平担にしてその上に丸太を組んで置い＿こ Ｑ ｾ りのものであり 、 壁鰭は下見紋

貼り屋根は大部分柿板を茸い Ｑ］ ピけでその ｪ てを ｾＺｩ ｜［ ［ Ｑ 変で被援し ｦ こものは上等の方である。

基礎に杭を用ひることは昔は良〈用ひられ＿こが冬季 ￬ｾｬ 害の＿こめ杭が持ち上げられ夏季に

なり不同沈下して床闘に凹凸を生じ建具等の起訴j げが恕〈なる? こめ現ヂ1" では飴l : > mひられ

す、却って拾土華の方が良いとの事である 。

この他内地でならばコンクリ ー ト又は石製とす べき ものを 樺太に於ては木製とする事が

多い。例へば道路の側溝石段等は皆木造である。樺太に米て感 心す るのは道路帽の ｎ ｩ ｾＨ いこ

t であるが建物を防火的に見る時には真に寒心に iiUJへないのである。

火に鎮筋コンクリ ー ト迭について述べるな らば、樺太に於ては この極の耐火構造の t，の

は貰 lこ1) 、数であって王子製紙闘係の工場建築を除げは次の如きものである D 大泊町太泊泌

汽船待合所、盟! 京市神太胞博物船、同病院、 F司f打郵便局の一部、同中央試験所長: 岡騨会等

である。

之の粧の建物につき内地のものと異つに貼を務げれば次の桜でーある。

この種の建物の基礎は木造のものに比すれば大分深いのである から 内地と同様の設計で

少しも不都合はなし、。 ｊｉ 住窓を三重とし［暖房の熱量の損失ｾ少くする事雨水害等のお ｦ 水が凍

らぬ按排水管を宣言: 内に導き室内に露出させである事等が特に限につくが、 この他一般に水

洗便所に用ひられすヘ樺太臓病院』こ唯一つ水洗便所が設げられであるがこの場合には・浮化

f背中に放熱誌が取り付げであるとの事である o 従って普通一階以土 lこは大便所旨設げる事

が出来ないのである o 窓を二重に する事は燃料を節約し得てその建物の維持費に闘係する

事が多いと云はれてゐる。 それ故天)1二等にも成る可〈断熱材料を用ひるのが良いのである

之の場合窓は外側には外聞き、引き連ひ、押し出し、上げ下げ等が}lJ ひられ内j r ! IJ には内開

号、引き主主ひ、上げ下げ等が多〈用ひられてゐる。

屋上防水の立ち上げは少し多い自にしパラペット下端には成る可く孔をあげて陸屋根上

に池の様に水が溜らぬ様にする等の注意も肝要である。

尚文採援についてはこの地方ではスチ ーム放熱器によるものは飴り暖く感じないと稽 し

てスト { ブの方を却って撒迎する様である D 従って集合煙突と栴 し銀筋コンクリート 謹の

煙突を作 り之に多〈のスト ーブの煙突を集め て来て煤煙を排出す る様 にしで あるo

以 との虫f I き諸事項について注意して設計すれば大暗大 しに失敗は しないで摘むもの k 思

ばれる。尚樺太に於て産する建築材料と云へば木村のみで他のものは全部* 京叉は北海道
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より診入して米るのであるから建築後算の単僚は内地のものに比して二、三容IJ は高〈なる

のであ る。

以上述べ来つに事に つ いては樺太臨内務部石井営繕課長及貝城技手の談に負ふ所がi些?ご

多い。記して感謝の意を表する次第である。

建 築 の 草 慣

大韓内地の三割地と考へておりば好い様である o 材 料 の 単悩は昭和 13年 8 月の調奈に 依

れば次の様である。

セメントー袋、大泊民問、本 '1ー等南部の沿岸では 1，60闘位、元泊、高須l j j _ 、知lfx敷 香 等

の北部では2. 00国内外である o 盟原、大 j内附近では鎖筋材 l トン290. 00位、: i l l i : 鉛鍍 鱗 板31

?存 l 枚 1.85闘 位、釘 1待2 60閑位、 ボ ー;1.- ト類 1貫目 2. 30閲伏で あ り、北部に行 くに従ひ声i

〈なってゐ. る。

木材は ＱＰ 立 方米ｾ以て単位としその阜倒は大龍三 え の様 であ る。

角材長さ 40mもの 500. 001a1位、長さ 10_ Omもの 1500. 00闘枚、抑角はその七割峰木材は三

倍、落葉松材は三害IJ 培とし、 丸太料は長さ 4. 0mもので 250. 00悶位、長さ 15. 0mもので

2000. 00図。

阪材は長さ 4. 0m J手さ 1. 2cm 630.  00闘位、 同) 享さ 3. 0cmで510. 00限l位であって、 一等地

二等地 、 三 等 地 と分げて北 Ｑｾ Ｚ Ｑ ｜ に行〈程安 く なってゐる。

労 働 賃 金

質働 ＱＰ 時間休憩 ｛ Ｑ 時間 として計 ＱＱ 時間勤 務を以て ｬ 人 歩とし Ｑ 時 ｲｈｉ 笛ｾ lこ0.1 人! Ht' 戦時する

のが普通である。季節iにより設11: ¥1の時聞が異るので 1月及び 12月はO. 9入、 11 月及2月は 1人

3月l i 10月 は 11 入、 それ以外の月 即ち 4月乃至9月は 12人とする 。

賃金は一等 地 7' 1至五等地に分ち南部よ り北部に行く 程尚 くなってゐる 白人夫 1. 70国- 2.

ＱＰ 閥 、 大エ Ｒ Ｎ ＵＰ 闘 ｾＳＮ 20閥、 市2. 00閥- 2. 50閥、石工2. 70民1- 4. 00凶、 k: 白・3. 20回- 4. 00 

図 、 鎖筋工 ＲＮ ＰＰ 闘 ｾＲＮ 50倒、 塗 工2. 001a1- 2.  50闘の割合である。

向参考の＿こめ樺太に闘 する 諸資料ｾ樺太臨蛮行の樺太要覧 昭和 ＱＲ 年版より 次 に抜本 ｅ する

俸太の位置百正面積 様大はオホ ーツク海と日本海との問に介在し南北に延び西( ! 間宮海峡を隔てて

沿海州に聖書し南端西能登呂由 Ｔ ＱＨ Ｑ 北緯 Ｔ ＭＵＢ ＵＴ Ｑ に位 し峡間約 ＴＳ ｫｭ の宗谷海峡ｾ隔てて北海道宗谷仰と中目ｬｉｦ

舷し北部は北粋 ＵＰ Ｐｾ 以てソ聯ヂ ＱＱ サガレ ［ＯＹ ｩＧＱ と 境し延長 ＴＵＵＮＶｫｭ 、申 局員 ＲＷＮＵｫｭ 乃 至 ＱＵＷＮＰｫｭ 、 その商

校は36. 090. 3km
2
でめって肇糠より翁大きいのである。

気 象 南西沿岸地方はI l i i 沈に洗はるる故に比較的温暖に北東海岸は冬沈の最長響を受げ寒冷でめって

中音sは山脈に図まれる故に大陸的糸侠を呈し寒暑の差が甚し〈冬季は 山脈を境 t し西海岸は繊ね陰!2't

で京滋洋は舞明であ る。

年卒均気温は南部海鳥島の 5.0} より北部数香の氷鮎下0.
0

1の聞に在って 各地ケ誕じ最冬なのは一月
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最援なのは入刃であるが盛夏の侠でも Ｓ Ｐ Ｚ＾ｾ 超へる事は稀であり且つ空気 ｌ 乾燥してゐる。

風 最多風向は四刀乃至九月の六箇刃は南偏風他の六箇用は北偏風であるが各地で風癖を右し一定

せすＧＧｍＡｩ原地方では各月ｾ遜じ北風が卓越してゐる。年卒均風速は浜岡の う Ｎｉｭ とＧＡｉｽ合の ＳＮＲｭ と の 間に

在って沿海地に強〈内陸及! 協 内川流域に 易自L 、最大風速は各地共寒冷期 に起るが 30. 0m以上に 主主する 主主

は稀でめる。

日照時 年線、言十は数香の 1886時間と本斗の 1496時間と の間にめり可照時数におする百分率は数香は

43. %本斗 lま34. %となり 、 春季は多照でめｬＩＺｪ凶日は ＲＰＰ 時間以上南部は Ｑ ＹＰ 時間内外ｾＵｆし十二舟は最も

寡照でめって北東海岸数' @地方にては 120時間西海岸は50時間に過ぎな い。

平均j露度l立夏季に高〈王手季に低L 、、春秋雨季に於ては最 L よく乾燥し日平均 30. %以下に降る事珍ら

しかもす' 沿海地に於ても往々 20. %内外に降る事もめる。降水量は一般に夏秋の候に多〈遣を春のf震に少

〈月盆多きも 300mm ｾ超ゆる事稀であって少きは ＱＰｭｭ に充仁子 、 内部は、沿海地に比し多いが伶年量

ＹＰＰｭｭ ｾ 超ゆる司 ｾ�［ 稀で本邦中最主主雨地のーである。最大日［母 Ｕ Ｐｭｭ ｾ 超ゆる事は少くなしゅ［ 100mm 

を超ゆる事は甚だ稀である。

降水日重量 は南昔 ｅ に於ては秋冬のｻ英に多〈夏季に少いが北京古 ｉｈ 立之と反謝である。西海岸南部はｾＧｴ 山

陰地方に等し〈一年の総日盟主は約 200 日に主主し、東海岸北部は陶京地方と大差なく 150 日に遜 F なL 、。

結霧は九刃下匂内部に始まり十周初旬に至って全島に及び五万下旬に終るのであるが内部では往h 六

月下旬 に亘る事がめる。

容は北部は概ね卜刃中旬 l二、，南部は十月下旬頃に始まり五周下旬に終る。各地とも十一周下旬乃至

十二万初旬にはｾに根 室ま となり遁常南西部は凶刃上旬内部及東北部は同月下匂に於て融雲を見るので

ゐる。

海氷 本 j鳥lまさ子季rJlc にf底淑で海水泡も亦氷星占 F に降り 沿海は槻ね結氷する。 その結氷期間は慨して

次の嫌である。

東 海 岸 数香 沿 岸 ( 十二刃 T 句乃至三月下匂〉

宇陀滋沿岸( 十二月下旬乃至四万下匂〕

illt 路 海 大?自沿岸( 一 刀 rｉ ｾ ｉ 匂乃至三刀巾匂 〉

凶 海 岸 安 別 沿 岸 ( - )j 上旬乃至三月中、旬〉

浜岡沿岸 ( 一月下旬乃至二月 -，・-句〕

交通 現在める主なる道路は次の如きものでめる 。

I. 東背E縦貫幹線( 大泊図境線〕

大泊ｾ起鮎 ｴ し型原落合ｾ過ぎ淡海岸後績に ｈＱ で海に沿ひ北上し白浦元 ｊ 白及内踏を経て園境に

至るもの、幅n5. Ｕｭ ＷＩ ｾＷＮ＠ 3mでめって全線車馬ぞ遁じ殊に大泊祭子百聞は昭和四年度に吹夏工

事を協し自動車の運行に便利となっ 1: 。

2， 阿部縦貫線 ( 本斗西能主f 呂州i線、本斗安別総及珍内必; 須取線〉

本島の商品t 西能主主呂由月l に愛し珂海岸に沿って北ヒし武党泊、本斗、 海側、泊居、久春内、珍内

総城、本須l収及名好守経て闘境安別に達するものでめる。全線車馬全遁じる。

3， 横断総 生!!I. JJ 託、 wt 間線、却原より寧)11、中野、 主主坂を? 綬て浜岡 に至るもので夏季は自動車 i'

主E略す。
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i f i : 縫久春内線本島の中央最狭部を横断連絡する君主要路線で集海岸の1 f t 縫より西濃

岸の久、春内に至るものである。夏季は定期衆合自動車を遁じてゐる。

大盟主主節線 留多 Ｑｊ 日｛苅泊線中の大 ｴ 些市街を起果占主し様太中央山脈ｾ突破じて西海岸

主主節市街に惑じる本島南部唯一の横断道路であり 、昭和十年入刃留多加、本斗問に律太瞬、繊泌;

事務所経替の乗合自動車の湛事事が開始せられれ。

内 路 本 須 取 線 東海岸 内路市街と 西海岸恵須取市街とを連絡する 北部唯一の横断道

路であって定期向動車ｾＳｩｬｩＮじてゐる。

この他にも相蛍歎の道路あるもその分布は内地に比すれば甚Tごしく少 L、。

織選 国有餓道の後業路線は吹の虫11 ( である。

東 海 岸 線 大 泊 港 一 一 祭 源 問

川 上 線 小 沼一一)11 上炭山間

l盟 挺 守主泉 型E 原 一 一 手 井 関

西 海 岸 線 本 斗一一泊 居 一 一 久 春 内 閣

この他に図有自動車路線として衣のものがある。

大ｾ線留多 Ｑｊ 日騒音甘一一本斗間

この他に私設鍛造としては大正十五年十月開惑の南様滋道株式合祉の南様線〈新湯ー留多加問〕昭

和二年十一刃 閲湿の樺太鍛造総式合祉( 王子製紙系〕の様滋線( 落合数香閑〉及昭和六キ十月開遁の

三菱石炭消化工業内幌鍛造等がある。

軌道 t しでは次の二線がめる。

樺太拓H直軌道株式令請土線 大泊一喜美内ー皆岸間

三井鎖線式合枇線 数脊ー内 )11f司

乗合自動車路線の主なるものは次の如〈でめる。

I. 留多加一本斗間 2. 留多力日一位原| 尚( 新第廻り) 3. 留多加一世原問 4. ( 並川姐り〉

5. 留多胡1一大泊 間 6. 留多1m一二股間 7. 留多1J U- 古江間 8. 削除ー落合1111 9. ｾ盟原一大泊問

10. 大泊一主主治| 問 I J. 大泊ー鰯i前倒 12. 符内一大? 自 作n 13. 符内ー務机陪1 14. ｍ 内Ｍｾ原問

15. 挺附一副泊 間 16. 久春内 - u4 綴 間 17. 1自活ー珍 内陪，1 18. 珍 内一名好関 19 甑須取一大卒同1

.20. ; l 区須取ー布遣問 21 数香一知取間 22. i l ! i 多衆加ー佐知問 23. 内路ー上敷香問

24. 数寄一国境問 25. 本斗一白 主附 26. 内幌ー内腕炭山間

港 湾 内外の連絡滋として大泊、 民附、本斗、数香及葱須取の五築泌がある{ 也沿岸航行の小汽船及

漁船の繋留並 I;i 竪難所として沿岸橋要の地に紛入れ聞が築託どされてゐる。

航 路 内地との迅絡は大正十二年繊道省経瞥の稚泊、稚内、大泊関連絡船が運航せられてより急速

に進歩をなし主主十三年には稚斗( 稚内一本斗 i品D 連絡、十五年には大泊、筑間主小械、 青森間の航路

が開始されれ 、稚 ＿白及 稚斗ｾ総 ｬ ま凶 ＩＱ 乃ＺＳＧｉ十一万は毎日十 二 月乃至三月は隔日に運航してゐる。

通 信 島内に於げる電話の市外活詩阪城[ま型原告ナ中心として 、京商雨岸は勿論、湾内各地に至って

ゐる。噂j京市の市内交換は昭和六年度に於て自動式に吹支され 1: 。

電気全島の主要市街地には様太電気株式合祉の修業所が設詮せられ王子製紙、三井自主山等は自家

用務官Z段備を; ; ( . 1' してゐる。
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上水道は 'ill! 原市( 大正十三年竣工〕大泊四J C昭和四年竣工〕泊居町( 大正十三年竣工) 本斗町( 大

. i f . 十四年竣工〉名好村 cn再利四年竣工〕民h Yd町等にある o Ｈ［荷 こ の他落合町葱須 ｊ ｲＺ， ｾｬｲ 数寄町其の イ也 の ｬ 町

村に於ても それぞれ計量Pi' でめる。

-1・水道は型原市、大泊市、知取町 、 民間 IUJ 、縫合同f等々はi庖殺せられてゐる。

教 育 I f t ¥立中皐校は大? 自町( 明治四十五年設置) ( 砂原市( 大正十四年設置〕及び民間 町( 昭和二年

設鐙) の三筒所、 ｍｾ 立高等女，Ａｦｾ校は蚊原市Ｈ大正五 Ｑ ，，ＺＩ大＿自町Ｈ昭和二 ｾｉ ニＩ ifi 附町( 昭和四年) '1自居

町( 昭和七年〕の四Mi Hf 及び数香田J に数香資料高等女拳校( 昭和十一年〉がある 。 この f也質業皐校は 10

尋常高等小祭校lま91 、高等小泉枚 3、尋常小製校[ ま 1550算し初等教育の就筆歩合 lま89 う3Y . でめる。
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北 支 と 満 洲 を 視 察 し て

岡 部 額 員11

1 視 察 の 目 的

今 ＱＢ 附、の同祭門的 は 北去Ｚ満 州・ ｼ に 於 ける 建 築界の現 ｪｬ ｊ｜主将ｾＨに就 て山見守誌をしｦｽｦＺせて如何な

る庄村ーが将来彼地に多〈使 川 されるか又終- s j ( ' I 1主j也に立!J 川 して ill 付 を 製 越 せ ん と す る に は 如

何なる建材カ: 治宇宙であるかを :i J，tJ千HJf 究せんと 出 発し 1: のでめりま す。

2， 視 察 の コ ー ス

大述 、 青 ｊ 品 、 州南、 天津 、 ニ ｉｴ 京、 ｾｫ 次口、 たl'iJ 、市二火、新J;(

3，建 築 界 の 現 獄 と 将 来

11制十|同に於げる建築外の現j ! J ，( ま昭和 13年 度に 2 1 . 立高間本年度- もよ 以 上 の 計煮 は あ る が 絞

:I，IJ と運輸附係プビ分な らさ' る 11; ，'iむこ ，Jt:60パーセ ント即も 1f，む 2 ｔｾ 月 間 Ｈ 立であるとし、ふことで

ありま しに 。成 科行 つ てはる と何出もた住 宅 裂が ｊ ｩￍ ｾ ￎＧ ， さ れつ、ある。 ＴＵ にボ Ｚ 天餓 阿工 場 ｉ 也 ｛ｊ Ｍｲ，Ｚ

の t俊民振りは 11到 し き 勢 佐 以 て 住 I淀川l であります o ｲＮ ｭ 児 ｦ こる千円に［ｉ Ｑ Ａ￬ 装太路は縦杭 ｊＡＡｾ 誌に

j，ik; 泣きれJ 七ん: ; { ｩ には終夜よ ＧＱ ・の ＱＧ ，場校ヤ ｉ ｊ し た ｴ 庁 ｩ 突は林の ｾｉｉ < 伶え '，'，: も将 来の た 時了. 北 地 とし

てx擁立t i J 制州問の誇りと して誠に J l心

強さをＡｾじ ｔ このであります。

此 工場 ｊ 也併 は ｪ 古川作羽の ＧＱ Ｇ 央で あり ， ｩｾｘ

ｪ 去 の 使 宜と却ソ ｫ にｽ，ｬ［ ￧ まれてゐる ｉ ｾｍ 係

上、 洞のri l ! . l 誌lE工 場ーもあり線、ての化運興産

業地として府米主主々鵡Jくされること〉

イ，; じるのであります D 北院の{'I:刀j-J:也域

{t' Ｂｕｾ ても Ｉｓ￰ ｬ￭Ｇ に ｉ ￟ＮＧ 制整理をして 工事の

燃 備 に 忙しく 又市 内 商業地域の改出も

漸ぷ ｾ￯ 行子されること〉忠ひますがＨｉＱ ｊ れ

にしても終ボは大| 坂の数併しに A: ，Ili¥市

となる様に 見 受げ ら れfこのでありま す

新京は Ｕ ＰＰ ｾ の人 口 を 円 棋と してん

者 ｬ｜￯ ｬｩ ｾ ｉ Ｇ ，!1;{t' ， ￚＺ て Ｑ Ｑ 下位設 ｾｉ Ｇ であります

i !i 内 を1'Uili - t t る大同 大11} 路 l立、帆 L1

50米であって大阪の御堂筋よりも附く

車h:': jは20米に; j J {J 脱 さ れ 建築 l面的をより

以，I-，W( < 建 築 せ しむる方針であります

1 1 3 8  
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北京域内 の一部

.  
・、< <  

R 咽民 、 曹 、

北京城内の一部

く比受けられる。

現イf:師 に 新 築 さ れ て ゐ る 大 建 築 物 は 搾

山被刈してゐますが，¥1くIN' の も の は 満

州|同l ｩｰ 叶＿ の Ｇ ｬｾ｜Ｇ 殿堂 Ｙ ｦ￬ め諸 行 ｬｬ ｲ 色 、 千す ｪｬ￬ｴ 、

銀行司: の美術述築でありますが 日下新

京 ili に辿築家が 600人ゐる t 聞 か さ れ

て結かされにと共に如何に位築界カ: 忙

しし、かを物部るものであります。

小ｾ［ｊｬｾ の 宗主 ｪｊ＼ｊ 切には ｭＧ ， ｾｲ［￬ 架く ￬ｾｩ てるの

で あ っ て 少 く も 地 F 12)¥. 以J -) ，主l控を抑

Fげる必嬰がゐるそうです o メ三位築物

の場 合 に は 地IWf をg没けるが欣に内地と

ｊ 正義は労 ｜ｾｴ 、技に， 巴 はれますが 地 附を設

けな ｴ ，ｾ 築 物 の ｪ 却述は ｩｦ ｬＧ ｩ［ｲ［ ・多傾の ｾｕ ｉｊ

{ f 吏ーする Iv.rであります。 I コンクリー

ト 」 に は Ｑ ｩ ｟少利力引 ｜ｾｴ 、＿こめにノ ｈｩＨ イイを ｦ 史

川し砂利j は J主路から運搬するから「コ

ンク リー トJ I  ｾ ｜Ｇ， ＩＺｦ＠ 100lDげなか〉るそ

‘  うです。桃山は東京に於げる民災以前

仕 の もので地誌が合! 札、? こめか桂梁主制111

タ卜袋 は I，;XI命に依り1 'f フ!F.{f 旨と して I1二トーげ であ りますから 「モルタノレ J 1や が 多 < I タイル 」

貼 は 今1.' 1波グJ しに- * 京約二卜. ピJ レと '1' 央ー銀行のi E J 白i 1 i / : である技に 見交 け ら れ1=。 内 装 は 相 官

ｓ ￴Ｎ反で あ るが、公 ｾｋ り円本人 の設 計ーであるがＱＮＱに、内地のものと少しも遣はないのであり

ます 。

どの 「ビ‘ ; l- J を比ましでもや:I"日術前で山市はありません、ょR京 出 卜ー ビルも .- UtT 'IJ からT象

約 怖 で あっ fこそうです。従て 11=' むも=1;)1¥

JtEで家賃カ円:;J い椋で あります。

騨から ー伊，J . :スI-sJ IIれ fこ所にイ I: f.i: -地域

の 建築 rl' でありますが1 ] : 円 jjl 川 して米

る人が多いが1 . 1 にこ〉官〈はw七に不

問山[ ま! I : むを 得 な い そ うで あ ります 。

敷地さへ千に入れば「アパート J ｾＺ ｬ ［ ｾ＠

替 を す れば大 い に 怖 か る で ゐ ら う がJ 二

地 の貨物がな い そ うでゐります。 兎 に 北 京 減 天 壇
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f( l新京は宗教| 品l係も i:ll'i 1
1ほ1¥11'，されてゐ

るから将ｾＨ之等の本建築主Ａヰに 忙し 〈

な るのは 官;然であって 向ふ 10ヶ年1: '，¥の

投民振り l去、 ものすご いのではなから

うかと名へる H年開放で| 必つてゐる乍仔

はうらやましい先日ひをするのでありま

す。

北支に於け る建築 界の前; 全は1M;立法

でありますが0 0捌係の大建築物が可

成り多〈治千されるのでなからうか。

北京威内の一部

現 布施工 ｾ ｉ ， ｉ の民 Ｑｭ の仕事で ～ｗ ｋＭ の ｬ ￬ に つ いにものは北京 の ホテル梨 ＱＱ 月 ｮｲ の新築と 天 ｩ ｾＺ ￍＱ

河の下流で工場が建設されてゐる 11 / . であっ? このであります。

そtれ1 と邦人カが: 多相の?資t金をを? 投 じて雪築梨 き-'上上!卜1-，げf仁こ青に防うの 才各干紡品紅結1k( の1此d此t皮されf七こ納跡、のf彼反叫1判「汚: :了「

あります力が［的ど姥 ｲＩ功 Ｑ力 ｪ されて ｦ日円Ｎります カか、ら近 ｯ 附可明 Ｑ 宅突 足 からＺ思尽り ｴ灼附暗 市 ｪ をを ｾ ｮ川川 ｼ上 Ｚ <. こと-，. }，忠ι ひます 。

ｾ ｪ ｾ 他大し ｦ こ建築は ＱＡＱｾ い桜に見受げまし＿こが将来平和 Ｑ となりし暁には名都市競って建築に

着工されることは話然であります 。 北支 ｴＨｾ 三 の商工部 ￯ ｬｩ であり ｱ ， Ｇ ｦＮに水に基ｻれてゐる州南で

新 Ｉ ｾｴ 7 イフ4 'A

滋砥風 俗 の一部鳥 鈴 ｾ ｊ 遣と車夫

11 4 0  

( ; l 見守米化星第産業のこ[". 場地主してた殻Eも

する らしく 7!? 品の工場地帯は此地に移

るのでな力、らうか主いよ、ことでありま

す。

たｼ 況が 川に ＴＱ ま れてゐる ｾ ｉｉ <. 天il も

l' li"[ '，こ必まれ輸送の使刊は rl lす迄もな

<. -It.ぇ:郁.:-， ｈｾ ｩｔ，＠ ti¥ TI i として将司O"' : l 、に

Ｑ 明 ｮ されてゐる ｋｩ｜ であります。 他 の将 ｉｾ

Ｇ ｲＡ ｩ と 羽 ｈ 注し てゐる の は外岡の ｾＺ ｉｉ ｾ 早があ

っ て ｊｕ 刈々 の ｱ Ｎ Ｇ ､ｾ Ｚｺ ぞ ｬ リ ｭ 査に域Ｎｦ ￎ はしてゐ

る貼 ｬ ｩ であります 。 民同 利 ｾ｜ｌの建 築 物は

ｱ ＮＮ Ｇ ｊＧＡこ Ｇ ｩ ｾ ｾ ノ ヤ Ｑ Ｚ る ｜ Ｇ ，Ｚ減なも の ［ｙ ｦ りでありま

して我附の領事館、銀行主力ーの ill 築物! ;.

御恥しい利負材で あり ます0 7IR4JJ な: : k

ｭｾ 人 ［ｉ Ｉ ［ｉｾ ＼ￍ ￞ ｜Ｈ ｉ の ｩｬｬ 築 物 を 比 ｾｩ 交 し ｦ こ時 Ｑ￟Ｚ 似 Ｑ

<e (， OIJ寸るのは77;然であると恕ひます

将 司(q. !f. 日! 日E点 |ニ1 ｾ Ｂ Ｎ ｻＺｉ ｉ＠ ｾ 早 に建築せん と す

る場介には戦勝岡の構成を充分保持せ

しめ他問の建築物に決 して劣らさ' るも



のを建 築 し て 欲

しいと恕弔する

ものであります

北 京 械 を 会 部

j似て細るのにー

; 目H' ，¥も力、〉ると

し、 Ｏｾ、 ［ ｪｖ ｬｩ［ Ｇｩ ｬｬ Ｇ￭ ￮ ｖｩ Ｍで

はあるが ，j ill 築

として驚嘆する

科のゴ'，: i 反なもの

が 無いの には:排

除し? このであ り

北 支 111丙省大同院石例; 古寺 -11: -!( 1III ilj 省大同腕、石例; 古寺 ます。 支 那 の モ

様が賞作Ｇの ｉｕｾ りを出して 亡 び ｔ こ湖 、 を，ＺＺ Ｉし、料 金Ｚ［･ ｸ 例ふ て ｷ 山 ｩｅ するの ＱＧＱＱＱ Ｑ Ｈｩ な し と思ひましに

城外の繁栄振りはさすが i'(I(-Hごりに了1:派 '.:tlli lj であって府外交は漸次被大して日 本化しに大

者fli lj が建設されること' " 1;i じます。

業: 挺: : に於りる治安* l I ' 持は既に完備しれがHl ，よも IIW，'，Jt こ緩和! されて ゐるので共開設は北支よ

りも早い 主 いふこ とでありま す 。大 ｦＧｩｊ 、引 は〈 口 の占 ｉ｜￯ ｦｪ よ ｬｩＱＱ は既に 内川 ｬ ￭ ｈＺ の設 ｾ Ｍ ｉ な り最近

工事に苅千される ftfi Ii，]で あります。

大同は干 ｔＭ 北自治政 ｉＨＭｊ のある 所 Ｑ わ Ｑ ＼Ｚ は段路日 Ｍ ｊｬＺｬ也の，［託行版、銀行 、 令 Ｑ Ｑ ＱＱ Ｚ 、 感佼等の建築 ｾ ｉﾭ

ｾ ｲ［ー あり 、 張家 口 Ｈま前 ｪ 詑 ｪ 也 として大 汁 ｩ 易及取 引所 ｊ L: 他 の砧築される j可j 七に; ¥守?j( はi柄ヨ去に琵民さ

れ京Ff の. : -. }¥_ :/¥'i l  TI j を建設されるのは j!l 2 : にあらさ。る

力、。

4  建 材 の 需 要 と 将 来 の 供 給

北支 ｪｬＡ 古川 ｬ には版記の弐ｾＩ亡が多〈従ってＢ :) 府見i;21t 以

外は締て対UL出 で あ り 民 家主存の小辿築物も 不燃 質 で

あることは時f此の刷 係j 士会〈天ぷであります。

セメント 、砂 、砂 利 ({il(:{i) ｾＺ出 ｬｾｕｌ～Ａｩ γ のＢＧￌＭＺ Ｇ［ｾｩ なる

往材は千 ・ ひ料水の市要には五分でみるカ ［ｊｉｾＱ 也の桂村

に王りでは 1̂ ]J 也よりイJ1，: *:f するのであります力対I余i主 トー

非常に 不便 なると念工事に 11¥1に介はない色 いふ不安

があります。共上現( ，ーでは資金利整法、統 :fil J、使 }j J

制限 等 に束 縛され内土 Ｑｾ ｦ［Ｂｩ ｊ 桟如何ともすることカ［ ＱＭＱ Ｇ ， 米

な し づ伏態でありますから今の内に彼地のＱＢ｜ＺＧＺＧｉＧ ｪＡ［ 、 Ｉ ｾ｜ｦ 芥 化交山両省大同阪石傍古寺
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ｾｴ［女 ＰＰ 車妨

ることも叉有望でゐるとイ， j じます。

時{度、風土等を fJ) J芥研究 し支那訟の一つも話せ る否 全

〈のぷmj 人 lこなり文711¥のー[: となる ・児析 を以 て 下.ill ;怖を

な し泣き灼米法則の緩和 されにI ! fsには率先 してや主地に

出 川 し て 工 場を ｾｩｬｬ 試 し 大 ｩｩｩ な る問 要に 肱 じ 以 て 開 張 に

釣 し高介ノ ーにでも御奉公 して問家に貢献することは

| 羽以の義務であると JE ふのであります。

がひに ｩｬ ｩｺｊ也は ｗｩ Ｇ ｛ Ｚｊ 荷でありごと業 ｉ ｾ ｍ 係即ち術生陶器 、

タイル 、 ｉＭｴｾ ｾ 投Ｑｉｾ 、 ｉ ｾ ｪＮｪ 火;同uc句: の製j1t に; 直前でなから う

か、専門家の御研究を希望する 。 x1lXが11J??1・であるか

らサッシ 、 シャツタ ー、 フス類の工場 ｊｕ 也彼 ｪ 也 に子 ｆ Ｎ ｾ 告

する平 ｩｾ Ｚ Ｚ ｩｉ ｊｾ 他の即料を研究 し て主主 村 にｊＮｉｉｬ｜ 川 して製品 与 す

文那満洲 人 は頭で仕事をすることは不件下であるが

従順にして千先が器川であるから気長〈教へてやれば

熟練工になる見込充分であり工11 もうどいから工場住，i主

計;H: は決 して不安でな い版に忠 はれる。狭い内地で [， ;J

業持と競午、 して御J I.ひ に まづい思 ひをするよりか大峠

l二世t l[' ，し て乎足を思ふれ分Wt まして1i! E R し く爪動され

んことを懇望して ｾ ￭ｩＺ を欄 ＼Ｐ ( 14，1. 22)  

大間三雲|品j 山石倒錯f;惚
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都 市 王 墜 と 防 空 の 結 合 の 前 史

ｾ・
邑 田 秀 Z事

Ci vi l  Engi neeri ng 

H午年本誌に「都市防本への道」と題して「工業民術」の断の護保 し?こ許{ 源的 [11来 から 、

今日 の「防 ＷＲＴ 的工率ぱ術 」 へ Ｑ 多 ら う として 、 そ の Ｑ［Ｑ ｪ ノ ド を述べ Ｑｾ の みで 、 尻切れ トンボにな

ってゐ ＿こ ので 、 政で後 〆 ｬ ミで展開すべき「日 ［ｊ ｪ ｜ Ｇｾ と都￯Ａ ｩ ＮＺＮｦ Ｎ Ｆ［ Ｎｉ， J を' 述べてみ fこいと 思 i 、。

コ工: 互皐晃技術と F防jぷj 2広主と 3を?幸軒.'i1

l川!日l外朱七なしい、が、大戦後に i泌必つ T仁こJ千!ドL司平和Hへの要 望の 5弧民 5 は、 自然都J ! i e  :t li : 事とのあIiイトよ りもむ し

ろ千和 、l以生との結合、の方に走らせ、 これ lこ1' i るi: 与を[ l iJ へなかっ? このでゐ る。

.L:Jf.t 領令ii l としにノ' I <き千平11 であっ fこが 、 その千平11の底に円以されT二次の危機を 今円で は感知|

するに何ら悌るこ ともな〈なり 、数年前jーより都市l山本が叫ばれてきてゐる。

このことを工製技術の方而よりみやう 。

大戦後におりる 、工接技術と防? ? ミとの新しいあIi 十j ( tj の胤 らかに露ら( ! f 1 _ 1こ詩 文は 、 1930

年前後の この 附 係 公刊 物であらう D

]. M.  S Pa J ght- " Ai r Power  and t he C iti es"  

既に 、 IlJ 3Q! ，ドにはス ペ ート の i?，日本と都市 」に於し 、て、 この何ir，，] を示してゐ? こハンス ・

シ ヨツツ ベルゲルは Ｑ Ｙ ＳＴ Ｑ， ｲ に 「 都 市工 接 的 。ｖｪ 本」 の なかで 、こ の ｬＧ ， 感と防伐の 内包 の ｉｾ 月 係

をか う述べて ゐるコ

ｩｾ ｜ 迎機カ ［ ＱＧＯ｛ ［ ほして ｾｱ 二 、 恐るべきょ号待には 、建 築方法で も の防術 は 不可 能であると 、 ｩｩ ｬ 守 卜 Ｎ

論議されてゐる 。 が 、こ れは近代建築の護 ｪ 主 や 、 Ｚ Ｑ Ｂ ， 壊 の 現 Ａｕｾ の識らない人 ｩ 主の す 分であっ

て、今日の建築 生産 、主1 ! ; 築阜の現況はなぎむさぺ県熊機 や ぷ 瓦j析の膝!l/ifJに任すや うなことは

決してなし、。 工佳撃が] 防本賢腕 のもとで、ir.t1l't : さすことが そのJはもよい説明である」と。

K.  Gaub一“ Lehr buch fur der  Luf t schut z gegen Bri s ans - Gas - Br and- B o mbN  ・

1934年 に、工 接的防 慌 が ガ ウ ブ の 「 防 芯 ・防 火 ・防47ii 教H'rl5'J にみゑてゐ 、 まにその頃

r ー“ Scht uze Di ch vor  L lI ftgefahr!  fm Auf t rage dcs R eichs  L uftschut zbandes. Te0ini scher  Tei l  Von 

ド イツ岡 ｜ｬ ｊ ｪＯ［ Ｚｾ 協令 の依頼に 依っ て Ｎ ノイ スは 防常 技術の何もの であるかを顕ら か にしてゐ

Osoar  Neuss

・-ることを 、 1935年 のエブネルの者二十u，: U! 売せてゐる。

それ迄 司 〉防然皮事 ｦｴｲ と ［ ム ‘へ ば 、 ｾＺに ｬ ｦｊ析に到する所 ， ｩ 命 に 艇はてゐ Ｗ こ の で あっ ＱＺ 。例へば 、

eー“ A Def ence of C hemi cal  War l ar c"  L ondon  192:; E.  Hei nik e - " Der  Bau von Luft
， 

1l)29年 のハ ル デ ー ンの「イヒ接戦への防明」 をみても 、 その頃の ハイニツケ の防謎宅に闘す

Cur  den  L uflschut z  der  Z iv il be
，，_i?

lkerung"  Lei pzi g 

る化製の如〈 、了r，撃の分肝に迄展開されてゐなかっ? こ。 あっ 1こにしても 、大 戦 官時より の

野 戦 での絞験で 、付側俳|ド;，1
市
1

ゐる ｬ泌好払Ｚけ ｦ仁こ 二ｪ 土 ｬ上ＮでＮやればよいと云云， ｪふ、 、 Ｚ Ｚ ｗ ｩｬｬ 築感的方法か らー Ｉｪ［Ｇも Ｑ Ｑ ｜ てゐなかっ＿この でｾる 。

日襲防衛に 二1'，塁県民術力:采 11ｾし＿こ その司王 ｬ 立 、 Ｑ ＹＲＸ Ｏ ｾ 三 ｔ ごとシヨツ ツ ベルゲルは ｲ ￎ 明してゐる

C' fCXーは彼 の; 1928
1，

1
三
J Uλ ーめに:0':11- *は併せられない が . 一方に「化接 戦lこ釘する 市民 の 防護

lこ闘する凶際4J: 門会 [l 令の報千lfJ を同際赤十字千? 議事務局に於し、て公ll J してゐる と去って

4 3  11 



ゐる。之が 1828、 1829年に常るから之を指す のであら う)

これらの一般的な 、 然しながら 、 ｊｕ が Ｑ Ｇ ，Ｉな例究はすぐ 、 後に Ｊｴｩｾ 、 Ｑ］ 防本 ｉｊｉ 究に助からや
K ni pheb  ll .  Ha mp c  ( j{ rsq Vonリ - " Dc r Z ivi l e L ur ts c hct <.  

［ＮￍＧＢ交をｾ Di j へてゐ? このである。それは 、 ト干名な クニツペ Jしとハン ペ との ¥;}j 本Irf ) 川! 剖をづえあっ

E ins a mmelw erk  ber  al le  F ragen des L urtschut zes"  Or .  A .  Lof keu一 川 Ba uli cher L uftschotz  zur O ic her un史 v on St adt  

かつに「問民 防本」及。ご、 ロフケンの「占 Ｇ｛ｬ ￯ ｈ よ 仁 摩川句 、 経簡易 ｾＨ ｉ Ｂ ｊ ｜ ［ｪｪ可Ｎ三」 に であり 、 一 これらの

llnd  l. and.  W irt char t  l1nd  Indust ri e  g c g en L ur ta ngri rre"  Cs aul i cher  L l1r臼c hut z. I-I eftz)  

1937午一前後の多〈のミキ者二はシヨツツベルゲルの前掲名者と共にそれ迄 'f 手11的な事業と 思っ

てゐ fこ都市椛築は明瞭に軍事皮術と何ら鑓るところがないことを説明するも のであ る。 今

日向 これらの文献は都市工率のj j j _ のものも 、手においてもー肢に愛読されてゐる。

これらの綜合的研究の外に 、これらに引間られて 、都市了Ji 実感徒のにゆまない研績がこの

“ 8et on u. E isen"  

頃より定期刊行物に顕はれW，し てゐる o ¥' コンクリ ート と餓誌J には .了. 墜的防雫方法に就

いての γｦ 料をも，ＧｩＧ ｊ ｉＧ ， してゐるほか 、 各岡の Ａｅｾｾ の土木 、 建築開係の定期 刊 行物は泉って 、 持 ＧＹ

〈 な い ぺ ｻ ヂを＿防常プ ー 壊 に 符 ｉ ｊｾ 、 てゐる ｯ Ｍ ， 汗邦に で も建築協令は郁 ￯ Ａｩ 武装ｾ日千＿をつく り、

建築感令、ご[: 木感令その 他各機関も 、 この防予74に大主い閥心 をもも 、静t1i t介、展覧併の問

Ｑ Ｏｈ ｾ穿 、 都 市 工事は自分の内らの仕事として防本工事を育てて い つに ｄ

それらの所論研究が賓 ホ となって樹はれにのは 、 1935年頃とみる べ きであらう 。

先づ、法 より 之をみや う。

各岡はそれぞれ 布 し 、 ｔ こ 防摂法 Ｎ￬ 立に ｾｊｪＷＺｾ 費行 令 には 、 この都 ｔ 打 工事的防＿［Ｚｾに多 く の僚項ぞ

きいてゐる。現に絹逸 Ｑｾ けでも 、 Ｑ Ｙ ＳＵ 年 Ｖ 刀 Ｒ Ｖ 日 公平 ｬｩ の ｾｽｪ＿ 兵法 ｕｈＭＧＺＭＺ 僚に ｪ 主主主務名大同

の協費を杭て公平li され? こ 1937!.:j三 5 月 4 日の防摂法第三 J随行令の奈部、防不法第三宮ー施令第

一僚に到する第一施行規則 はすべて防護' 主に閲するものであり 、 この方i面[の法制として最

も主 となっ 7こ姿を示してゐる 。1;) 11問も大統領令をもって 、1934/，r=- 6 月受動防1野1'.W)j 不法( 向

市町民}j 宗のこと) の第四僚、第六僚には 、市町村 、行政機側、公共施設及ひ' イ11，1人材l' 設に釘し

都 ￯ ｬ ｬｩｈ ・ Ｒ Ｑ Ｑｪ と建築物築迭とに大改ＺｩＱの方法を指示 し、 その受動的防Ａｾの準備及費地の Ｑｶ ｮ は

凶家、!l 孫、市町村のJ "l婚として遂行するやうに rll i度し 、その施設柿 11 も一般の公共防護主訳、J . f .

Wi ' t 常; 長官器材のfr 川;等を初め 、既純悶にわ? こってゐる。チヱツコスロヴアキヤにでも 、1935年

4月 11 日法律を以って 、軍要施設に制する掩蔽の設置にH，i な指示を wへてゐる。

パルカンノド向では、 プルガ リヤは既に 1936/' 1三に防空法を設令して 、問防相に直属する rl'

J}!: 委日令、それを 中心 に益岡に利織をも丸 、施設を2: ぎつつある。

附治 ｼ の防Ｚｲ，Ｚｾ｜こ法力［ 11' ，期されてからは 、それ以前の 一般の技術的展開のほかに 、新? こに法を

S c hlei cher  - " Da s  neue Luf t schut z  

過しての防空反術をさしはきれやうに蛾げられて米 Tこ。そ こで シユライへ，. t - の新しし i 防長

耳 目etz" D r.  S tar keー“ L urt schut zrec ht L ur tschut z  pfl ic ht. l̂I g e meinv erstan dl i cher Fi i h 

法を軒 Ｑ 介 し てゐることと 、 スグルケは防本法の指示する問 ｬｾ の ｾｪ ｪＧ［Ｚ ヰゐ五 ｔ 労左様ｪＺ Ａｊ をｭＱ ｦ 引い ｪ
dur c h  das Luf t schut zgesetz  u. S eine  Dur s chf i.i rung- rs - Vor or dhun目 n"

に展開してゐることとは見逃すことの.iI' ，ボない o

現に 、欧洲各陣1はこれらの法制によって 、賓1庖{t' ，ｾＺぎつつある ＡＱ ｊｩＺ態｛ま乍 ＱＱ ーが ｊｉ 例 日 Ｑ Ｓ 年 ＱＰ

月 に「 同本工業新聞」に椴等 しに泊りである。

さて、こ の鋒芸を 日本 に移 してみや う。
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昭和 12年 4 月 2 日防益法制定されて 、防2主計報: として設備資材の整備に閥れ、rri J年 9 J-J  

28 日に は/IIJ 随行令によって精視されて 、ドJj 宰施設の純| 刻ゃうやく全貌を露はすに主る。 11¥1

も な し 昭 和 13年 5 月には防空抱設資材に 闘す る政府の方針を If. f! 隊及び軍要都市に 体 連 し

事 費ート.の1聖地のy.，I( ，j 申告ーを砕い? このである 。そ れ迄法とか、 諸外岡の賢例によって賢lをする 業

務であることを 、おぼろげながら紛女11 して、心柿へてはゐ? こが、現賢に 衣l白iに断、はれ?この

は、ょ がi比初でゐつ? こであらう。

今日 、ひ? こすら If出版、都rlf に於いて賢施されてゐるのは 、 この協議されに三 ヶ年計刊;で

ある。政府がこの三、四年継続事業防空強想、経技が0 0 0凶に注 するで あら うと 推測IJしに

ことが符って報導されてゐ fこが、これはあながち 見首のはづれに数字でな いことは、名 目1

i!i が法に よって設定 しに「防空計霊」 には三分の ーから 二分の一也の初出J金を交付するこ

とになって ゐることからも逆に推祭11:
1

1米る。

これら の防空施設資 材 の うち、工 事 に属するも のは幾 らあるか口 ｾ市を例に主つでも防

安施設資材整備は ＮＺＱＱ 倣北 、 計［Ａ＿Ｚ設定技等を合む ｾＩｪ 港北総徐立の ＸＵＮＥｾ 占め 、 その内工串に

属する分は、貯水内、消火栓工事 、 ｾ Ｉ ｪ ｊ ＱＡＡ宅等で 、 その ＸＵ ＮＥ の Ｗ 書 ｉ ｊ 5分に詰る 。

一・自立にr!i で整備するものより防護宅など 、民I l Xlで行ふ整備の方が工率的技術に多いこと

は論をま にないこと でめって 、 この方 l凶削白削Iのことも f例月 /考J巧ラすると 、1行.

〈総経究の E中!ド4 、工.製方 iliI に泊代さ れる 組、相はj色大なものであら う。

批近 、 木 ｩｦｩ 都市への必 ｾｾ＿ｾｾｩ￯ｾ 針策として 、耐 火木材 、 ｾＩｪ 火拐 、防 火ブロックの再検討から

，' i $の|剣西方 l白[ のー:p;{¥に時イ子してゐる左打iι lて建築迄研究を延され、これらの研究資料カ:

組介はされて、 ーの，ZR迂; 耐火都市の? こめに結賢しようとする動きがみなぎってゐる。

北 Ｑ 修道 、や ｉｉｾ￀ 、 その 他 の 木材ー生 産 地では乾燥のプロセスに燐酸アンモニア等の柴 ｲｻＷＱ 注入

工程を附} J 1 1 しに建築川木村のi!il V i を政府が援助し. 都市計笠及び主) 1 築の技術者が防火地域

防ー火プロックに封して再検討をぷみ、 うfごつ小j の塗家建築を趣味的な郷土建築としての研

究のみにまかす- . ，I耐火建築の賞記f: 資料にあげられてゐる。

これ らの研究がーの rl 的に 到 してー拘に 向げ るに めに綜合 しに質験が度々繰返される -

Ｉｪ 、 ある機闘は 、 これらの成ＮＡｬ ｾｾｊ ｉ ａＨＨ しに 占 ￯ｬ ｔｬｩ木元 ｾｩｬｬ 築改修 をやヴＯ｜大都市 Ｓ ￼ ￯ Ａｩ に質 施 する

には 、 1 千 6 ｉ Ｇ｟ ｩ 高 闘要すると 見も｜ｾし、防 註専 門 委 ｌ｣ｩ 併も この改 修案なるものを 、別 に文

JJi してゐる。現に l攻I(f は六) ( . / f !IT! i及び北九州- I : i ili !i の新設建築を防空建築に枠づベき規則 を

考究する 1也、 この現イf す る也家屋; の外411止をドi ) j 火位に改修しようとし、 その助成 lこ就し、てfv!

究 してゐる。この助成金が交付され fこなら{ ムそれはその故伐の質施紙北礎になるもので

ある。

都i !i 建築の 「耐火化」は、今日迄のやうに 、美 I1梨、経怖とか、保険料金のこととしてで

はな し ￯ｾｪｴｴＱ ｧ 夷 ｾｾｾｬ 到 来とし て考へられるやう になっ＿こ のである。

以 |ては主に建築 );1自i Iこ就L 、てであっ? こので 、三えに者Ili ｬｩ 工事の 他 の分 ｾ￭Ｇ てゐる土木 につ い
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て慣れてみやう。

Vanl hi er.  ( Ll ・. Colonel ) ー“ L e Danger  Aer i en et 1・Av erir der Pays'・1930

1仲間陸軍のパ ーチユ ー技mri は既に 1930年に 既成都市計主案を批判 してゐる のを初めとし

Hankel  GUI  

て、ハンケル、グ ー ト等は、 Ir'. < から防空的都市計主に就いて所 l命 してゐるし、什つて の

コルピ ゼーが再び自案の「ウルパニズム」に就いて防定者11市として i割余討してゐる。

Was Smuth St adt bau 

「ワスムト 」の都市計iH: 欄には 1937年頃から防空に Ih却するものが多〈取扱はれる桜になり

以後のは ￬ｈｉ にお・げる都市計 Ｒ Ｑ ＱＺ 、 叫に工業都市にはこの ｾＩｪ 主的槍討を経ることは評論上の ＱＱ ｜ｪ

題として でな く、 一つの常識と迄なつに。

ひるがへって日本である。

シ|ミピに、都市計輩への賢施として現賢に瀬はれにもの をみない。が、昭年初年よりあ!Hi

されてゐる大阪市都市計訴はこの時勢に鑑み 、こ の方聞の専門家によって、自ら防昼再検

討を試みる一方 、新＿こ な防空白 ｉ ｬ￯ ｬｪ ｾ Ｇ Ｑ ・ ［ ｈＺ 案を昭和 ＱＳ 年 Ｙ 月 に公表して 、 防 空 へのｼ 刻 心 を掛か

にしに。

これによる主 、 l 千 7 百寓闘の経費を以って、環批道路と級地を建設し、過賞な防盆地

設をよに施そうと云ょ、のである D 環欣道路は、軍月j道路 として、平川物資の集散に資し、

線地 は「防火地帯 として、 lfJ 折開鎖張の?こ めの通訳地帯として 、.!)Xひはi l l E刻l所と して、 1. 11:

事集屯所として、軍) l J r日前，1売場所として有効であるばかりでなしこれに児寸j'OIJ 砂場、徒

渉 ｉ 也 、 間泉 、 地以等を＿設げるときは砂 ＱＱＲ 、水主ｾ一時に多 ｾ ＺｉＡＺ i}l} する焼夷弾火災に最遁施設

である」のし時には防護主建; 泣) lJ j 也ともなれ 1 . j I 事施設もなしうる盆地ともなりうるか

らである。

相lilj 施設防護 |て よれ今日の架空してゐる送電線、電話線、 ガス管等は2主に釘して 、完

全に露11' ，してゐる危ぶさから 、地 l ド担設式に鑓更しようとする共同柿案も 、大都市に立案

されんとしてゐる。骨って 、都 ￯ｬｪ ｾ の Ｑ 団結から 、 匁 ＶＧＡＺ ｫｾｾ の不鰭裁から色 、 修繕の ｔ こめに人

川の這入れな い小規模併は、改修の度毎に路面を堀返さねばならぬ不合理から、これら全

部を包合し、自由に地中修理をしうる大規模共同構築の試験的質施がキつにことはあっ? こ

が。厄たな経費を要することから 、主JI に普通することは沙汰 11:みとなっ てゐ? こも のである

が、 1938年頃より防空の見地か らl年ぴ本案が路頭 し、 愈々本絡的資施 に移らうとして ゐる

のは 、 これ迄の都市計註のそれよりも今日の防空都市化の立1，&1の方が如何に強し、かを示す

よい例設である。

かう云』、風に 、令って試みられ、立案され fこが、経t向上のことから、輿論をうることの

ＱｉＧ，ＧＩｪ ｾなか っ ｔ こものが防 空の波に来って再編されるこ とを、功利的に みて 、 あるひとは「防

本の輿論への便乗 J e 去ふ D ν j 主主に利 口して、官ij から の都市の:(q'.: . t を現賀にみようとする

のである D 巴里il ' i が地下鋭公fQ'の募集ポスタ ーに「地下餓の延長は 、2さ裂を交りる際には

立i辰な ill 主主11' 所となりうる 」 と、 111:界各附が割合に大規模の i!@過装置の階浩を秘絡にしてゐ

るのをよそ に、堂々とお民入りで一般公開 して ゐるのは 、こ の便乗 と、 rr悼のにめとみる
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ほ か に 考 へ や うがない。

このバリ ー地j - "織の防空f史ヲ持政策に就いて面白い指話がある。

かう云ふ風に巴里が自身の地 F 織を? 防空上大きく評償 してゐることは . 敵 封園の然政者に回全つ

りさす 、 これを臼分 の乎で司王質そ うであるか Ｎ 確めそうとする志聞に↓唱しらす刺 ｾｩ ｬ￬Ｚになるのは憤然

なことでめる。そも ε L s' l l 関西が獄逸との閥抗に防備を強化し了へにから 、正規の攻濯では十分

な成果を牧めることが ｬ ｊｩＮｴ＾艇ないと翻念してゐる。 Ｕ 濁ｾでなくて ｌ 空軍を披充して 、 巴里市その他の

電要都市ｾ襲 ム ［ｈ・利 ｬ 立言 ｦｦｩ しも考 付〈ことでめる ｯ tごがよく 縦横に巡されてゐ る巴恩の地下織が、果

して傍関西の去ふやうな状態では 、こ れl ，{ 中々容易なことでない . とみに猫逸政府の L ・C . A t  L  

. C ・V のこ秘符周は匿名の防毒専門技術者N o. 91こ、果 して都市の上空からもI十字武斯の撒布は有効

な方法であるか 、の意見を求め 1: 。その答申[ 立 、欠張 り賞十字などの I>( 斯や 、パクテリヤ含撒布するこ

とは、原則的に -;}i 芹IJ で、'fl行 L 左 腿困難でないと云ふことでめっ 1: 。資十字文斯の比重は城氏 20皮

で 1. ＲＶ で 、 ＱＰＰ 庖 につき ＷＹＮ Ｕ リットルでめるか ら Ｎ恒久 性を保 ＱＺ せ る ＱＺ めに、他磁の Ｚｲ ｾ ｍＲＮ 5 リ

ッ トル混入して . 答積82 リットんとすれば、おさ 2米の肉筒が; 直営となり 、外3設を算入して 、 100

庖爆強にすべきでめると附言し 1: 。そこで、ひそかに専門の科筆者全巴里及び倫敦の地卜餓へ' i I : c， 

せ 、 地下級内 ｭｾ Ａ･科接的 ｬ こ ， Ｊ，Ｍ流状態 、 パクテリヤ浸入皮妓忠、状態等調査せしめ ＱＺ ので め る 。 これ

らの待穏スパイ闘の報告によって 、 猫ｾは「巴皇 、 倫敦の地干銭｛土防護地帯として Ｕ 走 塁ぎ なものでな

い j t 言忍定し 7このであ る。

Wi ckham Steedー“ The Ni neteenth Centurv and A[ ter" 

この秘持 ｩ ＧＱＧＮ･ｾ主力Ｚ ー ｉｉｴ に知れ初め ＱＺ の Ｈｩ ， 19341下にウイツカム・スティード氏が「十九世紀以降」 誌:

1934  J u1y  

に猫ｾのパクテリヤ 笠製作戦計立 ｉｊ と云ム標題のもとで Ｎこ のお Ｕ 逸園防省の校、統文訟のことを＿ばら

し? こからである。勿論猫逸はこれ らのことを全幅約に強〈否認しれことは云ム迄 L なし、。カツタス

ノ、 ー ヴエナ ー・ ｆ ーゲプラット ｾＱ ｊ［やノ、ンプノレグ・ターゲプラット紙等のナチスの機側紙は逸平〈エ

ルネ λ ト・プ ノ レクハー ｉ 、、 その 他 の評 ， 論家の事 ￮ｦ 無根論ｾ _I :，殺し、冷笑もし 1:
0

[ ' 十九世紀以降 j (よ

スティ ード 、の吉分のＩＧｪがす ｾｴｴ でめると云 ふ 反駁カを再殺せないわりにゆかなくなって、一般の 興味

ないやがうへにし おめ 1: 。

このウイツカム・ 1 ナ ー F と云ふ人U: ，めるとき猫逸 を亡命しにオツ トー・レーマン・ルスプエ

“ Ger man A  l f  F  or  

J !，. トに ， ｾ萄逸以外の臥州各凶はｬＧＹ￼ ｩ 生ｾｬｪｉの蛾充にもっと校一へｼ 二 つでもよいと云ふ「猫逸空軍力」と

ce" George A l1en &  Uni on Ltd.  London 

云ふ猫逸の再軍備の暴露文 Ｕ バ ｴｾ かせ Ｎ そ れに序文台 ，ｾ Ａｽｾ 、 て公 干 ｉｊ し ＱＺ り 、 国際情勢をこんがらす， 1中

々うる さい外交評 t治家で L めつ 1: のでゐる。 t: ' t: 、彼{ 立究局 . tRi 劇画 、" * 閤等の将来溺逸に敵針す

る懸念のめる猷洲諸国に 防空施設の必要企' しらしめ るに めづかつて 力めつ れのでめ る。

この爆 ｾｲｾ の容量のテ Ｍ Ｙ 一 大して今 ＱＱ では参考にもならないが 、逸 話として商白 いもので め ＧＭＧＰ

これで、都市了Ｎ署員非日 ［ｊ ｪ 宗と の これ起 の ｬ 例聯 にｾ［ｴｾ、て目前己しにつも ｬｹ であるが、Ｔ＾Ｚ［ｦ［Ｚｾを ｩｬｬｬ

じて浮上る 命題を必でふ ｉ［ んで世 ｾＱ こし、と思」、。

そ L そ L 技術のを苦ノ主の端祁 (lii ¥，' ; 目先にめっ 1: 。ア 7 リカの土人主主 に限 らす'・: : n の器具合しって寂j め

て池山す銭用具( : J : 武; 拡でめり 、 ダマスタ銅の111初のi史月] ( 主東洋に) たげるかlでめっ 1: 答である o tごが

この端緒の式器{ 士端緒 fごげに止よらないで 、 ぞれから後領して展げていつ 1: 技術全般に先がりてい

つ1: 。
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L ， Beckー“ Gesc

今日の旋盤の最初 の目 的は管状 に中を〈り抜くことあって 、 それは砲身{ t > 造る にあつれと「織の

hi chl e d田 Ei sens"

歴史 J で . Tl- ード ウイツヒ ・ペツクが軍事技術の先行性に資料を奥へてゐる。

「古代 には. 戦ひは建築技術に大きな影響を奥へ? こものど。時には非常に 、時には緩慢でめつれが

究局不可分の関係にあつれことに主主ひはないその営時の戦術にあつれ形態や構迭に強ひ? 二のは城

廊や先手ばか りではな〈 、民家、油売i堂さへも 、 その時代の戦術のゆきかれる? 反映し 1: とみる在だと

なる 、待徴のめる形や構造はいくらもゐる。だから i時代、時代の残存してゐる主主築、使用材料の似

向{ t > 調べることによって、 その時代の戦術の傾向を窺見しうる」

中世より浅ってゐる猫逸都市の{ 主家によくある 、家屋の上階が街路に突汁" してゐる塑式lム ア 皮

日本の築城の忍返しの役目の様に、街路上の敵兵を鎗で突くれめにあっ? こと去ム後生原因が、 その

餓様式に固定されれとみるべきであらう。

江戸の道路が不規則に出来、江戸減に向」、不案内な侵入軍はこの道路で主主込むとの見解のもとで

割合に貸し廊の街衡の儀放置しれ江戸の都市計童家と等しい臥洲の封建時代でい侵入者の錦E寄金

断ち逗込める袋路 k か、伏兵を随所におげる凸凹の家並/ J ; 割合に訂正きれなかっ1: のも矢張り作戦

上の理由か 01: 'C云はれてゐる。

吾図 に於げる 城廊技術革を逮』たも全く産業組織と因果除i係を持ってゐる。城廓の起りは武家の前身

地方家族の音量生と同じ理由主? 持ってゐる。そしてその地方家族は叉地方におげる生産の元締めでも

あっ7こから 、貿に「城廊は武家のもってゐ 7二経済力主織力との結合 し1: 成果でめる」 ことが資生営

時より の契約でも めつれのである。

RP ち自家防衛として、一門及び白領内に居住する生産従業人民を協議すベ〈 、一旦他族の侵入め

る場合には、こ れらの人民を砿兵に仕上げて、樹 、堀、減量によって防い Tごのでめっ 1: が、か〈の刻l

〈、減廊が生産と結{ 寸 L、てゐる以上、生産集散地と都市とが雌れることの出来なくなっ Tこ中世以後

に い 城 廓 は 矢 張 h 都合主共移してゐるのである。

中世の半ばから 、来楽に主主ってからは、 それ迄の山地域廊殊に多人数を収容してゐる居城にめつ

ては包園されれ作械に入つ1: 務合食物貯蔵椛には限りあり 、 その補給その物質はf中身容易に求め得

られなかっ＿こ。そして臥洲におげる虫 ｕｾ 長期の色圏全うげなくても 、 兵糧が設きれば官官城作戦を 放

ｾせねばならなし 、、不 利からどうしでも除に主義る策を放楽し下山せねばならなくなっ Ｑ Ｚ 。農場 、 牧

場')J.Io里、物質の貯蔵と集散の地に近づいれ鮎は確かに卒野に入つれ刺鮎でゐつれが、山地丘陸に め

るやうにー眺でー図ぞ監腕するに都合忍くなっ1: し、 まれ多分に軍事的機能の袈失は免れなかっ1:

云ひかへれば、こ の後WJ 者防品期に入る前、 まへに要害の地に めつれと云ム日: 本城の凌展主主主止は、都

市の近隣或ひは都市の内部に丘陵をもってゐて 、城構築後、周回に減下町が祭主主するやうな 、和歌山、

姫路、高知、金海などの地に謎ばれ、卒山城の様式を7主主つ 1: 。之等の卒山城は、常に今日の生産都

市として必須係件でめる水陸交活の要衡の地でもあっ1: 。

要害の地より都市に移って、都城となってからは、都市のもつ貯臓主主は以前孤立減内に貯へられ

れ分盆とは比べるこ主の IIUlleない多量でめっ 1: し、又次キに生産による稀給もしえ 1: のでめる。

日本の都市と減郵が符者以前より岐に駄f州、支那にてはニ者は双生見の附係 にあつれのでめる。

「城は以って民 営盛る」は支那城色の形態 と内容をよく 表はしてゐる。都市と城廓と桁援の最なる
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ものは支那の都械である。こーれらの例 lま枚患に逃がない。その日本でも大化の改新時代以降には 、

羅減を防備施設とする難波、平安京など、 この支那築城郡市の技術が とり入れれ ご とはひとのしる

ところでめる。

こ の卒安京ｾ設時代よ り Ｎ 駁図直前活割合 、 城廓 ｉＡ 都 市と 雌別してゐ ＱＺ 理由 は外 に あ る が 、 今し

ばらく これを?置 き、戦闘l時代を経 1: 後の都減のもつ文化、工準は全 〈一都市、一園の文化の工獲の

さきがりぐ先行〉をなしてゐ 1: t 云ふことに自寄れてみやう。

大坂城の今日 に洩 る土木工事 lま今だに不思議の一つでめ る。この大坂域及び 名古屋城工事を縫蛍

しれと云はれてゐる 1J 日政清正( 立、笥・時の最もすぐれれ技術者でもみつにし、蛍時の最高の技衡をこ

の築城に振つにもの に主主ひない 。

安土I時代に入ってから 、全〈 城 lま笥l城とな り、書I¥J; AI ま防禦施設の機能 l二、都市文 化の表象せ る禁

術品主しての地位に上つ1: 。了皮f ; ，'q州対主ltl 時代の中葉以後の立川 、ー↑止 をm駿し 1: 名医巨匠が城の

設計意匠にｾｾつ ＱＺ 。

大坂結城Ｚｾみれ徳川家 ｬ 立 、 こ れ迄一都合ｻｻ＾ ￭ｦｉ ｾｊｾ 的 に 防備 する 多くの支城の鮮立してゐ る君事ｾ改 め

んとして 「元利一圏一城令 J によって、軍事的用途のみで政治的色彩含帯びない城l主、戦ひが伐に

禁止されてゐ る制度では不用でめると 破撲を命じ 1: 。 そし て、f荷ー図の政治的中心主観l城の捌[ 系11

強聞なものになり 、城下町は衣第に近代生産都市に -29一歩しのびよつれのでめる。

戦闘時代咲からでゐるが 、 戦能によって 、 城下町営地域Ｇ，Ａｴ ｵｾ し 、 移民も試みられ Ｑ Ｚ 。今日の 主主屋

町、盈屋町がこれでめる。ギルド・制 によって、生産方式を悶めながら 、ーカ技術を擁湿し叉賢建を・

促し 1: のでめる。乙れらの こ とに就いては多くの着替がめるので省く。

かかる迄治んに軍事: 施設と都市 t の結合の月号史も 、徳)11中興以後{ ま全く都市防備が者1¥市の必須僚

件に入れられなくな b、明治時代に入りて、変に，色、激に都市減廊は j主i泌されていつ t: 。

かうして ＱＹ 世 紀中ほど迄の歴史では 、 日本 、 副Ｈｾ州 共 軍事技術が 一 般技術を先導してゐ Ｗ 二 、の �［ｌ 、

つのま にか逝の形 にならうとしてゐる ことでめる。

「十 八世組末葉の西ヨ ーロツ パの道路網の後主主には 、 軍隊、の輸送が この をま主主の大きいｪｊｩＱ ｊ ｾ でみつ ＱＺ

こ とは疑ひをいれないが、 その l直前の産業平命もこれに大L 、に作用してゐる ことを' 認め ないわげに

はゆかな L 、。ナポ レオ ンが架橋技術、道路建設工事へ大き い期待をかげでゐ? こことは事変でめる 。

ナポレオンと云へば、 華々しかっ? こ侵略家 ナポレオンの姿を怨起ぜしめ 、 この様な工芸品工事もーに

侵略作戦の仁めと附合されてゐるが、必争しも このフランスに於げる工準の安達の原因を全部突 11-.

めに言紫で fi なL 、。成恕ナポ レオン [ ま何事も総合しうる秀でに作毅家でみつにが、 ナポレオン[ ま侵

略作戦家と同様な地位公社令改造家としても自主主して ゐ7ここと を裁らねばならな いし、 ナポレオン

でなくとも 、 ゐの権勢をもっj 事政家 IJ . 賞時の工準の凌主主を放置しておく わり はな い。

ｾｌ に ＱＷＴＮＷ 年 、 橋交投何ベ ロ ンネは ｲ Ecol e  des pont e ct chausse' es J  ｾ開設せ しめ ＱＺ のを近代 Ｗ ラ

ンス工纂の端緒とし て、今日のシムプロン ・モンセ二ツス 、 セン ト・ ゴ IJ - J L- 1、、の鷺要なる道路は

Borght ー“ Das Verkehrswese"  1894 

それぞれ 1805年、 1812年、 1830年に完成 され、臥洲は「十九，世紀半ばには主Tごつに都市は凡士、道

路網の結み目となっ1: J

この十人世紀末期か ら十九世紀の初期にかげでの、 この工豊島技術の待穏性はがj に述べ? こや うに、

r  ｊ￯ｴｴ ひの技術は卒可 ｦｊ の技術企追越し」てゐる技術の暦皮のｾ［念に 、 会く勉裂を＿奥へ，Ｚかの様な状事。
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ケ示すやうに至つ 1: 。上記の畝測の例もてうであるが、 この紙幸子な例はその頃の英凶でみ る。

ＢＪ図 ＱＺ ては 、 Ｑ ＸＱＸ 年より ＱＸＲＹ 年のＡ日 Ｑ にま主にイングランドとウエ ー ルズの聞 に Ｖ Ｐ ｾｻ もあ る ｬ 幅員 の砂

利 数の道路が 1000尖哩に亙って敷設せられ、 見コツトランドに於いても 1803年に 900英 l盟の秒芹IJ 道

と1000に めま る橋梁の架設工事と を開始してゐる。 これらはすべて軍事とかげ陥れ1: 、管制を目 的

としれ民間事業で行、はれれのでみ る。

運河に於いても十人世紀半ば迄は、見るべき運河は英図 になかっ仁左云ってよ い その頃よ りサ

ンキ」 ・プルック から セント ・へレ Y ズに出る運河{ f 初めとして、 1759年 lこt l: ，ゼームス ・プ リy

ド・リがプリツヂウオー F 一公 迩河を建設してゐる。 この運河はマンチエ旦 lJ - 地方の貨物ケメルジ

河 口に蓮 ぴ、 アーウエル河に主主する湿輸機能{ t > もつものである。

か〈して、 カレド= - ア運河や、 アイルラン 1"に衣々 に計宣されに運河と共に今日 の茶園漣河の大

勢を決し ＱＺ 。 こ れ によ ってＲｆＭ和産業Ｚを振興せしめ 、 戻って窪河投資者に莫大な利金 ｻｴ＾ ｾｩ らし ＱＺ Ｐ 7・

Ｇｪ ツヂウオータｻ公運河など は ｂ ｦｊ ｾ並後 、 最初一ヶ年の成績によって ＲＰ メ以上配営を出資者に輿へ て

ゐる。 も

このことは建築、河川 、土木等の色んな工事技術の集結t _ ，てゐる十九世紀の都市計遊技術にしよ

くこの鑓調の様子が娠されてゐる。一九して 、十九世紀以後に出来 1: アメリカの二ユ ーヨー 夕、シ方

Scammoz z i  

プ等の防禦の何ものかをも念頭に置かすに習を ｩ きしてき ＱＺ ｜｜ｉ ｾ￯ｬ 止 、 ス力七 ｙ チの百十主主で 、 十六 ｼ 仕組の末
Pal ma Nuova M alt a  Laveletta 

業に完成され? こバルマヌオバの街とか、十六世紀に什主主され 1: マルタのライレツタの街とは、丸切

り街の趣きを? 具にしてゐることがわかる。

その他 三十 年fl刻表以前の都市外耳目構築法はパ ルマ ・ヌオノヘ ラベレツ F 等のi走者 の方式になっ 1: L  

Castr u m 

のが砂〈な し、。古〈は 、ロー マの移民都市のカス トラムは一つの都市基本製として 、その際問 11、話時

Spal ato  Di okletian 

の見ペノレF のデ イオグレシャン宮殿を初め 、 その1去の中 W: 紀に 返る迄写本悩殺を必要と する都市 11

A igues M orles: 

多〈之 に ｒ リつれのでめ る 。 ＱＲ ｾＮ Ｐ ｾ ｆＭに建設されにアイギユ λ ・ モルテエも矢張り こ の流をくみ桃子製に

ぜられてゐるが、正方形型が長方形 に縫ってゐる c それから防禦戦術の聖書還の彩響を受付て次第に刻

Heti ter 

往時代の図形都市 に移ってゐる。 この図形都市の濫飽は既に紀元前2000l l'- の| 図形外廓都市へチテル

乱1adn gal K arl sruhe 

にあると云は れてゐるが、定裂として現はれにのは 、λ ペ インのマ トリ ガルやカ ールスル ー〈でめっ

て、総て相手図に包囲作戦{ t > 採 られれ折、市街の内部 に於いて 、 自由に武器、火砲を民主司郎l に主主せ

る蕗に軍事上の待徴を見出す。

SCorzi nd1 

殊にルネサン λ 様式の都市計笠には、 この定型は 、軍事術のアイデアと交流して . 昼型都市 ; ! J レチン

ターを迎想都市としてゐる。この頃力、も 、校 笠o結んだ多角型都市主力、阿形と星形との複合 都rld，こ

の時代に出現してきて今日の華やかな臥測都市の主慌をなし t: 。

?ごが、前述の産業革命前後、資本主義的74影響が多分に織込まれに地域の都市から 、 この' 1

'

i!t*巳

Front enl.:: ricg  

都市の軌道o脱してき? こ。その頃から作戦に次第に野戦h 移ってきてゐて 、五五でも唱えひが先行して

Baron  Hauss.:nann 

者11市から城廓 し 保窪の革委を潜めきしてゐる。十九世紀の牛ぱにノ、ウ A 7 " ' . / によって改造されれ巴

里の大活りが最後の軍事的な色彩を帯びにものと して、 それから自由主義都市に方 向を轄換してゐ

るb そして欧州の都市計i l i : の理念もアメリカ の場合 と大して喜怒 もな〈なつ1:
0

かうして 、 これで ーニ

C ivil Engeneer i ng 

十世紀の初期で は 「工翠，技術 J C  01ぶにはづ かしか らね状態とはなつ れ。
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二十1比率巴の産物フランク 7 )1.ト ・アム ・マインは決築住宅都市として、イルリン新地域は工務都

市として、全く ｦ 伐ひに井正粂ねな〈延 び延び建設され 、 減ｾで区切られてゐにそれ迄の都市も無軌道

に抜大されていつれ。軍事にぬ出されれ都市計量おふ衛生主生産と歎築主厚生の? こめ にOt 直されれ

だが「それ迄、近づ〈ことの出来なかっ 1: 支族の石の域Eまいキヤノン砲め前にひ とれま りもな

'<  ｈｦｬＡｬｬＮし ＱＺｊ 如〈 、電 線 、 ガエぇ管等ｾ縦横に張 ｢ めぐらされに近代苦下市い近代都市の必要の ｦ 二め

近代都市が遺つに機械( 飛行機、爆薬、ガス〉にゐへな< sj1J 臨する湛命に再皮陥って いつれのであ

る。

かうして前惑を仮かへって再考してみると 、封建時代の畝洲、 日本、支那の三つの都市の軍事装

備を較べ考へてみると 、現在の都市工皐防空は支那の場合に前似してゐる。

新i に云つにやうに、支那城廊法の移入されれ2 f ! - 安時代前後のものはさてお号、 主流でゐる日本の

封建時代の城廓は、まま生原因かもして 、大して都市と給付いてゐなかっ t: 。そして都市武袋はその目

的が都市にめることよりい城にめって、軍事城廊の持久防備のにめに、和歌山、姫路等の城下111J

が附加され、卒山械がき苦主主してゐる。それが畝洲では、 カールエル ーへその他にみる知1( 、都市主

城廓は割合に共倍してゐて、 その主目的ケI J ' i J1.包 1_，難い L のがめる。城は民自? 盛る器でめる支那城邑

の方式は、都市を? 軍事防illii 施設とみるより、民自T防議する? こめに城壁がめるとみるべきでみる 。了

度、現在の都市空滋は都市内にある兵舎とか、司令部を回擦とするより 、 もっと大きい目的を工場

交惑とか、都市のもの生産機能に肉りてゐることから 、都市防空は都市自身の? こめにめると云ムの

が、世界の主主念でめらう。全く文司{I の務 i年と軌を同じ〈する。

建築が防空に結付い? こ今日 、 自出張展都市は何庭へ行つ? こか。

自由都市計査が最も高〈見積つ? こ帯妹都市に吸着して 、防空都市計量ーはこれから延びよ

うとしてゐるのである D ー帯 i伏都市は人口 lこ11)I J約をうげてゐるが、重要交通機関を大道路と

し、その雨側の一定距離を商業と政治建築の? こめの用地として 、いくらか隔てて位宅地都

がこれに附随してゐる、この形態は全く防空都市の理念に合致してゐる。 沿海州その他サ

フイエツ ト東部等に建設される分散都市はこの帯拡都市にすることによって、都市計霊上

の防空の問題は殆ど解決し? ことサフイエツトではみてゐる。即ち都市の重要施設が核とな

って図形に集中してゐる塊献都市に比すべ〈もない位、この帯jj)¥分散都市は宰製機にとっ

ては目標を定め難いし、叉空襲被害の感度も在yいのである。

か くして 「都市工接技術」は 、語源的に「技術」が軍事的な意味合の含まれてゐることか

ら、 分離 して二元的にかう呼ぶやうになっ? こものの、又一元に復蹄して、軍事的な色合が

多 分に浸潤してくるやうになっ? このは 、論型的に考へて 、 ダニレフスキイが 1 181 9世紀に

おりる技術史の概観J ( 1934年〉に於いて云ってゐる次の言葉を承認しないわりにはゆか

なし 、。

「軍事技術や、軍事と闘係のある総ての技術分野のE受注は 、 ぞれ以外 の 生 産 部門の技 術に

較べて念速なもので ある。技術の先端は 何 よりも先に軍事 j てのことに利用される」と。 誌

に本稿を通じて、 一つの命題が浮上がる。
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本稿では、防2さと工撃の閥係を叙 ト. の如く 、論理的7ょ百卸li 手の内包聞係には燭れなかっ fこ

が、ハンスシ ヨツツべルゲルは之に及ん で 「造営技術的防空に闘する色んな要求なるもの

は、究局近代建築の志間色合致してゐる。進皆技術防空は防衛科撃でなく 、逃替工率方面

の専門家の研究の ?こ めに設げられに領域である D 経済的閥係を見究ね lまならぬ乙ととか ιγ ‘

技術設計営要す ることなどから 、技術的防空は 、建築分野の重要な部分に這入ってき? こo

- 一 このことは今日迄、遺憾ながら顧みられなかっ? こことである」と D

ま?こ、近代資本主義勃興時代の十九世紀末葉より二十位紀の初期にかりでの国家的制念

から離反し? こ「自由主義」の思想しその貰顎の都市及びその都市工製の} ど忠{ は 、今日か

ら考へてみると 、先行の封建的な思想に封する反動要素とみることが出来ないか。? ごから

ー商からか う去ふことも云へる 。都市もそれに附添』、都市工撃も 、他の部門が そうである

やうに、閣家的意聞に副はない映り、イr. 績を許さない・情勢がひしひしと押寄せて、軍事技

術との再結合の反般に移りつつあるの t:' が、 これが、，也つ? こより 急: 速に行はれる のは 、も

ともと 、同じところから/ : 1 - ¥1 こ双生児で ある ことと、もう 一つ は11止命の志闘の動きやうによ

っては、一度にやれる統jlil J され? 二世の中でもある から であらう 。 ( 2599. 1.10)
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都 市 の 消 火 施 設 乞 水
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l 都 市 の 防 火 施 設

我闘都市の災害に針する抵抗力の脆弱なる1 ¥i ; に失はれる財貨は年々莫大なる高に J 二り、

就中火災の震には六大都市のみにでも毎年 1. 800寓岡以上の損害を生じて居る有株にて、

資源不充分なる我閣の閣情とし ては、 か〉る浪費は惜み ても 徐りあ るものと 云ふベ し 一

刻も早〈諸災害に劃して強靭なる抵抗力ｾ有する都市の質現を計ることこそ、目下の急Ｚ務

とすべきである 。

殊に現今の如〈都市の上主主が何時職場とされるやも知れきずる岡際情勢の元に於ては、緊

急の際には都市の防護は都市自らが負婚なし得る質力i . > 有する事は絶封的に必要であり、

空襲が相手闘図民の精利1力の減殺を目標として企回せられる場合に於ても 、この意悶{ t >能

i 、限 り外し以て我闘戦力の減少を免れしめるは都市の革大なる義務の ・で あり 、こ の割に

於ても都市防護地設、特に防火施設の完備を急; " べきであると思はれる D 都市の防火施設

として最も有効なる方法は何人にも明かなる如〈 、都市の築造物の総てを不燃焼ー材料を以

て形成せしめる事であり、之が絶釘唯一僚件である D 併し乍ら現在にては大阪市に於げる

例を取って見るも、 |耐火建築物の全建築物に謝する筒積比率が i主に 1. 5% なろを見ても測

1) 得る如〈、我国都市の大部分は木造家屋より成立つて居り、之が全築造物の不燃性改縫

は質に容易ならぬ事柄であって、殊 に資材供給不足の折から 、最 J訟を要する事業とは云へ

短 日月に は期 すべくも得な い。

か、 る ｾ［に次警の策と して過 渡期的方法ではあるが 、 都市の一部に防火地域なるものを

「ブロック ｊ Ｗｉ犬或は ｾｾｪｾｈ えに設置 して 、 その地域内の築造物を耐火的 ならし める事に依り 、

都市の重要地区を防護し、或は道路、公問、河川等と相侠ちて一連の防火地帯を形成して

火災の嫌大を防止する等の手段を講じっ〉あるが 、 Ｚ＿Ｅｾ 1  表 に示す如〈我閣都市の現i伏にて

は、この第了. 次的方法に於てもその面積は未r:: 甚し〈狭少であって、都市内に安地の比較

的少き事 と併せて、防火地域が更に更に携大され るに ゴ1" ｾＧる限り、一朝の際には所期の効

果を禦ぐるに因調1，なる事と思はれる、

即ち現il 犬に於ては我闘都市は「燃えない 」といふ欣態とは甚r:: 距離のゐるものなるがniii

述の如〈不燃都市 の形成を 窮極の理想 、 として 、 高ｲＮ Ｔｴｾ 排してこの目標に向って刻一刻 ｩ 直進

すると共に、 その竣成を符?こす・して、眼前に迫 b来る危機に罰し てはまにま r:: 都市は 「燃

えるもの」と しての方針の元に、消火設備その他の主j策に 意を 用ふべきものと考へられる
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第 l 表 六 大 都 市 防 火 地 域 率

都 市 名 1 1T 蚊 | 都市計設 地 域 面 積 | 百 分 率

東 京 I 1.761. 00帥 I 169.072. 422. 坪 I I. 04 

京 都 I 45. 735 97. 551.755 I  0.04. 

大 阪 I 199. 48Cl 1  68. .' 62. 310 I  0. 2. 8  I  

桜 瀦 I 189. 0∞ 1 4 2 m臼 1 0 4 4 l

納 戸 I 169. 104 I  4.0 別 962 I  ｏＮｾＮｉ＠

名 古 屋 I 86. 530 I  ｾ Ｎ Ｙ Ｎ＠ 736.  081  I  0. 017 

消火施設としては消火機関の強化を計ると同時に、之が阿部なる活動を助ける震には迅・

路網の完備、空地の増設、消火用水利の逝? れよる準備等が象げら れる D 大阪市に於ける道

路、公問、簡易等の公共用京地の占むる率は宮市内にて慌に11 % にて、東京市の18 %、更

に諸外岡都市の30乃至4 0 %に比して は幌度に少 し 如向に可燃焼物が密集して居るかを 1;11

｢ 得られ、且之に ｩ 討する 主力消防 ｪ 投開Ｈ自働車 ｰｾｮ 筒〉が凡 ｖｌｊ 千乃至五千世帯に就き Ｑ ［ 幕と

し、ふ有様である。

消火水利としては、全市に渉る 各街路上の 上水管に 附}話せる消火栓を用ふるもの、即ち

上水道を ｾＷｫ 源とするものの他、河川、南ー 築 、 各戸の井戸等ｩＢ数へ得るなるが 、大 限市に於

てはさ停に河川の配在多〈、全iljitii 碕J ) ] 0.% j;) . J てをも占 め、従って之等を消火川に利用し得

る阪城も割合lこ蹟L、事と思はれるが、

術附闘第! 闘に見る如〈高地その他に

て自然水利の存在せきずる底抜も亦却 λ'

蹴いのである口

4主

切なる水利の設置を乏! : ぐべきで あらう

今大阪市に於て一時に数多のケ所に於

て火災の起る如き場合を橡想なし、 そ

一

問

一

隅
『
川

4迩可、
相

当

附

寸

.

大

¥

悶

第
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の際の消火用水量を概算し、河川等の利用の便少き匹域の現在fA申告水量と比較して、手首I充

水利の設置に到する 参主ちと して見る。

2.  非常時に於ける火災費生朕態諌想

都市に於て、一時に数多のケ所に穫する如き火災の原因は、平時にあり ては地震 、暴風

等に依る家屋の倒壊、戦時に於ては敵砲火、空襲等がその例である。

地震に原因するものに就ては、大正 12年の関東大地震の際の東京市の惨害が想起させら

れる。木造家屋の多かつ fこ東南部の殆んど繰ては焼桃つ 1: あの大火災も火元が、 100ヶ所

に満? こまるもので あっ fこo 我岡都市とし ては未亡経験せき' る こととは云へ、一度敵の25裂

を受 t11こる場合に、l波壊弾、三えし 、で焼夷弾 lこイ1. { る攻撃に針しでは、地震の場合 と間経過に

て更に大なる被害を想像なし得るのである D

度々例に取られる通り 、今日の爆撃機の性能にては 、爆開搭赦量2000乃至3000I i : f ; 、航続距

離4000粁は容易とされて居 1) 、今眠りに大阪市が空襲目標とされ? こる場合には、、防空飛行

機、地上砲火等の銭壁の防護陣の阻止にも拘はら十最小三機{ 立は隙間を〈ぐりで市上空に

姿を現はす事は有得るものと思はれる。杢裂が目標闘の兵姑地 繋j威主同時に岡民無力 の泊

央ぞ目的とする以上、我園都市の如き可燃焼都市には 、小:数の大型爆弾よりも小型焼夷開の

多数を有利とするは明である。今 2機が侵入なし?こるとき は、その裕' 載量合計はが}5. 000Jif;

と見なし、 この中牛教を大型自主壊

持、残部を l I i f ; 宛の焼夷弾となす

ときは 、2. 500ケの焼夷開を投下な

し得る こと となる。大型破壊弾の

投下目標は限定されると考へられ

叉落下の際には相首強固なる築造

物に於でもある程度の被害は免れ 九

得ぎる事なれば、之が木造筒医域 .!. 

lこ及寸被害は如何とも成し得さ' る、

ものにて、一般木造荷にて防護上 J  

問題とされるはノj 、型焼夷弾の場合 l  

であ る。今前記 2. 500ヶの焼夷弾 に

を全市に凡一様の特度tこ撒布さ れ

Tこると きは、 全市商積 187平方粁

の 内約 ＱＵＥ を河川、ｾ地 等の震効

力を示さｾ［る部分として、約 ＲＵＰ

米平方に l 弾の割合と なり 、叉会 第 2 踊 震災= 於ケ ル東京市内ノ後火ヶ戸iJi ( ・E[J)
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第 2 表 大限市の商積及世帯数 Ｈ昭和 ＱＲ ｾｰ 調 〉

Jilk 面 強 | 世 帯 数 | 広 面 積 | 世 帯 数

東
6卒.51片5粁9  

3472S 
| 西 淀 川 |

21.270 49747 

西 4，260 2SJ69 

11  

i砦 9. 320  74724 ・' ・

南 2. 730 ＲＰＱＳ ｾ Ｎ＠
il 大

9. 170 30700 

::jlJ 8. 7S0 S2M6 
| 住

39. 340 702.29 

漠 3. 790 32473  
| 東

10・980 74928 

天 王 寺 | 4. 400 2724.7  7. 080 ｓｏｾ Ｎ ＱＴ＠

此 11. 440 SQ6S3 

11 

旭 18. 620  4.42S8  

29. 630  S32S0  

11 

平方粁

言十 18.733  6911971世帯 3012022人

第 3 表 関東震 災に於げる東京市各区の琵火 ケ所教

区一 積 | 火 元 歎 11 区 名 | 面 設 | 火 元 政

深 7平8方3粁l  
11 

11 本
6. 077 IS 

浅 草 |
4. 806 31 1 日 本 橋 |

2. 9M 5  

置* 3. 074 J 3 
| 京 橋 |

3. 773  10  

麹 8. IS9 9  
認E i  4. 827  4  

芝 9. 390 7  
| 赤

坂 ! 4.226  3  

麻 3. 971 
。

11 ｾＧＭ S. 07S 

"  

小 石 川 |
6. 4.9S 3  S. 04S  う

四 2.771 

市の凡16% の面積に首る束、西、南、北、浪速、天王寺の六慌のみ配布すれば、約 105米

平方に ! 神 の見首となる 。之を第 3 表の関東震災の場合と比較するに東京市内にて最も護

火ケ所の多き浅草区にて平均 394米平方にで l ケ所 となって居 り、見方を換えるならば、

約 400米平方に l ケ所の割合にて、康範囲のl瓦域に火災が同時に禁生 し?こると きは、既に

充分大火災 となる危険性ありとも 云ひ得る事なれば、最ノj、限に見ても之の商積を平時に於

げる完全なる 防火施設の l 単位商積として取るべきであら う。

戦時 に は前記 の 如く侵入機数 、 被〕軍医域の多少にて ＱＡｪｾ 態が異り 、 或る場合 に は平詩集弾を

交げる事等も生するる 故、こ の l 翠位商D 'H '極度に 小 とな す事は理想なれ ど貰際設備に首り

では或る 限 度以上は期待は出来さ' る故、こ の場合の標準として前記 105米平方に 1弾の場合

を考感し、且市内の街辻問のie般が多 < 80乃至 100米なれば、大髄 100米平方を取れほ先づ

無難には非ぎ るか とも思はれる 。
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3. 消 火 用 水 量

火災の生じ? ころ場合には、消火機関は直ちに火元に馳付り最脊りの7k利に、その「ホー

ス」を連絡せしめ、射 ｾｈ 水の水区と水量に依りて消火の目的を濯するなるが 、 河 川 、貯水

池等 に水源を求u ' る場合には仰筒 に依りて射出1m力を必要程度・迄高めるものなる故、之に

陸予る ￸ｾｰ 筒も主力機関の他に油営の柿助機械を要所毎に設置 する必 要が大 いにあるも のと

思はれる。

射出7kの到達純聞及所要ik査は「ホース」に流入する水盤、「ノズ J レ」の粧、使用時の風

の有無等にて異って来るが、屋外用の消火用「ホ ース」は普通f A 6. 3cm乃至 7. 5cm(2弘"

乃至3") 、「ノズル」は僅 2cm乃至3. 5cm ( 弘" 乃至 1 %りが用ひられる故、この場合の到達

範囲及所要水量を第4及第5表に示す o 1再刊す出7k の有効範囲は之等の約60，%とされて居る つ

第 4 表 在ｾＥＢ r ノズル」を 用ひ? こる時の噴出高さ及水量

水医仙、ｾ 1 噴 出 荷 m I  水 量 立 噴 出 高
*-

1ま

0.9 8.5 ＲＱｾＮＮ＠ 7  

"  

3.0 ＲｾＮＮ＠ 1  372. 0  

1. 2  1  1. 3  ＲｾＮ ＷＮ＠ 6  

11  

3.6 27.5 629. 0 

J . 5 13.7 277. 7 

11 

6.2 31. 2  676. 0 

1. 8  15.9 303. 6 

11 

6.8 32. 3 676. 0 

ＲＮｾ＠ 20.4 351. 0  

11  

5.4. 34. 1  5 5 8  

( 但し 1fJf;風時に於げる t立とす) ，

第 5 表 微 風 味 に於りる射 ｈｾＷｫ の 到達範囲

! 垂 直 高 1 71--卒蹴 ir 1 水 泣 1垂 直 高 | 水卒距 離 | 水 :ffi: 

*-
予i ク「ノ ズ ル J の場合

11 

lヰゾ 「 ノ ズ ル J の場合

14l  ｫｬ｢ｧ ＯＯ 川 ｣ｭ りｾ I  
(  20 

y l m 3刈 | 23. 8¥1 I  791. 1  立/ ロ

2. ti2 

21. 0  34. 1  

11 

23.3  62. 1  
(  40 

4. 22 

26.  8  41.5 4.80.7 

11 

32. 2 52. 6 
(  60 

一般に消火用として の水廊は少 くとも I.Skg/cm
2

以上を必要とされて居 るが、之の水路

ではg': l-" i ノズ ル」を使用す る場合にでも 高 さ約7米、 。水平距離 13米が有効範囲となり 、普

通の木浩了. 階建が充分その範囲r. ll に含まる〉事となる。使用の「ノズル」の僅は多様では

あるが大韓ＥＢ乃至 ｼ 孔 Ｂ が多 〈用ひ ら れる故 、Ｗｫ ｾ を ＱＮＵｫｧ Ｏ ｣ｭ Ｒ として、 ｬ ケ所平均約 ＰＮＵＴ

-sI.. j >;t 士見なし得 る。又「 ホー ス」の使用時間も火災の状況に依り大いに異り来るも 、「消

火は最初の 10分間l J とも云はれ、消火行動の若手が速げれば速い程、より 有効なるものに

て、且火勢がある程度以上 lこ強〈なる場合には、普通の消火方法を以てしては消火力 Z困難

となるは、過去の例より見ても底んある事なる故、是非共最初の 10分間に於て目 的を注す
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る耳ｾＮが望ま しい ものである。叉焼夷時の落下の際の燃焼時間も凡そ ＱＰ 分間とされて腐る故

時間的には 10分間を以て基準となし得ると思はれる。

即ち之以上の時聞を要 しでも 、銀火の見込立1: ｾＮＮる如き火災が康範囲の医域に 一 期に護

生する場合は最早現 ＭＡＡｫ の如き可燃焼都市の手 Ｑ こ及ばｾるものとも云ひ得るのでゐる。今 ｬ

ケ所の火災に 「ノズルJ 3口宛を使用するものとせば、前述の僚件にては l ケ所常り 16200

立 ( 16. 2立方米) を要する諜である。火災が前項に示し? こる如< 400米平方乃至 100米平方

に l ケ所の割合にて隣範固に生じ? こる場合には消火用水量も莫大なる量に j 二り 、河川等の

近傍はともかく、 一般の密集木造街匿域にてはこの水量を満足に供給し得るや否やは質に

重大なる問題と云はぎるを付与ない。

以下上水道の使用の可能、不可能の夫々の場合につき 、供給水量の過不足を調べる事と

する。

4， 清火用としての上水温水量

大阪市に於げる上水道は昭和 5 年に完成 し? こる第 4 回撹張工事に依りて

給水人口

卒 均 l 人 l 自営り給水量

2. 750. 000人

156立

l 日: 最大給水量 580000立方米

とされ? こるが共の後市人口の増加擦が急: となり 、昭和 12年度末には全市人口 301湾人を算

し、従って 1 入賞り配水量も減少の」とななきに至り、又夏期最需要季には僅 16" 1立の配水

管にでも7 k 座 1J { f に達せぎる場所も生十る欣態となっ? こD この鷺その後更に第 5 回撚張が

施工され、昭和 12年末にやうやく通水するに至り? こるが之の計叢に依れば

とされる。

昭 和 IB年度改想給水人口

卒 均 l 人 l 日営り給水量

最 大 l 人 l 日常り

最 大 I! 時間営り

最大! 日商E水量

3. 300.000ノ¥

211:な

261]伝

16.3ι  

ｂＶＰＰＰＰ ｾ ｜ι カ 米

関 ｴＷ ｋ 方法は柴島貯水池より判筒直送式に依り径 Ｑ Ｕ ＰＰｭｭ Ｉ ｊ 至 ＶＶ Ｐｭ ｭ の斡 ｾｾｩｾ 送水管 Ｙ 本に

てO. P 45米乃至47米の水頭監を有 して迭 lJ ｉ 対され 、 各所の流末の ｭ ｾ 力は現在では第 Ｖ 表 に

示す如〈僅 16'1位の配水管 tこて 2 乃至 3. 51 t f ; となうて居る。

この7K堅は今後人口 の増力Il e 配水管内の通水量の降下に依り漸弐減少する事は首然なる

が 、 人 口 増 加 が計霊より 以 上 に 急速に 。 甚し 〈 ならぎる限り 、 この Ｗ ｫ ｾ は首分の間保続する

ものと者へでも良からう。市内の公共消火栓は街路中の径3. 5" 位以上の' * 配水管に附属さ

れて居 ｨ 主とし て十 字辻或は丁字辻等の使用に便なる位置に約 Ｙ Ｐ 乃至 刊 ｏ 米の間隔を Ｑｾ と

って居る。その配置は区域に依 りて組密の程度に多少の差はあれど、大 韓 l 消火栓の捨首

1 1 5 8  



第 6 表 大阪市各区に於ける上水道配水管内水底

E毛 名 ｼ水摩 ｫ ｧＯ｣ ， ｮｾ 11 匹
医 11 臥 竪ー

東
1  2. 2  - 2. 7  11 天 王 寺 | 2  - 2. 5  11 大 2. 5  

西 l 比
3.1 - 3. 7  11 住 2. 2 - 2. 5  

南
I  2. 0 - 2. 4 11 東 淀 川 |

3. 5  
| 東

2.0  

ヰじ | 西 淀 川 | - 3. 7  11 西
2. 5  

浪
迷 1 2. 0 - 2. 4  "  

i者 2. 8 

"  

旭 2. 1  - 3.1 

する面積は市中心部にて 70乃至90米子方、す齢化て 120米平方位となり 、全市にて約 12900

ケを設置 して居 る。

f向火栓には接績す る「ホ ース」の敢に依り寧 口、 複口の部類があ るが今水量ぞ計算する

に首り全市の消火栓を線、て皐 口と考へば、之等をー買に 10分間使用し? こる 場合l二は その純

水量は

5. 4 m
3  x  12900 =  69660m

3  

となりて全市の最大 l 時間給水量 53790 m
3

を遺lこ突破する事になり て問題とならす、 中央

部の6匿のみの泊、火栓4240ケ丈使用するとしても 、22900m
3

の需要水量となり て最大 1時間

給水量の約42 %を消費する事となる。

第 7 表 大阪市に於げる公共用消火栓配置71犬態

区
l 消火栓に 1I  貯耐ロ

同 1こ l 医 Hす街'l(.f?'r.:に

主主する面積 主主する面干責 割 る 面 積

東 7叫 方 米 j 天 王 寺 |
9300 l 大

14200  

西 .5500 l 比
1<¥300 l 佐

12000 

南 5700 
| 東 淀 川 |

8700 

li 東 成 l 7600 

ヰ七 8700 l 西 淀 川 |
14300 

| 西 成 |
14000 

， 浪 5700 

"  

i巻
Ｑ ＰｾＮＰＰ＠

"  

旭 14100  

而るに全市の給水量は前述の如< 9本の幹線にて地域別に詮られて居払相互の間には

文管にての連絡はあるとは云へ、全市の水量を一部の医域に集中する事は不可能に て、叉

給水量は第 8 表にも示寸如〈種々の用途に消賀されて居るものなる故、金7 1 < . 量を消火用と

して一時に使用する事は困1 ! Ikでーある。ある区域に於て短時間に莫大なる消費をなさんとす

るときは、 その隣接医減共水盤の遮下ぞ来し、事合に依りでは使用目的に泊はぬ iIk態にも

なるのである D

前記 6 医のみの昭和 12年度に於りる人口合計は 106寓人にて 昭和 18年度強想人口 330薦人

の約32% に首って居るが、今 この区域の配水量の% を非常の際には治、火用水量として利用

なし得 ると見、fnJ 捜部の医域にで もその% を此の方面に援用なし得 るとせば、 総7} ; ，量は毎
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第 8 表 大阪市上水道使用途別水量殺

途 |

専 用 家 事 及 轡 業 用 |

共 用 家 事 及 管 業 用 |

湯 屋|

原 動 力 |

船 舶 |

率

一

山

一

山

一

山

一

口

一

日

l 無 料 給 水 ! 2. 14 I  

| 噴水、融 池、 柑 蹴 I 0. 46  I  

戸 支 用 水、潟水、 ソノ他 I 25.8-5  - - I  

11 !  I  

時23670立方米となる 。更に最大配水時の内の必要なる 15分間に配水能力 を1. 5i t' fに高め得

られるとするときは 10127立方米ハ 5分となる。この水:征を 10分nnに消費す るものとせば消

火後 l ケ蛍り消費量 5. 4立方米として約 1875 ヶ分即ち、この区域の全消火校の約44%' に配

給し得る献態となる。

叉この Ｗ Ｑ Ｈｽ￯ｬｾ 全消火栓に割首てば ｬ ヶ所常り ＲＮ 39m
3
/ 10 分1mとなり 、 「ノズノレJ :Yt ." の

「ホース l を用ふるも のと して も7K邸は 1. lkgfcm:!fv: に降下 し消火の円的伝達せき' る事と

なるやも知れ子。

結局400米平方に l ケ所の火災に封して上水道使) '1] 可能の節は、此の区域にてj誌ノj 、570ケ

の消火栓を 使用するに過ぎまる故水路、7k-jf(J 与に充分なるも 、 105米平方に 1ケ所の場合に

ては、 「ノズル」敢に して 7500 口となる故、現在の消火栓にて向7500- 4240 =  3260ケの増

設営必要と し、水量に ては5625ヶ分の不足となる 。即も l 町内にて 2. 6ケ分は泊、火栓以外の

水利に之を 求めぎ るを得ない課である 。

以上は公共用消火栓のみを考へ lこ置 きfこるが、 この他に全市にて司'yiXの私設消火ず; どが教

へら れる。併し之等の設備ケ所は何れ も高層建築物、長:j級住宅、工場 その他の重要築造物

であっ て、一般街に比して、 それ自身の防護程度を正:j める門的の下に配置され? こるものな

る故、→交木造街の防火を問題と す る場合には考慮の外 に置 くべきであ らう。叉之れ等私

設消火栓の需にも J フk道水量の幾分かは消沈される 詩な るが、 これは泊火以外の」て自主泊先

の中に含め得 るものとし、 叉埠々上水道以外の7kiJ j，( を設備な す ものと劣へて、こ〉 に於げ

る水量計算には影響を興へき' る事として置く 。

5.  其 の 他 の 消 火 水 利

上水道水量; のみにて不足の場合、或は_ I -.水道使用 不可能に陥 りfこる 場合の消火用水利と

しては、近傍に河川、 溝渠等の便なき区域に ては、井戸がその主なるものとして安保げ られ

る。

大阪市内に於げる井fi の配在)1)¥態の一例を第 9 表に示し? こるが、之に依れば埋玄地の 多

い広域或は近時膨脹の著しき阪域には井戸の存在割合は少くなって居る。
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第 9 表 大 医 市 内 井 戸 数 の 一 例

陸五 名 ヲ子 戸 E汝 l 井戸 l ケ 削 1帥 歎 l 同 友 人 口

酋 5517  4. 5 23.4  

大 227 135. 2 629. 1  

天 王 1759 15. 5  65. 2  

滋 1232  60. 7  249. 2 

涙 1442  22. 5  99. 6  

大正、 港区方面は非常に 少 くなっ ては居れ ど、 この区域には河川、運河のイ子在 多 し こ

の不利を相首 lこカパ { な しf写るものと忠はれる。

全市 の井戸総数はが.)4 11 00ケiこて、 68* 平方に針し、或は人口 73人にます して |ケ所の割合

となっ て居 1)， T 度天王寺区の率に押j近づいて居る。今一般に考へ る主 き、 この全市平均

胞をmふれば、 l 町内即 ち 100米平方内に 2. 2ヶ所の井戸を有す る司王とな る。治火用水とし

て如何なる水源を 川ふる場合にでも 、/ 1<"hl より見て l ケ所の火災に劃して、 1. 5kgの71<1誕の

消火栓 3 口伝10分間聞 き?こる場合 と同盆以上を少 くとも要する もの と凡なせば各施設の必

建水量を計算な し得 られる。

第 10 表 井 戸 の 水 量 ( 立法米)

lE 盈竺竺L 0. 50 __1 Ｈ竺 ｟ｬ ｾｾ
0 7 5 I  0. 221  I  0. 265  I  0. 331  

90 0. 318一円五7 〔万

i ::: 山1ユす;

。I 1. 00 しど斗土1

0 如 I 0 糾 1 I  0. 552  I  0 ω  

0 573 I  0 636 1  0. 79什

0707 1  0. 7B5  I  0. 98川

l  100 I  1. 220  I  1. 530 1  1. 83  

れ井戸の水量; は1 J 1 ; な々るもk . 櫨怪 0.90
M

、水 深 I . OOM位ぞ多いと す るならばその水景は

抗 10去に よ りO. 636立法米 t なり l 町内にて約 1. Ｔ Ｚ ￬ￌｾ方米となる。

之を li ij 主主の 105 米千方に l ヶ月Jf の火災の場合即ち、上水道{ がfj 可能なるときの不足水量

12. 8 ，'，)1; 米、ィ、ロriiEなるときの 14. 7 、' ，: 方米に比すれば感心すべき秋態なるを安11 り得るので

ある。

今この不足水i u : のせめて三| 三を牛備せんとする場合にでも、十: : i . J f の如吉 、千吋a: の井戸或は

貯Ｏ Ｑ＼ 抑 ｉｾ 1町内に 8 ケ乃至 9 ケを増設する必要があることとなる。

換言すれば l 町内の戸数、約 50 と見れば、 5 戸に釘し 1 ヶrfrの貯水槽を 要する 、何れに

するも 、現 在の井戸のみを補助水利の主なるも の として荏再? こるは誠 仁危険の極みにて、

質的に! 位; じて泊切な る施設の完成の 一系IJ も11'.か らんことを希って引を "'.む。
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木

ｾＱｴ＠

3己 建

1 . 火災 の 原 因 及 性 質

築 の 耐 火

石 ) 11 イ義 有

失火放火漏電空襲等にして内部よりと外部より起るものとのご様とし諸物質の燃焼する

ものなり。

2. 防 備

失火放火漏電等に到しては日常の訓練良しきを得近年非常に減少し 、且つ火災を起しで

も消防滋の褒達により敏速に消火せしむるの思惑を受り大事に至らぎるも 、一度敵閣の空

裂を受り般に我が都市に 5 査の飛行機が 10kg の焼夷弾を各々 100簡を持って潜入 し? こりと

せば、共の 3 割が建物に命中せりとするも 150 筒所に 一度に火災を起すの民を生子。 而し

でこの焼夷弾は木造三階建なら 屋根二階床を打抜き 一階床下に入る深入力を有 し2000
0

c -

3000

0

c の熱を生す志向次表の如き性能を有すれば

重 燐 焼 /  

高 I #i  
/  府

5kg  I  2 分 内 外 I ，0 分 内 外 I 2 米 内 外 I 7 米 内 外

10kg I  2 分 内 外 I 10 分 内 外 I 4 米 内 外 l l2 米 内 外

我閣の建築物は多 く可燃材料を使用し て居る故、防護方法の訓練ありと担ff も向建築物にイ.J"

いても出来得る限 り耐 火柿: 遣となすの義務を有す。

3. 燃焼、可燃物、褒火賄

J者物質が化合する 時熱 と光と を登する現象を燃焼と 言ひ空中にて能 く燃焼する 物質を可

燃物これを埴首な温度に熱すると燃焼を起す温度を殻火貼とす。

4. 護火温度、渡 熱 量

キィ 名 苦を !J (. 思占 Ikg  =付ーをま熱量 Cal

木 材 280
0
c  - 300"c  4000 - 5000  

木 Eえ 260
0
c  - 320

0
c  5000 - 6000 

石 炭 330
c
c  - 4.5u

o
c  5500 - 7500 

=ョ ク ス 300
0
c  - 4.00"c  6000 - 7000 

5， 上ヒ 執

或る物質の Ikg の温度ーを 10c r: 1tj 高めるに要する熱量を其の物質の比熱とす。

H = Wc  ( T - t )  
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材

軟

石官

石

漆

木

=ョ

W = 物惜 の重量 kg

T = 高 き方の温 度

t  = 低き方の温度

H = 物盟の温度を高めるかヌは低 め るに要 する 熱量

名 比 警長 重

*  

J. 000 

鋼 0. 1165 

子 0. 1977 

材 0. 2100 

喰 0.200 

材 0. 500 

=ノ
ク リ 0. 200 

6. 熱 の f専 導 率

量

1000 kg/ m
3  

7850 kg/m
3  

2400 kg/m
3  

2500 kg/ m
3  

1600 kg/ m"  

500 kg/m:; 

2300 kg/m
a  

世韓両商の温度差 1
0

c に付厚 l 米毎に毎時表面 l 平方米の俸導熱量の カロリー敷 を俗説i

率 とすo

H =工 ( T - t )  

x  

e  = 停 導 率

x = 壁韓厚米

T = 内面叉は外 閣の温度。c

t =外商又は内[ 厨の温度心c

H = 体言語ー熱量 cal/ m: l /時

初 名 e  材 名

コ y ク 0. 8 内 外
硝、

子 0. 8  

漆 喰 モ ノ レ タ ル 0. 8 内 外 ブ キ 28. 0  

石 材 2. 0 内 外 餓 28. 0  

木 lオ 0. 2 内 外 石 車品 板 0. 05 内外

例 題

今常温ｾ無視 し て Ｒ ＰＰＰ Ｐ ｣ の熱が Ｖ 粍 ｪ 字石綿スレ ー ト板金過して ＱＰ 分間に木材 ｬ 王子方米 ｬ 享

5 糎を何度熱するか

0. 05 ｾ ～ ～～＠ 10  

H =了 ( T = t )  =百: 006 x  2000 xτ 0- 2778cal  

依 て H = Wc ( T - t ) より

2778=25  x O. 5  x  t  
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人 t = Z22
0

C  

依て木材ーの褒火黙に達せす・。

7. 耐 火 構 造

軸組が木造である闘係上どうしでも内外を不燃材料にて装備することによって耐火E容を

増加する事となる。又一度火災を起しに場合は防火壁の多い時程被害を減少し又火勢を増

さなれ矯めには各室の間仕切上の小屋組内にて不燃同ーにて仕切壁を作る事も大に有効とさ

れて居る。

8. 防 火 材ー

( イ〉内部より起るものに封しでは漆喰壁、モルタル塗、人造石、タイル粘、銭板張、

石綿ス レー ト張、耐火ペンキ塗等な れ ども 、水 を使用する場所にはモルタル塗、人建石、

タイ J レ掛等が良いが、木音11賞りは腐朽の恐れあれば鍛板張叉は石綿スレートが多〈用ひら

る。

( ロ) 外部より 起る ものに劃し で も前述の通りの材料なわども特に雨水の浸透す名民め

れば簡易にして耐久的な石綿スレ ートが多 〈用ひらる。依て以下有綿スレ ー トに付い て述

べて見る。

9. 石 綿 の 特 性

角閃石及蛇紋石腐の鰯知! なる繊維をなすものにして、白色次色叉淡紘色で絹綿光様を帯

び良〈火熱に耐へる 硬は 2. 00比重は 2. 21こして結晶は皐斜晶系に属すれ ども結晶形の明な

るもの少〈繊維には弾性があり、 2000
0

c内外の高熱にも 耐且つ耐酸にして電策の不良導韓

なれば、工業拘には重用なれども我閣には産出少なく加奈陀及関東州錦州附近に多〈之を

産す。

10. 石綿スレートの施行法

ＨイＩ内部に封しては「 ジ ョイナ ｾ ｊ 又は板自身を作出にして使うが商取として突付と

するも面白い。

( ロ〉外部に封しでは「 ジョ. イナ ー」を用ふるかノj 、巾に切り下見板張りとなし様縫手抑

縁にて止める か、又敷板を入れて突付VJ とも す る桂賞りは「アスフ アルトル{ フヰング」

下敷とせば腐朽の恐なし重ね| 間隙より自然換気をなし木材の保全ともなる製佼等の建物

に釘 して は下部 2 米位を厚板 とせば破債の心配なし 屋根に用ふれは重量少なき にめ耐震

的なれば利用範囲蹟〈現今木造の墾佼建築には不可分の閥係となり 、又工場類には波形ス

ｶＧ ｾ トを用ふれは構造も簡 単 にして耐久的なれば益々 多〈 用ひらる。

jll . 石綿スレ ー トの品質及製法

( イ〉品質は石綿を 骨材 とし? こる 「セメントモルタル」を盤縮して作つに製品である c

従って石綿の繊維の強靭にして長きもの程良い。叉「セメント」の品質に依つでも左右さ

れ叉不良品主し では 「セメント」に珪蕊土、火山次等の混和物を多量に使用し? こるものめ
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れども風化特に ill ゐ < J  1-' 放水不及強度! 日¥< 我凶には前述の1m<繊維強慨にして長きも の少

ｾＱ こめ ｦ 適正禿 ＱＱＱＱ に乏し ＰＵ Ｑ ＱＺ 必の「カ ｊ レモンスレート」勾Ｚは羽 ＱＲＲ ［ な製品である。

Ｈロ〉製訟は現今多く ｊｬｪ ひ ら れて ｊ ， ｉ 十 るも の はイ ￭ｾＺＺ ｡ を 「 セメント ｊ if 主にf!JI(， ｾ＠ ｾ＠ <  t11n: しTこ

るものを 「ベ ルト 」 に (1Ifl" lにも在JI " ，( り次節 lこ被艇を士? ? し fこるものを也市に切断し向きもの

は 一 校以きものは 、 ＨＢＮｲ枚 かを ＱＱＨ ね水 ｩ ｦｊ ｾ ＭＮ ｽｪ［機類 の ものにてｉ｛ｊｩ［縮化燥し Ｗ こるものである ｬ 汝どう

しても「 ベ ルト 」 の方 ＱＨ ，ｊｬこ 材 対 Ｚｗ［ＯＩ［｟Ｎ￬ 凶 ｊ し 、 又Ｗｫセメント比又セメントイ ￎＪｬ￭ ｾ の実 ｉ ｊ 令 Ｑ ＱＱ 繍 ｩｩ の戸 ｩ

度 及f! k態等が考応に入ってt.!: ' らす、 施工のし坊主肢に作ってJ t る故よ勾; の泉市営改良せば1，，]

じ材料で ｪ 比っと禿此 Ｚｬｬ､Ｉ［ｉｉ｜ｾＨ る事と忠はる ｯ 1YIJ へば，包: 激に r合j! fI/;ブJ を)JII へ? こるもの'の 製lilI を

倉ｊＮｈにも ｫ み泣くと蛍熱し、強度ーも少なくなるべく可及的に且高 ｒｉｾ Ｚ［Ｑ ｊ を 加 ｬ へ且可及的に減ｾｾ

し?こるものは強度も多くもIt{nくも殻熱少なし。依て杭準強度ーを引せざるべから守口

12. 製

11 

1111 類

( イ) ..! F-J Iヨスレ ート 普通匝桜IIJ としての i li 場 寸 法 は 16" x 16"  ( 40，6cmx 40， 6cm) 又

は 12/1 X  12/1 ( 30. 5cm x  30. 5cm) 又 は 8/1 x8"  ( 20， 3cmx  20，3cm) 等に して変形立き又は

16
1/

x  ＱＶ ＯＱｾ 午伐として 一 文字北ともする Ｐ ＳＱＮＮＮ外遊 ｊ ｉｊ としては ＶＧ ｸ ＳＧ ( 181c mx 9Icm) を切

使 ひ と す 又 大 平 板 共Ul にて佼J i j する事あり。

(ロ ) i1幻l:bス ν ート 普辿 ｬ 五 Ｊｒ 川 ｋ ｾ Ｎｵ Ｑｊ としては ｉＡ ｩｭ 寸法 ＶＧｸ 2. 2'  ( 181cmX  66cm) に

して生子収| 司抜にもt 川されu ' i i妥J;よ出等に打付り得るので施工簡易なれば工場ii J.l: t等に多く

川ひらる。

( ハ) i li 場11111

千11手スレ ート・ j却 !i' スレ ート、日本スレート、* 沖 スレ ー ト、金| 制スレ ート、 E毎年スレ

ー ト、制日スレート 、 11討手11 スレ ー ト、羽1: 11スレ ー ト、

波 形 ス レ ー ト・戊肝スレ ー ト、 日本スレ - ト、 J k ヰ下スレ ー ト、 金剛スレ ート、 昭 和 ス レ

ート、 ｾｾ出スレ ート、

桟)1ラスレ ー ト・王 了・スレート、 やまとスレ ー ト、六 ljJ スレ ート、 共 他

13. 試 験 方 法

ＨイＩぷＡ般には ｍｾ ｽ ｉｉ 引制Ｎｒ ｦ ｬｬ ｬ げ ｬ 汲水等なれ ｊｕ ，ｩｽれも ｬ 血脈はＯｉ ｜ ｈ 週となら今、依て他のものに

イJ いて行へば可なり o rr ! I して現場に於てなす場介に J くよにより強度ぷ! 験をなすを使利とす

向スレート ｬ まれ ［Ｇ［ＱＱ 分 Ｉ Ｑ て ｾ ｊ 質のものでない欣 ＲＳＱ ｬＮＡ Ｑ のＧド ｾ ｊ を 比るが泊世 ￨ｽｾ，ｾ 、 。

9 M 

t =  γ ・ ・・・・ 0 ・( り

5Bh'  

Ｕｂｨ ｾ ｦｴ＠
M = -::' 9'  " ・・・・‘.... .. { 2)  

公式 '1
1

[l = 賂 張 限 度

M= 出iげ モ ー メ ン ト

8 = 7. レ ー ト の rjJ

h= ス レ ー ト の / ' [
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例 題，

巾 8. 15c m厚O. 42cmの試験片の一端を「パイス」に圧えさせ他端に袋を下げこの距離を

8c mとしこの袋の中止徐々に砂を入れ? こるに 8. 645kgにて誤験に折れ? こり。依て

例 題

M = 8. 645kgx8cm= 69. 16kg， cm 

- f 9 × 69. 16 g  
.ft ［ ｾ ｾ ， ＮＮ［ｶ＠ .̂. 86. 5kg/ 

5 x 8. 15x. 422  
- - " " 6  

2  

今石綿ス レー ト強度70kg/cm
2
の16" x  16"厚 さ4. 5m. m.  ｾ三被葺足 Ｑ Ｕ｣ ｭ の 縦一文字 葺の 上を

髄重60kgの屋根工が30kgの荷物を 拾いで上つに場合如何

茸足 15c mなる故少なき所で 2 枚重とな り上の l 枚より下の 2 枚に停る故 3 枚にて受持

つ事 となる故 l 枚分30kgの荷重 となる故最大曲げモ 戸メントは

WI  30x  15 

M = 一一=一一一一= 112. 5h
4  4 芭

9  x  112. 5  

t = 5一夜寂ヲ32= 50k
g
/cm

2

依て安全な り。

/ 9 0  

/ If. O  

1 . ) 0 

吋 1 20

Ii /  / 0  

ｾ＠ / 0 0  

ぜ 90

( ロ〉賞験 各種のス レートに付いて質験 しM 所何 出 お

れも 25kg/ c m
2

及 川/ c m
2

の附近が一番鑓形の多 き事 を ボ ; ;

知れり。又現在の製品中最高強度は 100hg/ cm2 内外のも憾で。

ん よ うO

のが多 し、 今此鹿に参考 として大阪工業試験所に於て滋 L  2 0  

ー 1 0

/  

11  

レ-

11  

「

11  

野セメント合枇製日本セメントの抗張試験をなしにるにｾｅＭ 0 、 吋 向 略 的 唱 h 出。、。

;モ 3  3 2 5 S 8 3  8 雪芯

42. 6kg/cm
2

の強度を得fこり。
叉石綿スレ 戸トの各m止製 時 <..... c:j ti ｾ口Ｐ［［Ｚ，ＭＮ［ＺＺＩ むｾ c:; 

品に付いて抗張試験をなしにるものを次表に示す。

:t-if今 ι m

感 張 E虫 度 (4週間試験最高陸カ5000帯/ 口" )

東試

種 害虫 巾 ×  厚 4可 重 E呈 度

洋験

、片

来 エ レ ー ト 2. Icm X  .  45cm 64. 45kg 68. 2kg/cm
2  

朝 、

日高5

年

系主主レ ート 2. 05 "  X  . 50"  74. 82 "  73. 0 "  

、

日

来 ス レ ー ト 2. 05"  x  .50β 63. 55 "  ¥ 62. 0 "  
本

、

来 スレ ート 2. 06"  x  . 42 多 74. 84 "  88. 5"  
金調。
、

2. 01"  x  . 41"  来 ス レ ー ト 54. 80 "  60. 5"  

浅野

来 ス レ ー ト 2. 05"  X  . 50"  72. 77"  7I. 0 "  
、

×一一一主: 珪-ーポ

失闘の如制限定をなす。

χ =わ し 肱 張 側 の 繊 維 臨 力 聞 の 商 酌 ft x X x与 す

( ハ〉公式透導

( 質験の不均を取り ?こる数〉

1 1 6 6  



M = 8 × 4 x x x f t × x  

9 M 

ｦｴ ］ 百ｾ…・ ・ Ｎ Ｂ ・ ｈ ・ Ｍ一ＨＱ Ｉ

うBh
2
ft

M = ーーす一・ ・- …・・ ( 2)

14. 標準スレ 戸トの決定

( イ) 現在スレートの良否を決定する場合確立し? こる標準がない故現場権任者は誠に嘗

惑するものなれば仕様書には何色にして厚さ何粍( 但し引に於て す ま で を儲 け )

強度は 4 週間試験 70kg/cm
2

以上のものにるを要す。叉大 5 茸方等を明記する 事も必要で

ある
D

( ロ〉吸水率は風化に極め て重大な る閥係を有するものなれば0. 04内外とする を可とす

15. 石綿ス レート の将来

主在々 多 〈使用さる べき道程にある材料なれば以上の記述は極め て満塁呉の 力を以て極 〈一

小部分を賞験し? こる結果に外ならなげれば、諸賢に於かれて倫深き研究を極め博〈此道に

便主主主＿賜はらん事ｾ御 ｬ 到する次第である。
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ド イ ツ に 於 け る 藁 葺 屋 根

日 ￭ ｲ エツケンアオル戸地 ＧＩ￭ 往築技 ｾｧ ，日 ・ 秋化委員 方ミンスキー の執筆に依る。

C  Baumeister  8.  1938 より 抄淑 大石忠夫〕

戦前か ら、建築家や郷土研究家や或は待に ・・郷 談［ｾｻｦ是正するのに命幾多の努力主啓 蒙工 作が必

土保議" と若草する 困惚{ 立、古来の体統的建築手法 要とされるのでめる。外園匁傍の窮乏か ら」上むな

全保ＨＺｻＮし 、 イ井せて都ｔｉ￯及地 ［ Ｎ Ｑに ｪ 冷て相 Ｇ ｉｾｾＧ 瓜鈍箇 に く産れ 1: 経理事統すilj に因って、 猫逸は近来主主々園産

亙ってそれが滅び行〈のを防泌する にめ に努力し 述築材料を使用せき るを件 なくなっ 1:
0

こ、に於

て居
1: 。そ れにも t1Dら子、彼等がその手の厄i < 鈍 て、古来の建築手法を保存せんとする争闘は新し

闘金調交してみ ると 、戦後に在ては待に地)J に於 い動機を伶1: 評でゐ る。と言ふのは、 それは専ら

て或以域では嘗ての美しい同国j武力c/) :到る蕗完全 排他的でめって、 闘産建築材料の使用 に 従序して

に破線されて行くばかり 1:' つ 1:
0

!918{f- 以後に 始

めて再び一般的に立惚的乃至卒面的に lli 築主主的原

則が研究さ れ、7義務な怠匠の大小正I ! : 築物の構成分

子一 一 それ等は衿'て は普遍的でめって 、 " 美化さ

れ ＱＺ 邸宅Ｂに相賂しい炎 ｈｾ 百日 や小塔やＮ￯ｆＮ薗の給自力 Ｑ

等J t 他之 に類するも のを有してゐ 1:/): 一- { c 忌泣

い セ メ ン トや漆! ! Lt や亜鉛21餓鋲等刀、乙 14 る工場

的意 匠 構 成 一一それは主主に はゐらゆるは築的 制i

ｾ否定するに重り 、 ｊｴ 恰 ｬ に 来日建築 材料が ｘＺｈ 介せ心

れる に及んで Jt れを7fげ型的に使ひこなすとj[カ:nH>い

なかっ仁、め 、完成するに垂らなかっ 7こカ: ーー を

拒否し ＱＺ Ｐ 白出 ＱＭＩ主的 ｦ よ ｉｌ ＧＡＧＱ｜［［忠清ｾＡＮ￬ 、 ￯Ｚ ｲｾ 霊位鍛級銀

ア λＷ アル ト Ｑ ［［Ｕ ノ Ｇｊ Ｈｾ 氏 、 七メン ＱＧ Ｉ｜ 採点ＨＩＮ石 ￭ｩｬ￭ｬλ レ ー

ト等合濫}Fl して 1t : まな h、つ 1:
0

1主に且l 合で( よ日Hel

に建築する 1]; にゆみ閃れて、夫しく建築する. . ] i : ( : t

願みじれなかっ1:
0 ゐ ι ゆる文化的傾城に於てさ

うでめっ 1: 掠 1: 、 こ〉にjたでし亦 l必ぷ枇千FよるiJ盗

事i})( ｬ ，ｻ ￮ 出 ｦｾ くな い ｾ主産を受総 い だ。その ＱＺ めに 、 ｋ

脚 注 C  1)  das  Weichdach. 

1 1 6 8  

1否れか らでゐ る。 この 犯 助的 指導 は 合 均的に 進

展して行りに。衆知の伐に 、管林周は重ねてi}:骨

訟の新建築を施工し 、]j.X;る 地方の宿舎と 主長国住宅

( 1 )  

とは屋般に軟質屋様カ :μl ひられ、郵f災局は) 折々 に

jたて板工i 屋根が剤ひられ1: 。

建築家や施工者ゃをtt 築 1".の|尚 に成長して米7二瓶

念( ) . 意外 の結果を床し、Wf くて吾々は、 凶粋的な

lli 築子法が次第 にお く評似 せられ、往 々多く使m

せられて行く ::jt に主主力 '[IH < 。

凶舎に於げる往築に就て特に重要なものは屋根

でめる。原則的に平家主 ｴｴ 米屋ｾ考へれば屋根は家

屋 l一般の火花I1分を占めて j計り 問H与に 外形に於ては

併に限に着 き払いWl)i) j の大川分を総) .荒 して対る。

! 副長の形T@、色彩λUWi m( l 多 くの場合、 間合家と

しての故 L主要な th数でみ るo 我 キは過去の陛髭

桜の: 恐る可 き'It 例合幾多見 て民: . IJ ， J I; れ に針して

づ ｊ ＡＡｩｾｻｴＧ l . ，つ屋桜 (1安心I l j 来 る L のと言。ふ事力 :ll lTk

る。絶えす' 紹介 されてJ i t ; るヰLi 'Xx . は誌主主施工法に



決 意する ならば、 屋根 は定、勾配とするのが夏い司王

伝知る。その施工法に依れば、念: 勾引の屋様の隙

｛土容易 ｩ 二 、 ｊｾ Ｇ、ム伐に施工される。

閉会家の屋根 ( : t 色彩に於て自然と判利し、之に

同化せねばな らな し、 。因って 、 それは自然合格1え

する因子 として限に映子可きであり 、風景営破喫

する如きも のであってはならなし 、。最後 に構 造11

決して絞り に規則的 な、経かな外被告「示すのは宜

しくなく 、 同時 に、早産惚や猫:てI:t尽は 自然 的1長境 に

荘って、場所的に遡tZに罰E置 され る事が必要でめ

る。

軟質屋根は理想的に是等の要求に 一致する 。そ

れが有つ美的効果に 就て 、 ［ ｾ風Ｉ［Ｇ Ｈ に到する［直路 ｴＡＺ

に匹敵する 棋の屋根がイ也に有り仰な い司王は、軟 211t

屋根の支持者も 反望者者も等しく認める所であり 、

伊j 等言を持む必要はない。侍 に軟質屋根の反狗者

に封して 、 これ 等言紫に表はし ｾＡｲｈ 、 駄を重ねて強

調せねばな らない 。

fP ち

ぐ り 材 料 は 普 〈濁逸圏内に存夜し、耕作に依て

の種類 と生産地か ら使用地迄の運賃に依って k

下する 3 君主茶屋根は比較的に阪 慌で あるの

( 9)  住町営屋根 11防音的で ある。例へば、餓銀茶

屋根 に Ｉ冷て最 ｌ 不 ｪＧＩＺｴ こＡ感守る ｬ 得ＩＺ￬ｾや ｆ 年鍛の際の

Z査当ーをヂt じない。

( 2)  

是等卓越し に軟質屋根の利結は、u! 質屋根に tt.

して僅かに耐火性 に於て欽げ る底 力、ら非革推 されて

h1i-る o ｾｲ 火災保険料｛主 、 硬質 屋様 の右自司合に比して

3  f存下干の割高となる 。 然 しながら深〈観察すれば

斯様な不利 盆Iま係りにも高〈見絞り過ぎて居る事

力;言忍め Cれ る。

火災問題を検討 するに は、先づ火災の原因を考

察せねばならな L、。火災の資生の大多数は習を火に

依るも のであ る。

( 1)  鍛損戎{ 主不完全な燐には煙突に依るも の。

( 2) 破損して電線に依 る もの。

( 3 ) 需に依 る L の。

( 4)  領境( 飛火〉にイ衣るものo

( 5)  不i主意に依る苦E火若〈に故意の放火に依る

むの。

ｾ寓に得 ι れる ο 中 ｉ ＡＩｾ 質屋根Ａｩｊｴ 榔 ［立派が木 材 であ るにめ 、 家屋内

ＨＲＩ 屋根茸及修繕に際しでは 、 農ヰ ｊｉ 的 な勢 Ｇ ｊ ｾｬｬ り 却にｾ ＮＢ ｴｩＺＮしに火災 に到しで は 、 他の虫 ＱＱ 何なる毘 械

をして如何慢で ｌ 手ｻ専として将用する事ＯＮｊ ｱｉｉｉ ￞ｬｾ より L 燃へ易 L、。屋根被報源の針内的可燃性 l立、

る 。 ￬ 菌 ＿主 な飽 和剤 ｪ に依って 殺 ｩ 戒 する事力 ［ｈｾＪ る 。Ｈ各

( 3)  軟質! 屋根 l主目j.J J民的にfを，It て居る 。屋根の架 稲の工犯的製産品或l立石灰乳と 71<. 精子との比涼、

構の根過ぎるも のが暴風雨の f こめ共屋授がl U品 4  :  1  tこ依る i14和郡] 塗装の様なもの〉。 乾草貯践

する 機な 際 に い i軟質屋被 l主何等tH与を受 t1 l.i }祈から脅しに火災背 < 1ま他から; ! t ! &へ移つに火災

事がな L、o Ｚｽｉ，Ｚれは屋械の説 ｩ Ｇｬｩ立が一元自Ｇ ｾ でみつて のほな場合l立、屋根被夜祁は何等効果がな い故に

め ι ゆる振動[ ま共 同的に 行 iまれ、相 1-1・の3!主総 合 全焼す るものと見ね ばならな い。総需 に潤 しては

失ふ事がなし、士、 乙でめる 。 Ｈ叉奇ーでモル担 ｊ ｾ 塗 正しく ｩ 出 ｾｩ され 、 よ〈主左前されれ滋常設置がめれ

装の 場合と比絞され ｴＺｾ 、。〉 ば安全でめ るo ｾ火 ｬ ま悔して没意すれば滋げられ

( 4.) 軟質屋根は雨及雲に耐へtt る貼で i苓' l てゐ るものでめって 、而も 家屋の締法如何に関係なく

る。 起るものでゐる。向手時代に依る類焼の 問題がめる

( 5)  保 ｩ 質的効 主主 に於 てｦＮｾれて居るのみでなく 、 軟質屋根! まu!II 1)' に比較的 多く飛火を務庁ーし、政 官t

t京銀王手屋恨の1%合守主 に包る もtt ご1" ｾ、 蒸し暑さを 屋煤 よりは、 明 らか に飛火 に困つ 1: 火災含起し易

完全に解消する の L 、o 1者て、類後を防ぐに最 L 簡単な j J 法! ま屋根を

( 6)  軟質屋根 l主主E風艮:好である 。民家の遜 風間 濡しておく Zf; でめり 、消防隊が是を引き受げて〈

題[ ま軟質屋根に依って 容易 に解決され得る。 れ る。外百Eから移ってくる火災を防止するにはi支

( 7 ) 軟質屋根は耐久的である。施工さへ正しげ ｾＺ ｾ測が用ひられる。是 ｬ こ Ａｩ，［｜［ ￨ 、て ｍ 凶君、並 び に工業

ればそれは J主ー使用材 料の積領一一梨、官官、ヨ' ，¥ :'11- に於て? 罰金中でめる o :t t れは伶完成 され るi t に

芝一一 lこ感じて修絡を要する 容な し 50
1
!ニ乃至 ! 立返らな いが、近い将来 に於ては充分効力め る材

70年の使用に耐へ得る。 刊 が 提 供 される でめら う。侍にヱイレスワノレ トの

( 8)  Ii符で 蛍ーい れI飲質屋根の :t;( 用は 、武丑1・毘4誌の 木 材1肝究所 l i i t に附して努力して舟る 。依って 、

費用と同等 うえはそ れ より少し 、oj 1J Zt 用[ 立、王手方 効果的で而か ｌ 耐久的な浸 ｩ ｉ ｍｌｾ 忠実引去 が 紹 介せ ら れ

脚 註 ( 2)  das  Hart doch.  
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差［全のめる事 ｬ ま自乙明乙かである。是ｾ詳 細に税

察すれば、 2 穣のご1
0
.要な努力に識j J lJ される。

( 1) 事l ' 縁で緊結される締結式屋根及びそれから

んれれ軽量結式康根とあり 、被げもれ1: )畏根暁材

料は野地の ー1-.に緊結され1:
0

J l - [ ; 屋根は西〕沼逸地

] ] に始つ f こものである。

( 2)  結束式屋根では1 : 束宛の謎又は琉が主主かれ

て行〈。此屋根は夜叉は北 ｲ ￭Ｕｾ地方に共淵源が

￬ｾｊ られる。

て火災保険料が硬質屋根と同様になる可能性があ 其等の折衷式が生れる事! ; : t 、 叉自ら明らかであ

る。似'質屋根の復興に隊害をなす主な原聞は、結 る。荷1' *4寺に締結式及縫結式屋根がtii .l弔さ れれ総

局設計者の大多(IIb'; ;軟質慶根の待殊的74構造に闘 であって、共れ! ; : t 今日最 L 大きな意義を有して居

する知識に絞り' て居る事でみる。依って以下の記 る。

事並びに附加しであるスケッチ及潟ｾは、其知識

を ＿ ｾｦｾ る＿こめ に 役立つ事と忠ふ。

( 1 ) 主 要 建 築 材 料

( 1) 最も優れ1: 、! l ll ち最も耐久的 な建築材料は

旅若〈は穫と呼ばれて居るものでめる。柔軟で正目

撃の巨匠を遜べば雨滴の流下を支〈し雲の浸i閣を防

止する o i J : をは卒均2 .5米の長きになるが、 4 米援

の長さのものもめる。

( 2) 手動で打禾するか若くはiIi 式 の拘禾器で打

禾し? こ撲は最もよ L、。新式の打禾機を使用しれ誌

は卒1: < 打禾されれので、最早屋根鷲用には遁し

なL、。長' ! p の裸多の誌は短いのと鼠が好むので不

(  1  )  

( 1) 締結式屋根

野地 間隔は屋根資材料の長さ並び に風に 関係 め

る地方では風の強さに隙じて決定する。北部ハノ

ーパー及シレユヴイツヒ ・ホル ;<.IJ. インでは27粧

リユーネプルゲル ・ノ、イヂ、 ラインラン v、シ ユ

パルツバル ト、 メクレ Y プルグ及ポメルシヱ ・ヒ

ユエテでは30:陸、イ也の中部及東部濁逸では30纏 乃

ｾ ＴＰ 濁とする。

軒廻 b の野' . 1也制

( 8)  軒先又はI ' ? t . 隠廻り。

最初の野地は権ｂＭから ＵＭＱＰ ｾ 習時 ｉｴ して取付 げる

最初の野地と吹の野地との間隔は 10: j j 穫とし、 それ

からは普通の野地間隔をとる 、注意すべき事は最

ｩ 藍ｾ Ｎ である ｯ 初の野地が軒先又は F凶悪の端部に於て粉々下って

( 3 ) 誌は大豆で〈直径 2- 3 糠〉、2- 3 米の長 居る事である。然うすれば 、 後で箆又は琉ｾ葺い

きに成長し、僅かに= ーヂルシリ ーシエン地方に て行く際に悶〈緊める事がl I l ifl 主る。

見られる結束式屋根に用ひられて居る o Ｈ ｢ Ｉ 張 ｾｂ し権

( 4) 主主では、デンマ ークで試験的に牧草の一種 最初の野地はj ] 1lJilnから大釘打とするか、又はニ

が使用されて、共耐久性は主主好の様である。 重にする。次の! l l f 地は 10灘 間隔とし、イ也は普遁の

ぐり 緊結材o 1 l l i . 鈎鍍鎖線若くは様似l縄の様に腐 野地! 百II箱とする。

蝕し1 MH、結束用縄が最も: 直結・である。! 被l泳を含ん 仕様: 屋根首職人は足携の上で屋根主f材( 根先

Tご海風を? 受げる地方では、l 1: t にJ ! j . ら銅線が使用さ

れて居 ＱＺ 。時にはｬＲＡ縄或は ｾｉ 縄が使はれるがｾれ

はl / I i ; められる方法ではない。何故ならば; tt れは、

火災に迦へば直ぐ解げて屋根核夜材が屋根から落

1ごするカ‘ ら 7.:d) る。

げD 屋 根 の 葺 方

申え'質屋根の活卒! ; : t 非常に古〈 、古ゲルマン時代

の屋根にまで i矧る。共放 lこ、小作人の住家に依っ

て古代 の工法が今日 迄保存され1: 事と 、地方的に

E却設 (  1  )  ､ ｾｳ＠ Gebundene  Oach 

1 1 7 0  



を ドに向げ て〉 最 1・出 の 野地 1:1二百Eす るo JI: 1-. 1こ

波 され1: 丸 大 で J!? さ約 10桝 の月? を 11; 1< 抑 へ }音 色・敵

いて軒 を 務へ る。 鮮 の形状 としてよく行ば れる の

は、 シレエゲイ ツヒ ・ホル λ タイン で 1b k -'F- 1こ、

他 の多く の地 ) i では径の J i (nJ に直角 に す る 力法 で

あ る 。 此に 杯級が ｩ 皮 Ｓ れて 、 直何 Ｑ Ｎ Ｔ 粍の ｾｾ［Ｎ ｻ￬ 骨 自主

餓 線 で 野地に 緊 結 さ れ るo t甲縁に l士関与 々栂 指 大 の

総材 の丸 線、 胴 ?長十f の縦 の岩田枝、 斜釦鍬J}歯 状 の 1.5劇納桝
可曜!  

x  Ｔ Ｎ Ｐ 帯粉電の卒 ＱＺ ｾ 、縦の ，フ木 ｾ氷 ｋ く持摂 ＱＱ［材 寸或｛は士 ｩ直在町 ｦ何引 Ｖ叫 Ｓ粍 Ｕ屯 ｅ の ｅ引 ｩ日 ｩ

可s鍍E鍛 線 カが:f使迩刈され る。 緊率結吉f位古立:1限甘の叫|間尚削|附悩刷lはI2普5主遜虫5叩0相桝

とし 、 銭 線 ｴｾ Ｑ 総 ｻ 吏月 ｊ の場合 ＱＱＲ Ｕｾ 拘 ｩ と する 。緊結す

るには、 丈 夫で 包診H 十の伐に 閃 くIlhげら れ 1: 針/ J :

使 用 さ れ る。 最初 のj奇が敷かれ7ーならば攻の熔カ ;

展 べら れ て抑 へ 丸 太 で 聞 く 押 へ ら れ、 l¥P主義と努: 結

月 餓 線と で抄 く の野 地に ｾ結され る ｯ llfr < して吹か

ら吹へ と府が電ね られて 械 に遣 する のでゐ る。 最

初 の 3 Mを緊結する 時 は 屋 根 首 収 入11足 場 の に に

舟 り、 爾後 は 屋 根 の l二lこ来 る。宇1
1
へ 丸 太日Il ち直f主

主九8寝耳長 さ 3. 5- 5.0米 の丸 大料 は網で t 郊 の 野地

に釣 られて居 る、工 事 の illi 捗 と共 lこ号|き揚 げ られ

る。 最 初 の 核 被府 lま常に疏 百 屋 様 の 場 合 で b !l.1tで

格 へ Ｑ Ｚ Ｍｽｪ がよ し、 。 ｲ ｾ 部猫 逸 の 東 部では 最初 の Ａ菅 Ｈ

端部暦と 呼 ば れる〉 はまE束 で 貯へら れる 。 是 は例

々 に束 ね られて厚 さ約 10桝 、長さ 1. 2米 科 の お で

あ る。

( 2 )  

( 2) 縫 結 式 屋 様

是! 土今 11最 L 多 <}'fl ひ ι れ て 帰 る 軟 質 屋 根 で め

る。聖子地問I刷 工締結式屋根と同政であ る。! ! Il ち軒

創 りの 野 地 割 11締結式屋根と 同級 で め る。

仕 ほ・ 日01久は) ; i.tの束力;解 か れ て 件 府の厚さ l 抑 制

に均 らされ る。 各 府 11緊結鍛線で 15初 乃 長25籾 11¥1

に縫 ひ 付 り じ れ る。 此 場 合 に は朴郊 の 屋 総苦 戦 人

と内郊 の手 陣人 夫 と の 2 人 で 作 業 を す るo ｾ結俄

線 を湿 し 1: 針 u主さ 知事曜の ut 直な餓長十〕を? 針寸血の

_I-. 力、C秘 係 府 に 突 き 通すG 手 間人夫: 1. ｊ ｴＺＮＧＺ｜ｾ結波 紋

を引 き:1'，Ａノ 、 事 手 ぴ段 ｬｎｲ ｴ ｾ 投入力・針生， ｮＧ ｈ ＧＮｉＧｩ こ約ひ

ミ ｊｾ ｴ，Ｎ C、-J'- f:事人夫 1t 緊 縮102緑色'f ll:;Hi' .、!最IN. u

輸 入 力 Ｚ 針全校 き 忽せ Ｑ ｦｦ， ［ ｪ ｬｬ 与 に ｾ ｶ ｾ 結 Ｑ 双山 川 Ｚ締上 る し

(  3  )  

( 3)  '-〆レシ: <_ :-' j 也カ の 結'1ミ九) 君主fHo

!JH地 11¥11¥'i ilt 50腕 乃A 60制と す るo '1刊 '1りのII 地

制 11. 普 通で め る。

{土政 ・ 東 ( 結 束 ) 1.1.二本; の伐に暗&f6: ｾｊｌ る。廃校

百 職 人 l :t - t屋内の; 誌叉! 士 i!:.t0取 っ て 穂 先 を 折 り的

げ る。 』互に同僚に庭置 し1: 他 の l 東を俸に官主主、

f牛耳駐の術り dhげ 1: 寺本芯を ・誕縄で*wる。二次に雨束 を

柑 11・にMi- つ1: な ら ば、 一緒に 結びイずり るo ｾ ｴ 東を

lliH也に術者 し て 、 以前 It 荷縄 でめっ 1: が今 日で は

i'i2械 で緊縮する 。

( 4  )  中市の D ) i "  

Ca) ・;;!l或111，YfU の-RRo

械 の!JH' 池 [ 士充右共 に柾E 卜端から う桝 の問陥と す

るか叉11風mの似〈 常る 11111を う純 、 Jt 反f tflll lを 15

粉!の1m降雨とす る。』斤 り曲げられ1: 穂先を トーにして

品 Ｑ 去の核 ＧＨＱＱ 府が ｭ ＢＡ と ＱＺ ならば 、 同何 Ｑ Ｑ の ｊ ｉ ｾ 1二に根 先

ｾＧ＠ ｵ こしてやｾ ［ の 府 が主 ま か れる 。

( b) 芝 七百 の刷。

厚 さ Ｕ 粉 Ｑ 乃 至 ＱＰ 籾 、 幅 Ｓ Ｐ 槻の 七万 芝 ｻｦｻＡ ｾ 用 する 。

そ れ は最後の被 Ｑ 延 暦 の ｴ に ｳ ｸ かれ 、 ＡｽＮにつ ｾｉ ｉＧ ， をＧ 打

jJ : :，んで 阿 める。

( c)  主江主i¥の棟。

( b) に 於 げ る 校 に 最後 の殺死暦の k にI 1'f.. 土将{ f

¥U: <。そ れ は匂] 芝 取 大 きなしのではな し、。 そ れ は

二 万向に ＱＩＺかれ る カ Ｚ、 ｽ弱 れね肢に移 す・ ｲ ｾ｢ :肝 要 で

める o ｌ［ｩＺ ｉｈｾ ｩＩ Ｈｬｦ 込 仕 ｫ と す れば 、 比較 的 美し い外

観 {f 1立する ものであ る。

( d)  笛L徳 川 の棟。

脚 柱 ( 2)  das Grnaht e  Dach.  ( 3)  das  Schanhr. n  Dach.  
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最後の被援暦の ｼに、 パラし ＱＺ 器多・Ａ主 、 涜多・ｾ

ヒ ー 兄 、 海原或は ｩ ｾｬＯｔｾ の類ｾｮＮｾ、て踏み｛Ｑ ［Ｑ め 、 ＡｉＺ

卜に E告らせて九大判で抑へる。

( e)  結 節 Jj の村' 0

誌 に依つてのみ}r. 1i 、Il る 。 j苧 3 約 10側、二I主さ2

米位の夏賀の裸多ｾを＿ 1畏げ 1: Tf} の '1' 央を' 摘み、 -

諸に縛 って結節を? 貯へる 。 JI:' れを752結J波紋で 11;1着

する 。 是等の束を? 械の l' に日告らせて、 緊結棒で緊

縮する。 it. [ーには二 週りの l終結棒/ J ¥¥t ( かれてめっ

て、 是は誕の j菅を通して野J也に! 獄事吉 される 。是:等

の緊結 絡 は外 i}li から 凡へる 。

( f) ｾ ｈ 也 のや ｩｩｏ

緊結線で緊結する屋娘で U. 、以 liif か l>1現] が之に

丹Ａひられ＿二。械の府 ｾｉ Ｏｩｉ着するにはｾＯｉＧ ｉ し土俵の

緊結棒が用ひられにので 、 日完結古 Ｑ｜ は ｾｬ ｐ ， して照れ

ぞれで更に其上 に; u ; 東を結び i、H1で緊結郊を教施

し1: 。シ レスウ イツヒ ・ベルグラン ド・ではお長カ; 屋

根板で主主かれ、東 7 ・ロシヤのキユ λ テ地方では部

;僚でnかれて屠る。屋根板或はl 1¥i ;板は、屋根に取

付げてゐる野地に釘1. J げにされる 。

( 7)  f引長日目r..l ｾｒ の ｦ Ｎ ＩＺ ＧＱ｝ 0  

締結丸々絞結式! 乏fii で( 士、 どんな形にで1 ， i'i'< 

ゴ1がi¥'， 3!(る ο ! Ul H潟市l分[ 士 j寸来:トヵ :J 七止を的戸よくな る

ので 、 阿川くを＿ｾもらげて ｦ ｴＺ J-.げ られるの. - ..:.fli 恨のめ る

日1-11-1;'iII l土屋Hi の最ノト勾羽目を何度以! とし てはよく

なL 、。 IJ I-Ill mi の抵l士、 大挺そこから棟泊。l'ぴて照

る。: 二よI i 慢のめる on口鴻の垂直な11l1J 慨は艇の' 1 ] 前l

が前 )J に向 って傾斜する 伐にi ' i かれる 。 結束式犀

根では ｾｬ￮ｩ ii'I  Ｚ［Ｚｩｾ＠ 1  1  .nーかれな い。

( 8 )  g ; : 恨のたら

天 ｾｴｻＨ Ｚｴ fド<:J . ; :は :1'1氷るが J L1: URによくな し、 。 械

ｪＮｊ的作 ｪ 通の ｾｩｦＮ の ｽ ｪ カＺよ ｌ 、 。

(  111) 軟質屋根に関する建築物

取締規則

1930甘えJ1l: のシレスウイツヒ ・ホルスダイ: Y J世}J

のｨｬ｜Ｚｾ先取締規 ＱＱＱｊ の集録。

( 1)  i l l : 築物の距出1[0

中止:T' Cぶ肢の凶出Ito 間 合 都市

隣地境界線より 。 15米 l ううj(:

同一敷地内に於りる軟質材料

} j ; 家庭よ り。 10米 25米

( l 降〉

Ｑ 汀 ｾ 慢炎含1 -1する硬質材料

到家屋より。 10米 15米

ゴドＡ￬ｴｾ年 ｩ 璽炎ｾ有する磁ｾ材料

五家屋より。
5:氷 5去j(:

鈴鋼悩より。 25米 25米

( 2)  軟' f ( 屋彼氏家屋。

( 5)  屋校委の主力。 人の総綴舟! モするものと認め乙れる家屋にあり

( a) 破風廻り。 て l之、紙、て、 関口幅員 60御以 |二の h要な る: PI 入口

屋 根 の 野地 は破風墜の上沼被< 0  n誌は外部へ 営破風下に設〈可し ｏ 司ｲＮ耐火ｦＧｾＺ屋十Ｚｒ ｮ 材料を緊結

傾斜して 王主力、れ る。 するには不燃

( b) 破 風 板 II量り。 性材料ｾ以て

3  ｾ ド自火は Ｔ 本目の Ｑｬ｜Ｍ ｈ 也は破風 板を遁して取付 す可しo

1ft 、棋で口rn与に悶着 される。或は1h' i 寸也 r.:!. ｴｾｬｾ に Ｔ ( 3)  煩 炎

駒 x Ｖ 腕の野線ｾ極とＲｦＭＱｦに釘打とし 、 是に破風 絞 l汚iト右足 T

ｾ茨が木綿緊めとされる 。或 ＱＱ 又隅 ￬ ｩＱ ｗ｡ ｦｊ＾ＡｬｬＭ ｊ ｊ 色 ｫｊ に ギiーする 欣 'U屋

取り付げられ、是に破風J板が血泉佐釘 l上めとされる 根立家屋にめ

( 6) 時妻の葺' 1i
o り で は、 布Il

芝土主主又は量[ 提訴の械では、似を辛子機. n とする に於て該家屋

ｪ ｊ ｾ が Ｚ｜ＱＮ 来る ｯ ｾｻ 他 の械では入院屋 ｉ ｲＮとする。ｊｴ三 を凡切り 、 j 主

角形の部分は板張りにしてもよいし吹放し にして 80物f以卜ーたよ

もよ ｌ 、 。 ＾ｗｾ 昔日分は破風 ｩｬｩ りに ｉｾＯ［｜ 外へ傾斜してＺ｛Ｇ｜Ｚ 1り突出する刻1

かれてから造られる。 き可昇降煙炎

脚 註 〈り dea besteigbare  Sehornstein. 
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せ C る可しo

ｉｉｉｾＺ 賀屋恨Ｇｾ＼Ａ季に隣賊する

Ｎ 川 ＧｬＧｴＡ羊根 ｽＧ ｰｦｴ 築Ｇｾ Ｇ ＺＡ季にめり

て (t 、ゴ¥; ｾ別手 煙突 ＨＱｊ ｉ ，Ｚ排 Ｏｬ ｬｊ

1-' が! Wi n三tN孫自正設米屋よ

り10米、排出口 相 互 聞 に於

て Ｑ Ｕ 米陥ｾ 1、る場合に限"

f，Pc!，、石J せ らる可し。

被桜ｻなき鈴鋼品 ｾＰ 有する

工場にめりでは、硬 質 屋 根

到来屋なる場合に[ 浪り認冒

せらる可し。

o設 ;泣す，，) しつ 可m平均交( i.'t 止に内法寸J上47側 X 係< -1ik近迄(1 ＧＲｬ及，，ｾｦＱ［ｾ我人Ｈ 主何等組合を結成し

ｾ Ｎ｝ 制ヌ Ｈ Ｑ 廷と等しき均 ｉ 而 ｩ￯Ｑ 止を ＾ｴＨ ぜしむ ｬｩＩ し。 内部 て尻ーなかっ 1: 。彼等( ま共織染色「主主常ぞれにま買する

ＵＱ Ｎ ｛Ｚ 年間 ｊ 出 ｾｴＱ｜ｬ ｾＩｊ の Ｑ Ｑ ｜｝ 隔は Ｕ Ｐ ｩＧｩＧｬ ｦ 以 ｬ 二とな すべ ￱ｔ ら す担 。 械業にねt魁せしめて来 1:0 今 11では彼等は屋根卦ー

: 周炎頂の最小7日:i80秒If ciノ L のに め りで は、 常 に 石 巡 業組合金組織 し1: 。これから軟質屋根の五方に捌

補煩ｻ士匂 ｊ 慢を殺〈可し。 補強臼切 ｾＧＨｴ 軟ＧｲＧｲ慶様ょ する一疋的な規則の完成力: 成功するでめらう o !f:. 

り I; )j う01拘l に主主せしむ可し。 が完成されれならば主123経施工;t!;'1¥主びに建築設計; 者

C  4)  ｾｴｻ Ｑ也 の事項 。Ｈ ＺｊＺ彼等を共契約に於てド諸気人とする立場 ｯ 失ム

軟質屋根1 ' illf 設家屋にありでは、 ヨH 1.[{午照突の lrj : になるでめ らう 。

1'. 端 1;; 転1 ( より最小 1. 3米炎: 1' 1せ る場合に限り認可
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有

- 報 時・

メｾ

重量 な 近

ク古余剰の土地が早ま つに関授の潟 、過去20年間に

幾 ｬｯｯ ｾｭ l.，の金額が、 只単に漠然 t: る投機的可能

性が務凡 されに と云ムTごりで、浪貧されて来? この

である。タ

ク鼠査t望室理課は、 院j費者を更に利告をし、投資者

をより有利に指導し 、 且つ叉住宅牧得ｾ希葛する

人身に劃し更に望ましき近隣計蛮ｾば立案せしむ

るのである。ク

上記は、聯邦住宅周 CF . H. A) によるク宥

芳1] なる近隣言十笠は 「何故に j 、「如何にして」、。と

去ふプツクレツトから引用しにものである。

CAmeri can City. Nov. ， 1938. P  115、新刊紹介側

参照〉比のブックレツ トは次の如く主主4 てゐる。

即ち、ク区剖整理課は、 都市のを苦主主と言十置、 人口

のiluH窓、商業と産業の中心、交通運輸及尖他の施

設に到して有利なる投資への正しき参考案を決定

し7こ。土地最善の用途に華社する企図を行ふ事は土

地 の経済的開後への投資に腕j し至恒もつ k もな扮

戻への基礎を準備するものである。緋定の地方市

場と令してゐる住居地聞をまに就ては} 肘，'1 r;.CI還に

非す. J  r不景兵まになる」、「疲体 J 及「必然的な財政

上の損失」など、云ふ事情への柁姪は不必要であ

るoo と。

次に示す原IIリは、 そのパム 7 レツ トの中で聯邦

住宅周が荷主君な る区劃整理によって有利なる近隣

地 ｾ ［ｮ 宣 する銭の綱領を要約しに ｌ のでめる。

り霊交誼機関を7阻む事

2) 重なる道路欲張への言「笠

3) 交遁磯首日は遁遜道総へ沈れ込ますベし

4) 小路は主要道路へ直角に ill 入込むtまになす

ベし

り行き止り道路言十設は可及的逃げる事

6) 道路は地形( 高低及不規な区廊等〉に j菌際、

せしむべし

7) 短いプロックは経理年的で ない

町長いプロックには中央近くに横断して遁路

をず殻くる事

隣 計
重 苦2

9) 必要のところには商業地の計宣告? なす事

10) 皐校及数令用地を用意すること

11 ) 公園はコムミウ= チ ーで決定され1: 位置へ

12) 攻頁されれ外在日へは自然的景勝を保持せし

めること

13) 奥行の深いロッ トは無駄が多い

14) 充分なる幅( 間口〉を持つ 1: プロックを計

j ! i すべし

16) 銃角なる? 診を備へ1: プロックは泣くべし

来 Planning Pr ofitable  Neighborhoods;  American City. Nov.， 1938.  P.60 
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- --

公 盆 事 業の

す様な樹木のある湖岸地の分割等は止bの計童公開

唆するのに経費が詣み且つ数地質買を困難にせし

める。

比の修正案はか、る障五専を全部征服し旦つどの

ロツトでも還ま しき建築敷地でないものはない 0

7ことへその百十重が僅少者の鋳めに用意されれとし

ても 、 か、る鑓更が開後者に取ってはより多くの

財政的返還と敷地の主在、逮なる賀捌と買ふ人身には

よりよき投資ＡＺｾ用意するととになるのでめる。

17 ) 角 地は出来るだげ康く 音ri ! i すベし

18) ロットは道路に丞- 直に邸置すべし

ＱＹ Ｉ 快適な外観を＿ｾ母る様 ロット 言十重をなすべし

20) 接綴地を不適嘗なる用途に供することを繋

戒すベし

21) 住居地のロット割には重要交遁道路を割込

ませき' る様にすべし

以 上の虫nき多くの原則 に就でそれぞれの解説が

行はれて居つれのである。 c勉弁幸次郎〉

計 董 有
無 来

の

計 霊 を 必 要 と し て ゐ る 2 3 の 例 に ji Ve て

オクラハマナ1'lA-!- 霊部 1938 

無

笠 不 毛 区 域

不毛地の恒久的地方攻頁事業は、

i藍蛍なる土地の用途に従って計課・さ

るべきでめるが、現在の人口が共施

宥に主主り得ない様な不毛地ｾ建設すべ

言十きでな い。

笠

来 Pulli c Works.  Planned &  Unpl anned:  Amer ican City， Sept .， 1938， P  62 
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無

計都 市 墜 使

重 都市の祭校は、現在又は将来の交

主主道日告を滋りしめ る然 、会 館的都市

の

の

h

ゆ

々

求

分

各

要

充

h

J

 

し

化

匁

ベ

オ

〈

る

す

及

得

置

生

し

翻

厚

用

て

の

利

し

隣

に

森

近

合

濯

、

世相

を

は

の

輩

校

抵

計

準

大有

計

輩

る数士也と施設とを? 持つべし。

公 園

J 勺

t!:，. '.: ...:; 

・3

じ1

戸，..0公園の 攻支は一般的公園納言十主主に

従って行ムベし 。各公園は周囲の持

1教とその地形に従って開設し、E つ 右

決定し t: 敷地 の 鈍 図 に の み に 限 定 し 計 t ・

査

開後しすぎることは泣くべし。

街路 と幹線道路

多数の辛料線道路計震は永久 的改 頁

への基本形態となすべし、副 員 の 府

い重 ペ ーウ' メン ト道 路 は、主 要 交通

ア

来

に

ニ

将

様

チ

は

る

シ

面

得

コ

断

し

〉

つ

横

許

郎

旦

の

そ
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し

路

張
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定
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弁
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‘

ベ
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農 村 事 院

農村の星野校は、小 i単位五して不経

慣 に 分 離 し て j去るものを i斬歩:合 併 し

得 る 可 能 性 を 備 へ t: 一 般 的 統 制 計 資

に従って建築すべきでめる。そして

右

計 そ れ に は 厚 生、祉交及拡合的要求に

- 1こらしむべし。

R宇 71 < 地

州言十笠として将来への貯水池設定重

地に表示されてみると三ろは、在住定

水位に主主するところに選定すべし。

若しも告泣物が湖7 ] t 数内に存在する桜 子自

合 には、 そ の 建 物 が 比 の 事 業 の 直 接 計

的 用 途f 二ることが必要でみり而い、霊E

づ れ も 臨 時 的 な る も の7こるベし。

法j f長 交 叉

I勾低交叉による交惑の分自it;法は、

長 距 離 幹 線 道 路叉は餓退等が交叉す

る場合建設す べし。叉言十症に制する

又

は

す

止

で

に

緩

う

僚

会

こ

る

等

と

げ

路

る

遠

道

居

的

や

て

及

退

れ

可

織

さ

を

、

示

出

来

表

支

結

が

の

の

!
変

へ

先

刷

拠

出

作

間

引

は

締

有

計

斑

ベし。
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来速 度 、 保 安 、 美 を 求 む る 高 架 図 道 の 設 計

交主主の事E協を軽減し、 人口仰荷なる都市を遁過

する交' J ! l の流 11 を; 産めるべき 、高架路はERに経済

的に のみなら 子、美的にすら設計さるべき L ので

ある。

この事は了 皮 A ' 11erican Insti tut e  01 St ee!  Const-

ruclI or 主催の懸賞競技に燦

募しに 273の告宣言十周 に依つ i

ても詮明さ れ Tこ。合衆回及 .  

諸外園の指導的建築家及土

木 家fi . 現代の我h 都市の犬

湿りを美しくしようと云ム

賂募の ideaに於て多〈一致

してゐ 1: 。

l等賞5: 000弗は Chi cago l[ 

の顧問技師 HazeJet &  ErdaJ  

氏が蛍滋しにもので、彼等

の案は中 央 の構柱 に支へも

れれカシテ イ レバ ーの床梁

B y  V. G.  Iden 来

で 4 線道路を文へてゐる流線型のデザイ 、ンでめ- - ?

1:。そ の構柱の雨脚の幅 lま下の遁 りに 、 ぶつから

ぬ援 に充分接近しており 、 しかも中 央の安全地帯与

を作って ゐる。斯るデザインによって必然的な物

骨量の破撲 と云J 、ことを起きす、 叉 F の主主り の交誼

合妨げす' に、雄殺す る事が出* ると思

11.れ1: 。

対?

2等賞 3_000弗は New_ Yor k の顧問

技師 Madi gan- HyJand_ 主任技師E- H _  

Pr eager_ 建築設計家 C- F_ FJ oyd 氏カ:

嘗濯し 1: 。彼等の服薬図案lま New_  

、2予

York の Sl.-Cl air Pl ace と135 Str eet の市!

の 新 Henry Hudson Par kway の 一 部 iこ

主主際に建設されにものであつれ。

3等の 1. 0_0郊は Wal er. W_  W.  ｊｯ ｾ｣ ｳ＠

氏が常選し f: 、彼は Deparl menl  01  

Bor ough Works. Ol fi ce  01 the  Presidenl .  

Bor ough 01 Manhat tan.  -Engineeing  

Must rative  Desi gner の肩書のめ る Civi l

Servi ce の従業員でめる。空審責員は褒状

( Honorabl e  ment ion)  C  100弗 r 、 こ

の他の 10の作品に裂して奥へ1: 。 この

Co:npetition Iこ舷募しに大抵の I翻案は迷

来 EJ evoted l-I aghway Desi gn .Ior  Speed.  Safty and Beauty;  Ameri can Ci t y  May.  P P  46- 48 

来 V_ G.  Iden  アメ リヵ 餓骨榔作物保険協合写書記

日 8 2.



3)  完全に 、連 鎖 せ る Seperation of 

Grade に依って交叉結a全 〈な〈

す る様に百十主主する事

ｾ， Ｉ＠ 待 に設げられにる出口 に於 て 閤

道を＿去る Ｑ Ｚ め 速度ｾ綬ゆる車のに

めの除行路及待に殻げら れ 1: 入口

より入1 ) * る率の? こめの加速路(

accelerating  lane) 金設く る事

この型式の交主主路は既に公認、図; 益法

広: ( Open  Hi ghway Speed) で、 大なる

築家と土木訴えとの共同設計でめっ 1: 。 交主主;監を幅跳地域全安全に主主泌さす能力を示 して

交主主事故主交主主の車& ' 篠は今日アメリ方 t ; 常面す ゐる o 多くの都市は今や、 この形式の包括 的 な

る最も重大なる問題の l つでめる o 年 に 死 者 40. Systemの 計3症をやってゐる o {.也の害哲郎市 もそれに

000人、重傷者〈永久的不具者) 125.000入 、 鰹 傷 倣ふでめ C う事は疑ふ古余地も無い。

者 1. 500.000入金 lHす事は解決を要する社合的な 物 理 的、経済的要素の分析の結果、こ の待殊の

事態をなしてゐる。待に都市に }i 全て交遁の璃 l陵の 図道計量Eの本質的の機能は、 高 架 橋 治に依っ て、

，急激なる生長は一般に布効なる生産 t 分自Eに到し 最も賀際的に又経済的に; きぜられると云ふ結論に

て l つの降客主なる 、 そして又ゐらゆる種類の白 主主し? こ。

動車緩備への大投資 fe基7ごしく減少する。 都市の交通問題の永久的解決を約束するプ ロ グ

指L導与的な交主遁皇の椴威は、 この交主遁E事 放 と 交 遜 幅 ラムの9泉輿t専i 味をを? 刺草戟昆する fにL めに American Ins山1.削t

+峻長の共主通1問題に主醤諸する永久的 Tな4μ11唯} 准佐一の角餅4決カ法は 。of S臼3te叫el C。∞n回s叫l u山rc叩tio加" 川、吋』はまこの形王式克の車総諺溢物の設言計十に

自動車主操l民主討{ 作乍の待徽主、能力に; 遡盈1熔悠する多琵; 交主五日杏 謝して Competition fe 授起し 1: のでめる。( 挺壁博〉

つ図進言十重Eの l つ の 裂 を 考 h

ｉ ＮＮＮ，ｾ，＠

'"ご、

' 条し 1: 。

1  )  反 華社方 向の交主主の流

れを? 完全に物理，的 に 分

ｾｬＱ￉ する設備をする事

2) 道 お に薗する家屋に

どこからも直接に近づ

り fμ 、械にする事

二E ン ク
、l

 

，

 

の 街 路 標 識 務

Bi wi mgham Ala. は New WP A  ji 十輩の設" J I と組 木古¥1は、純米の) i 十気を非常に注意深〈研究してゐ

織全準備してゐる。 る ω この ｈｭｾｾ る、救理事事業政策の線に沿 ｩ 、て

救 i質事業に効果的に火、公衆のJ . ii に刺用 llHl{ る ， Bimi ngham Ala. の土木部では、市 の 技 師 J. D.  

政な H十E圧の要求が絶えないので、多 〈の 都ifj の t Webb 民の指導の1 . ， ｾに非常に興味める新しい ｗ

来 Concrete Street  S igns;  Amer ican City. May.  1938. PP. 65 

8 3  11 



P A 計 登な るも のを展開し 7二。それはすべての交 に据え付げられる。 ! 日に 120の標識を作って据え

叉磁の 4 隅に置かれる新しいコンクリート街路擦 付げ るに要する組織 は 1s  8時間労働" " E . l 月を 20 日

識の敷設におする組織の組立をも含んでゐる o として 75人 の勢働者がうヶ月を要する惑になる。

この標識は長さ 24吋、幅 12吋のコ y タリ{ ト・ 〈 挺 壁 博 う

プロックで上面は傾斜をなしており、 その面に街

E寄寄盟主と Bl ock Number  を表はす文字が、コンク

リート の中に彫り込まれ、黒のエナメんで塗って

める。このプロックが縁石と歩道 の 間 の 芝地に級

おにひっ、げて、プロックの上部を歩道と芝地の

一般商の上に出して埋め込まれるのでめる。

その標 識 は 中 央 の 置場で作 る様に計量・されてゐ

る、英虎でそれを完成して、据え付 げの用意をす

る、それから、 それら は 遁tZの位置に西日置され、

l つの S treet 又 は Avenue をその全長を遁じて同時

① 

疎 開

i ♀Z  

Jグ 荒 京¥l E雪

以 i 主 主且止

か ら 密 集 へ そ ¥

来

y

始

J

ア

原

デ

の

開

μ

球カ

疎

ど

7

メ

村

ア

家

び

ァ

の

米

一

任

再

3. Tuni si an  Sahara の訂己の

:<< 

4.. Ne w Gui nea の村落

4 っとも原始的な材料と

構造法によって出来1: Ci m 

pose され? っ完全な る 〈長

家? )  regi mentati on.  

う- 6 模 範的な中 1止の#1. : 凶

山村務 の 街 路 その給

節約魅力は大抵況特化されれ意匠の要素を繰返してゐ る1: めである。 7. L on<l on の 古 い 家 法律

が街路巾を決定しれ 、 経済力Ｚ炎出し ＱＺ 階ｾ決定し、構造法が猫待の用材と 、 化粧漆喰の取扱ｻｴ＾決定し

1:
0  

8. 1611t 絶時代の Ronen 建 築 物 受諾され 1: る規絡の限度内にお・げる童話化 CVari at ion)

9.  Haar l em の 家 並 CR o w Hause)  10.  L ondon の家盟 11. Ne w Yor k の 家 並 す べて繰返返後

(  repeti ti on) の王室築的効果を示す 12. 201¥t*巳の 復 準 新要素と しての光と 空気{ t >J f x 入れる。

米 F r om Spaci onsness- to Congest i on- to S p配 i onsness Agai n:  Amer i can Ci t y・

"  8 4  
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正 面 外 税

中部防衛司令部許可漕

“ 大 阪 第 二 飛 行 場" 殺計 ・利回信夫氏 ・施 工 ・池悶組大阪支底 1  11 



待

舎 議 室

11 2  “ 大 阪 第 二 飛 行 場 設計 ・利回億夫氏・施工・池田組大阪支底

。、
『コ 室



ｾ＠ j n_ "， 

よ北 .，: "1¥ 

絡 納 庫 外 観

H 大 阪 第 二 飛 行 場" 設計 ・利岡信夫氏 ・施工 ・池間組大阪支底 3  11 



格 納
席

伴

;!1} 納 J軍

1 1 4  “大 |坂 第 二 飛 行 場H 設計 ・和同信夫氏 ・施工 . i ¥品同組大阪支広
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¥ 正 /
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一
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階 4 ' " - 商問

“ 大 阪 第 二 飛 行 場" 設計 ・利岡信夫氏 ・施 工 ・池田組大阪支) : 5 5  11 



正 面 外 観

背 面

11 6  .. 大阪製鎖造機株式命枇" 設計 ・石川流三建築事務所 ・施工、. 間組大阪支庖



玄 倒 ホ ー ル

---

.  客溜室より怯業室I ! : ' 眺む

H 大阪製鎖造機株式合刺. . 設 計 ・石川克三陸築事務所 ・施 工 ・間組大阪支 j占 7  11 



社 長 室

地 階 卒 商 問

婦 宅: .. . - - ，- 寸瓜

1 1 8  " 大阪製油; 造機株式合i W' 設計 ・石川寛三主主築事務所 ・施工 ・問組大阪支7苫



重 室役

せ す 主

⑧ 

寺告

宣

2 階 卒 面 固

l 階 司 王 百 闘

ｈ 大阪 ｾｧ 鎖造機株式 令 ｩ ｗＧ 設計 ・ 石川 百 三建築事務 炉 ｾｊ ・ 施工 ・ 間組大阪 支 ｊ ［ｓ 9  11 



合 言義 室

講 堂

11 1  0  “ 大阪製鎖、造機株式合制 .. 設 計 ・石川流三建築事務所 ・施 工 ・I尚組大阪支庖



AII 内 1('1111

2 階 卒 面 園

- +- S J ， 

l 階 卒 面 箇

ー+

‘ヌ
ー 除

、

IPI'  11 1111ん

断 面 闘

懸賞競技の営選者定lま園面の如きし ω でめ

っ7ーが賞施され1: の(1潟i i ' ( の如〈階段室

!e略しであ る。

(  Moderne Bauformen， Dez. ， 1938 より 〉

ｾＢ‘ＮＮ〆 ｍ 刈 ｴｉ ，

外 税

企r

立 面 闘

( ドイツ ) Schwaben のA l b 聯盟記念堵 建 第 家 Al f red Ki cherer  1  1  11 



外 税

康 問 内 部

λ トウツトガルトに建つれ・もので質素な

建物であ る。入口 ホールに はハ ーゲ Y ク

ロイツの旗が飾られにのみで芙他は大き

な集合室と指導者 の室とに分? これ簡単 な

プラ ンである。集合室は1U更な縦の床板

白塗の壁、落葉松の主主主也のま、の家具が

並べてゐる。壁際のは媛俄である。

( Moderne  Bauf ormen， Dez.， 1938 より〉

JI 1  2  ( ドイツ) 包ツトラー・ユーゲントの家

にHA M) > J J M

J  M .. 

so帆. RJ.A U M

B  O.M 

2 階 卒 酉 悶

l 階 卒 商 圏

集 合 室

建築家 Han.  J argst orf 及び Hel l mut We b e r  



童日

( Moderne  Bauformen. Dez.. 1938 より〉

グト
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@  

司r

室

o
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h
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v
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h

l

i

 

言十

ペ;

十11i

青空

l 階 卒 商 問

40. ‘。

11 1 3  
Wi l hel m Ri t ter 建 築 家

フリードリ乙スハーフエンの歯車ヱ場( ドイツ)



トリーノ 7 アツシエト聯盟が MA S S A の海岸に窓殺

し?二もので建築物の関口 203米、奥行 150米、主霊祭

商積20，000卒方米を有す

l 階には松林の中庭を園んで集合室、食堂、厨房.

宿泊室を聞置し 2，3，4階に は三ドーとして宿泊室を殺げ

普通階段 の他 に 4 飴ー所のス ロー プの昇降路によって

連 絡す。宿泊室は l 室を 30- ，ツドとし全惚として 7

アツシスト背年及少年主主 800名を牧宿することを得

( Architettura， Nov.， 1938より〉

11 1 4  ( イタリヤ) フアツシスト海潰鍛練所

全 景

中庭渡廊下に面する

闘旗揚揚柱と銘稗

7 ア サ ー F.

建鍍家 Et t ore Sot aas 友び Al f i o Guai t ol i  



上 階 l 傾斜路、2 疲室、3 総務、4 階段、5 廊下、6 姥

蓋キ ャピ ン、 7 紡人更衣室、 8 便所・裕室〈婦人〉

9 同〈男子〉、 10 男子更衣室、 11 日光浴室、 12遊 戯

室、 13 洗濯場

中 2 階 l 階段. 2 テレピシヨン 、 ラヂオ 、音 築、休息の

1: めの厚生室、 3 テレ耳 、 4 傾斜路、 5 悶容室

6 研究室

階 l 自動車E昔、2 玄側、3 康問、 4 外套室、5 便 所

6 客間・家族室、7 傾斜路への階段、8 階段、9 庭

と客 聞に 面しれ食堂、 10 ｾｩｬｊ 自動車 ｅ 昔 、 ｉｉ ガレ ー ヂ

12 勝手口 、 13 内廊下、 14 地階への階段、 15 墓所

16 使用人食堂、 17 J.[衣・化粧・シャワ ーの7こめの

部屋、18 寝室

(Architettura. Nov. .  1938 より〉

( イタリヤ) フアツシスト海漬鍛練所

2. 3. 4 階 卒 面 図

渡廊下とスパイラ ) L 階段

l 階 卒 商 困

燈築家 Et t ore Sot aa8 I?(ぴ Al f i a Guai t ol i  1  5  n  



会 景

自然科皐の研究とその資料

の陳列とを目 的とする建築

である。今日までアメリカ

の大事のl [ s : 築 と言へば凡て

ゴシックの様式を採用しれ

ものであっすこが、 そんな必

要は決してないと いふこと

否プシックがアメリカの大

準建築に何も待に遡営な様

式ではないといふことを指

示しれ鮎に於て 、 この建築

の出現は大に意味がめる o

E霊祭の東南隅に主要出 入

口があ h、 その前面の大7 ・

ールには Carl Mi ll es 作 の彫

刻が前置せられてゐる。

正 面 玄 跡I

l 階は陳列室、2 階に事務室、教室、

研究室等があ る。

陳列室の 内部仕上げは短めて簡素 に

取扱はれ、専ら注意を陳列の方に集中

する様に工夫さ れてゐる。

基礎、 コンク リー ト進。 外壁、中空

煉 瓦進化粧煉瓦仕上げ。間仕切、煉瓦

又は 中空燦宝石。床、餓筋 コンクリ ー ト

透。仕上げには新しい材料を 自由に庖

使してゐる。

(  Archi tectural  F  orum， Dec.， 1938より 〉

ff 1  6  ( アメリカ 〉 タランプルック大事内の科事協曹の建築

玄 関 股 間

建築家 El i el  Saar i nen 



1  1沿 A ロ ツ ヒ& ー

B  編 物 製 陳 列 室

C  地 質 主 義 陳 列 室

D  生物是非 陳 列 主主

'<If事ぺ出 。じ 同

F  植物主義陳列j I

f し、 p  円 円 円 [ 円

C  生 命 の 種 4 キ目

H  人 類 皐 陳 列 室

判J 、、

R巨

2  1活 A 画 ｾｴｴ＠ 主主:

B  ]ift ｽ ｾｾ＠ 当三

C  ｊ ｊｾ＠ 1吾 包?

D 教 室

地 階 A  r頁 ｾＺ＠

13 ｾ蒜 主品u主.  

C 研 究 室

D 資 石 鑑 定 室

E  作 楽 室

F 潟 m， 室 ¥ // /  
$C"' ¥，(  ，.. q t 曹

， ｾ 回目 Ｑ ＰＰ

C 合 康

トi サ ー ビ ス

l 階 平 面 闘

Iriini(;: 石

D  

2 階Z f S 商図 地 階Z f S 面闘

( アメリカ 〉 クランプルック大事内の科撃協曾の建築 建 築 家 E l i eI  Saar i nen  1  7  11  



外 観

居 間

2 室か ら4 室までを単位とする 高暦 アパ ー トメント の l 例。

全官官に空気調整袋置を施し、j慾は法規の胸係と眺望との気に 、

l 部分が聞 きとな って ゐるほかは、採光 のみを考慮して全てグラ

z ・プロックを積んでゐ る。

各階の中央部に 2 箇所 の空気調整袋置室があり 、 そこよ り闘の

様 に各室 に主主主正 されてゐる 。

餓骨 コy クリート 進、化粧煉J)C仕上げ。

( Archi tectural F  orum， Oec. ， 1938 よ り〉

II 1  8  (アメリカJ エユーヨークのアパートメント

2E紙調幣 系統闘

代表 階 平 面 圃

h ι F亨弓P 雫弓円

l 階 21'- i釘 闘

建築家 Fr eder i ck L .  Ac k er man Ｈ ｒ｡ｭ｡･ｹ 及 ｓｬ･･ｰ･ｲｴｾ 働



l 階 卒 1恒 国

( オランダ) Hi l versumのホテル

外 翻

ホテルと放迭命館とを巧みに連結 し

1: 建物で、Dui ker の最後の作品でめ

る

その開放的 なプラ y と、眺望のい

〉テラスを持つれ諸室と、扇形ω 内

庭と 、及こJ〈建築物内外の;軍然1: る湖

利と は彼の作品の排i歓として注意に

値する 。

CArchit ect ural  F  orum， 

Dec. ， 1938 より〉

建築家 J .  Dui ker  1  9  11 



外 観 夜 景

最近の 7 ロリグ少|・lに於げるこの種建

築の傾向¥t ' jf; す 適例であ る。飛切っ

てモグ ー y な建築ではないが、 大き

な慾と 4を景でJ t られる様な簡単なマ

ツスと そして強調せ られれ出入口と 、

それ に整頓せ られれプラン とが、 そ

の待徴である。

基礎は餓筋コンクリ ート 迭のキ ャ

ップ附木抗打ち、 構造 繊骨銭筋 コン

タ リー ト造、 カー テン ・ウオ ーんは

コンク リート ・プロツタ 。外部スダ

ツコ {士J ニげ'。

(  A rchit ectural  F  orum， 

Dec. ， 1938 より 〉

11 2 0  ( アメリカ〉 マイアミ・ 6 ーチのホテル

代 決 除 卒 面 図

1  r苛 平 Iffi" f剖

政 情 !

建築家 L.  Mur r a y  DI x on 



グト "iIiil 

出 入 口

最大限 10人の製闘家を収容し得る小 さな建築事務 所

の建築で、sj- 主でめ る R. L. Weed  民自らの言宣言十。

従って外観 も彼の待i数が充分に霊堂揺されてゐる 。

司? 築すれば住宅にもなる僚に考へもれてゐる。

外壁遣はコンクリート ・プ ロッ夕 、 ス 9 ・y コ 仕 上 げ

( Archi tectural  F  orum， Dec. ， 1938 よ IJ )  

口口口口口

l 階 平 面 図

2 階 卒 面 図

q  ｾａｌｅ＠ 111 F E E T  

品 ー一

U  J  10  15 

( アメリカ ) マイアミ・ 6 ーチの建築事務所 建集家 Rober t L a w We e d  2  1  11 



- a圃 園 田 ・ ・ ・圃 園 田 昭 回 開 属 事 建 嗣 附 明、

模型の寓i t i ， 1

模 型 の 第 挺 2

11 2 2  ( アメリカ J 明 日 の 建 築 (案〉 建築家 Paul  Nel son 

機銘住宅に主主する空間の新

研究、建築製上のi限設研究

としての「釣下げられれ住

宅 j この 2 つの 目標 の? こめ

に、考案されれ新住宅のこ

の潟 ift { f >掲げ る。

ヌド案は経理事上のことは勿

論、構造、苦手湖賞、材料に

就いては充分に研究が足っ

てゐるわげではな いし、従

って工場生涯の出来るわ り

で L ないが、人間的な必要

である休息とか1彦萎とかの

)5面には充分考慮してゐる

この設 計 者は云ム ｾ ｉ 釣下

げられに住宅 J なる L のは 、

未来を想定すろアルバイト

のにめとは一云へ、今日確か

に現質化 しう る可能性を多

分に持ってゐるｾ 0  e  

この釣下げる主穏構造で

みる色まれ? こプ レーム は鈴

接しれ筒状鋼を使用してゐ

る。 ( Archit ectural Record， 

Dec. ， 1938 ょl J )  



室 内 模 汽 ， ) の お 挺

隠f 前 最 t 2f ' -出T

@  

⑨ 

喧

l 階 平 面 中 間 卒 ifli

( アメリカ 〉 明 日 の 住 宅 (案〉 建築家 Paul  Nel son 2 3  11 



外 被

内 部

CE ME NT  5内E ET! NG

樋 詳 細 闘

11 2 4  (イタリー) [""耐弾的」と銘打たれた絡納庫 建築家 P..  L.  Ner vi  

この程、ローマ の近く に

竣 成 しれ格納庫は木造の

屋根構造でありなが ら、

耐爆構造Tごと銘をうって

。る。

中央に支怯がみると は

云へ、372gT{ の持政ちで 、

面積以， Oj J 子方吹もめる

正面のノ'ft 2f - 梁を除いて

は、爆1翠は被害: e 局音fi に

ー止め るlこi品ぎないと 云ふ

総造の要勅は、曾って大

戦ｾ代、濁逸で試みられ

にι としめ る、め の方法

でめ る。

桁の方 向にｾ ， Ｕ ＰＱ こ交 っ

てゐる リブで組合はせら

れてゐて、 凸版の平商困

で半分示されてゐ る様に

正面の雨側 と中央で うつ

の大き し、P町 で こ のアー

チと Ｑｦｴ 卒梁ｾ支へてゐる

のであ る。

( A rchi tectural  Record， 

Nov. ， 1938 より 〉

卒 泊I 箇



市 街 地 建 築 物 法 施 行 令 改 正

昭和十四年一月九日付官報で下記の如く改正になっ7こので其の金交 を掲較す る。

勅令第+ ー滋

J市街地建築物法施行令中友ノ通改正 z

第一係第二盟主ヲ左/ 虫rl ク改ム

一 左 = 掲 グ ル 事 業 7 瞥ム工場

イ 玩具用等主主火工品 ノ製造

ロ 「アセチレンガ λ J 7 月 7 ル金属ノ工作( 浴

解 「アセ チレンガス」ヲ用 7 ルモノヲ 除ク〉

ノ、 引火性 溶鮒 7 舟フ ル1 F' ライタ リーニ Y グ」

叉 ハ 1 1，-ラ イダイング J

.: 1セル ロイド J / 加熱加工叉ノ、鋭機ヲ用 7

yι 1J 日エ

ホ 印刷用「インキ」叉ノ、総具ノ 製造

へ 塗 料 / 吹付

ト l l 2. 硫酸「ガ; ; <. J  7 周 7 ノレ物品 ノ漂 白

チ 骨炭某ノイ也動物質炭 ノ製造

り 初 叉 ハ 毛 / '持1; 7除、染色叉ノ、漂白

ヌ 鑑識、府料、府紙、府紛、. 暦毛ノ j類 ノ消議

選別、 洗漁叉 ノ、漂白

ノレ 製綿、古綿ノ: 再製、起毛、 j又毛; z ノ、「フエ

ルト」ノ ;製法= シテ原動機 7 周 7 ) レモノ

ヲ 骨、角、王子、断、貝殺ノ挽到着ノ、乾燥研磨

叉ノ、金属ノ乾燥研磨= シテ原動機 7 用フルモ

/  

ワ 鍛 物、岩石、土砂、硫 夜、金属、精子、煉

瓦、陶磁器、骨又ノ、貝完走ノ j粉砕 ェシテ原動機

ヲ用フルモノ

カ 壁 、懐焔灰叉ノ、煉炭ノ ; 製造

金属/ 乾燥研磨

第 三傍第一盟主但容ヲ ft ノ;虫日夕改ム

但 以印刷工場、続* 機器製作工場、製氷工場及

冷凍工毎 ｾＷ 除ク

同僚第二盟主中 「卜 合成染料若ノ、共 ノ中間物、顔

料、 主主料( 漆ヲ除ク入印刷用「イ Y キ」叉ノ、給具

ノ製巡J 7  1 ト 合成染料若ノ、共 ノ中間物、顔料

叉ノ、塗料ノ製造( 漆叉ノ、水性塗料 / 製造ヲ除ク ) J

= 、1 7 盤縮「 ガス」 叉 ノ、液怪「ガエ」ノ製造 J 7  

1  7  医縮「 ガス」叉ノ、液健「ガス」ノ; 製造 ( 製氷叉

ノ、冷凍 7 目的 トスルモノヲ除タ) .:、 「ム 金属

/ 熔融叉ノ、精煉J ヲ 「ム 金属ノ熔融叉ノ、精煉( 活

字叉ノ、金属工察品ノ製造ヲ目 的トスノレモノ ヲ除

ク) J . : 吹ム

第 三係ノ ニ第一環中 「叉ノ、市街地盤築物法第 4係

第二項 ノ規定」及「現在地= 建築ス ノレコ トヲ得ザ

ル= 至リ! 1 J レ日ヨリ十五年ヲ限 リ」ヲ削リ第一盟主

ヲ左ノ虫日夕 攻メ 第四童話但書 ヲ削ル

- m築物ノ敷地ヲ抜張セザルコト

同僚第二項中 「前項」ヲ「前二項 J . : 吹ム

同僚第一摂ノ: 次= 左/ 一項ヲ加 7

行政官総地域ノ種別、土地ノ状況、事業ノ積奴

作業ノ方法、建築物ノ構造設備、除害ノ設備叉

ノ、袋置等ヲ差是百台シ待= 支障ナシ ト認ムルモノ」

付テノ、前項第二務乃至第四君主 ノ制限 ヲ軽減 λ ル

コト ヲｾｾ手

第 十 一 係 削 除

ヨ 活字叉ノ、金l蕗工室主品 / 鍔港 第十四係中「住居地域内= 於テノ、十分ノ六、 J 7  

!1 A 、t東京、土器類、陶磁器、人造ぽ石、瑚 削ｾ 1住居地域及商業地域外 = 於 テノ、十分ノ七」

桶叉ハ稔郊銭器ノ製巡 7  I 商業地域外= 於テハ十分ノ六 J .:、 「地区」

レ靖子/ : 製造又ノ、秒、吹 ヲ 「区域J . : 攻ム

ソ 動 力 槌 ヲ 用 フ ル 鍛 冶 第十四傑ノニ及第十四係ノ三ヲ由、Ij Jレ

第二係第二こ蹴ヲ左ノ虫日夕吹ム 第十六{ 際ノニ建築物 ノ敷地ガ二以上 ノ地域叉ノ、

二部 ｉ 係 第二扱］該 ｴ 吉見 ｊ ｾ モＯ但シ左Ｏ各盟主ノ 地悩= 跨ル場合 = 於テ第一線乃至第三係若ノ、第

- : 該蛍ス ル事業ヲ瞥ムモノ 7 除ク 十四係ノ; 規定叉ノ、住居専用地版、工業地域内侍

イ 容量三十 リッ トル以 l' ノ「アセチレンガス J )J IJ f 也断、工業専用地阪若ノ、空地地区= 闘スル制

後生器ヲ用 7 J レ金属ノ工作 限ノ; 盗用= 側シテノ、市IJJ 現ノ: 最厳ナノレモノ= 依ル

ロ 馬力盟主ノ合言十0 ・二五以ドノ原動機 7 用 7 但シ侍別ノ 事由アノレ務合 = 於テ 行政官隠 ノ許可

・ル塗料ノr t j ( 付 ヲ受ケタノ川、キノ、此/ 限= 在ラズ

ノ、 原動機ヲ使用スル Ｒ ｾ 差 以 ｆ ノ ｬｩｔ ｦ 磨機二依ル 第十七 l際中 IJ 色域ノ 叉ノ、工業地域内侍l ! IJ 地阪」ヲ

8 5  IJ 



「地域、住居専用地区、工業地域内侍. 8
I
J地区叉ノ、

工業専用地区 J =- 攻ム

第二十九傑ソニ中 「市街地建築物法第二十六傑第

二項ノ道路 J 7  r市街地産築物法第二十六係第二

項ノ規定= 依リ道路ト着倣サレタル計笠ノ道路J

= 改ム

第三十{ 際 随員四メ ー トル永浦ニ・七メ ー トル以

上ノ道路= シテ友 ノ各費量ノ ーニ 該嘗スルモノノ、

之ヲ市街地建築舟法ノ道路ト着倣z

一行政官国思市街地ノ状況= 依リ待= 指定シタ

ノレモ ノ

ニ 土地区劃皇室翠設計叉ノ、行政官燦ノ指定シタ

J レ建築線= 基キ築造セヲレ5 ' ，，-モノ

幅員四メ ー トル以上ノ道路ノ 新設叉ノ、事盛夏ノ官十

笠アル場合ゴュ於テ行政際共ノ言十重ヲ告示シ5 " レ

トキノ、英 ノ言十笠/ 道Eト 、之 7 市街地建築物 法 /

道路ト若l故ス

第三十一保 7 削 J レ

附 則

本令ノ、昭和十三年法律第二十九昔話協行ノ日ヨリ之

ヲ施行 z

【室長照】

大正九年九周三十日公布車;iJ 令第四有三十八盟主市

街地盤築物法施行令抄綴

第一{ 隊建築物左ノ各競ノー = 該嘗スノ川、キハ佐

居地域内= 之ヲ建築 λ ルコトヲ得ズ但シ第一銭

乃至第四誠二該首スル建築物こシテ行政官隣住

居/ ' 安寧 7 筈; <. ，レ民ナシ ト認ムルモノ 叉ノ、公主主

上己ムヲ件ズ ト認ムルモノノ、此ノ| 袋二 在ラズ

ニ左= 掲グノレ事業ヲ瞥 ム工場

イ 玩具用普遜火工品 ノ; 製造

ロ 「アセチレンガス」ヲ用フル金属/ 工作

〈翠= 修繕スルモノヲ除ク〕

ノ、 「ドライタリー= ング J ( 皐ュ扮拭旦ノレ

モノ 17 除ク〉叉ノ、「 ドライダイ ング」

=- rセルロイド」ノ加熱加工叉ノ、鋸機ヲ周

フル加工

ホ 主主料ノ1! 7¥1寸

へ 蕊硫酸 「ガ ス」ヲ周 7 ，，- 物品ノ漂白

卜 骨炭共ノ イ也動物質炭ノ製造

チ現叉ノ、毛ノ i先t像、染色叉ノ、漂白

11 8 6  

リ 被穂、府綿、府紙、府紙、府毛ノ類ノ消

様、選別、洗滋叉ノ、潔白

ヌ 製綿、古綿/ : 再製、起 毛、反毛叉ノ、 r 7  

エルト」ノ; 製造= シテ原動機ヲ用 7 ，' -モノ

ル 骨、角、矛、 邸、貝妓 ノ挽劉若ノ、乾燥研

磨叉ノ、金属/ 乾燥研磨ユシテ原動機 7 用 7

ノレそ:: /  

ヲ 鍛物、岩石、土砂、硫黄、 金属、浦子、 .

1嫌気、陶磁器、骨叉ハ貝殺ノ粉砕= シテ原

動機 7 用 7 ルモノ

ワ 塁、懐燈灰叉ノ、焼、炭ノ; 製造

カ 嫌気、土器頬、陶磁器、人造砥石叉ノ、 i甘

禍ノ製造

ヨ 石骨子ノ; 製造叉ノ、砂吹

F  動力鎚ヲ用プル鍛冶

第二係 建築物左/ 各盟主ノ一二該営スノレ トキノ、商

築地域内= 之ヲ建築; < . ，レコトヲ得ズ但シ第一蹴

叉ノ、第二奴= 該笛スル建築幼エシテ行政官阪商

業 ノ:利便ヲ害スル民ナシト認ムノレモ 1 又ノ、公主主

七己ムヲ件ズ卜認ムノレモノノ、比ノ限= 在ラズ

一 育i;ll 条第二盟主= 該営スルモ ノ

第三係建築物友/ 各盟主/ ー= 該嘗ユルトキノ、工

染地域内= 非ザレパ之ヲ建築スルコト ヲ得ズ但

シ第一盟主、第二盟主又ノ、第四盟主 = 該蛍 λ ノレ建築物

ユシテ行政官民E衛生上有害/ 若ノ、保安上危険/

炭ナシ ト認ムルモノ叉ノ、公金上己ムヲ得ズト 認

ムルモノノ、此限= 在ラズ

一 常 時 使 用 ス ル 原 動 機 馬 力 取 ノ合計50 7超過

スル工場但シ日刊新聞印刷所 7 除ク

ニ 左 = 掲 グ ル 卒 業 ヲ 替 ム工場

ト 合成染料若ノ、;J.t ノ中間物、顔料、 塗料〈漆

ヲ除タ〉印刷用「インキ」叉ノ、絵具ノ; 製造

ヲ 座縮「ガ ;<.J 叉ノ、液鐙「ガス」ノ製造

ム 金属/ 熔融叉ノ、精煉

第三傑ノ二 部I三係ノ規定叉ノ、市街地建築物法第

四傑第二項/ 規定= 依リ現在地= 建築スルコト

ヲ得ザル稲類= 廃スノレ建築物ノ、現在地= 建築 1

2レコ トヲ得ザル= 至リ5 " レ日ヨリ十五年間ヲ限

リ行政官際、ノ許可ヲ受ケ左記各鋭= 規定スル古1]

1浪内= 於テ増築改築再築叉ノ、用途ノ後変ヲ角ユ

コトヲ妨ゲズ

一 現 在 地 = 建 築 ス ル コ トヲ 得ザル= 至 リ5' ，，-

際現= 存在スル建築物ノ敷地及之トー図ヲ成

主土地ヲ超エテ増築、吹築、再築又ノ、用記念ノ

鎚 ｾＷ 潟サザノレ コト



二 建 築 物 ノ 増 築、改築、再築叉ノ、周治ノ幾更 エペシ

こ図リ増加 Z ペキ建築面積ノ、羽在地= 建築 z 第十六{ 傑ノニ 建築物ノ敷地ガ二二以上ノ地域地民

ノレ ヨト ヲ得ザル= 至リ 9 ル際親こ存在; x . J l- i t 叉ノ、第十四{ 際ノニノ規定二依リ指定セラ レタル

築物/ ，匙築面積/ 二分ノ- ' 7 超過セザルコ ト 区域ユ lst ル場合= 於テ第一係乃至第三係、第十

三詳述築物/ 士官築、 攻築、再 築、 叉ノ、用途ノ! 第 四僚叉ノ、第十四{ 燦ノニノ: 規定 ノ適用= 閥シテノ、

i E=- 因 リ増加エペキ床面積ノ、現在地= 主主築ス 制限ノ: 最厳ナルモノ= 依ル但シ待別ノ; 事由アル

ルコトヲ得ザル］Ｍｾリタ ル際現ニ存在スＩｬＭｾ 場合］於テ行政官民 ｾｬ /  ｾ 許可 Ｗ 受ケタルトキノ、比

築物/ 床面積 7 超過セザノレ コト ノ限= 在ラズ

四 工場/ 常時使用スル原動機馬力盟主ヲ埼主力目見 第十七係 市街地建築物法第十入保第二項ノ :規定

ル場合ユ於テ増1J ロスペキ馬力数ノ、現在地= 建 二依リ損失ヲ補償スペキ場合ノ、左ノ各競ノーこ

築スルコ トヲ得ザルユ至リ F ル際常時使用 λ 該嘗 Z ル場合= 限ル

ノレ馬力合計盟主ヲ超過セザルコ 卜但シ行政官隊 一地域ノ叉ハ工業地域内侍別地隠ノ指定叉ノ、

土地ノ状流事業ノ種類作業方法叉ノ、建築物/ 境変= 基キ往築物ノ使用禁止叉ノ、建築吻主要

総造設備= 依り待= 支障ナシト認ムノレモノノ、 構造部 /1徐却 7 命ジタ ル複合

比ノ[ 袈=在ラズ 第二十九{ 際ノニ市街地建築物法第二了十六係第二

五 前盟主］掲グルモノヲ除クノ外用途Ｏ ｾ 箆夏］ 項ノ道路/ 境域内= 於テ行政官民正支障ナシト認

付テハ現在地= 建築エルコトヲ得ザル= 至リ ムルトキノ、同法第八{ 傑第九{ 際及第十一線ノ規定

!I J レ際現= 存荏; x. J l- i t 築物ノ用途= 類似スノレ ζ 拘ラズ存綴期限ヲ附シ仮設建築物ノ: 建築 7 許

用途叉ハ設備 Ｗｾ 盛夏セズ若ノ、之ニ些少Ｏ鎚更 可スノレコトヲ得

ヲカロフルユイ夫リ替ムコトヲ得ル用記念= - [! 袋ル コ 第三十係 市街地建築物法第二十六係第一項ノ道

路ノ新設叉ノ、E替変ノ 言十m: アノレ場合= 於テ行政際

第二十六係ノ規定= 依リ建築ノ許可ヲ受ケ !l J レ 共ノ言l霊p 告示シタルトキノ、共ノ言十i ! f ノ道路ノ、

建築物ノ、前項ノ規定ノ適用二付テハ之 7 貌在地 之ヲ道E奇ト若倣ろ

二建築 λ ノレコトＧＷｾ母ザル］至リタル際現］存 在 第三卜一候第四{ 傑乃至第j - 四{ 際/ 三ノ規定ハ市

エノレ建築物ト若倣ス 街地建築物法適用区域= シテ内務大臣/ 指定 ス

第十一係行政官隊ノ、土地ノ状況= 依リ持= 必要 ルモノ= 之 7 遡用七ス

ト認ムルトキノ、医域ヲ指定シ尖 ノ凶域内= 於ケ

ル建築物ノ高ノ最低限度父ノ、最高限度ヲ定ムル 内務省令第一誠

コトヲ得 市街地建築物法施行規則中左 / 遇改正ス

第十四係建築物ノ建築面積ノ、建築物ノ敷地ノ面 昭和十四年一月九日

積二豊町シ住居地域内= 於テノ、十分ノ :六、商業地 内 務 大 民 侠 岱 木 戸 幸 一

域内 =-)j モテノ、十分ノ入、佐舟地域及商業地域外 第一平ノ ニ Z￥用地紙及待 )]IJ 地 l高

二於テノ、十分ノ七ヲ超過ス) 1 . . コトヲ伴ス但シ行 第三{ 傑 ノ二 位 築 物 二 シ テ 左 ノ各鋭ノー=該蛍 セ

政官ｾ｜待］指定シタル角地其ノ他Ｏ地区二於ケ ザルモノノ、住居専用地院内= 之ヲ建築スルコ 卜

.-- ) L - 主主築物=付テノ、比 / [ ，浪=在ラ λ ヲ待ズ

第十四{ 際ノ二行政官民主ノ、土地ノ状況= 依リ待= 一 住 宅

必要ト認ムルトキノ、区成 7 指定シ共ノ区域内二 二 住宅こシテ事務所ノ類 7 重量ヌルモノ

於ケル建築物ノ敷地内= 存セシムベキ空地ノ最 三 共 同 住 宅、容宿舎叉ノ、下宿屋

小限度ヲ定ムルコトヲ伶 凶 紳 ro:

第十 四係 / 三 都市計鼓区域内= 於テ第十一{ 際/ 五 皐 校、悶替館ノ類

規定= 依 リ建築物ノ最低限度若ノ、最高限度ヲ定 六 婆 育 院、託児所ノ類

ム ｊ ｺ［Ｎ Ｑｾ 合又ノ、高， ￭ｊ 係ノ Ｚ 規定］依リ建築物ノ敷地内 七 寺 院、数台所ノ類

=- YJ セシムベキ空地ノ最小限度ヲ定ムル場合= 人 形 像 記 念 塔 ノ 類

於テノ 、 行政官民ｾｾＯ 、 之ヲ都市計重委員倉ノ議］付 ゴ11 物品販賀署長ヲ轡ム j苫釧( 床面積十卒カメ ー
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トル以下ノモノ〉旋館、 f具幾部、診療所、良 = 非ザレバ之ヲ建築スルコトヲ得ズ

業用建築物/ 類= シテ地方長官土地 ノ 状 況 = ー第三傑ノ三第二裁ノ、= 該蛍スルモ/

依リ支障ナジト認ムルモノ 二l I IJ聖書= 掲グルモノヲ除タ ノ外地方長官箸シ

十 前I各盟主 ノ ー =該笛スル建築物= 附随 A J L-モ タ衛生上有害ノ l実アリト認メ命令ヲ以テ指定

ノ= シテ 地方長官支障ナシ ト認 ムルモノ A  J L - 物品ノ製造貯蔵叉ノ、虞理= 供 A 'レモ ノ

十 一 前 各 誠 二掲 グルモノヲ除クノ :外地方長官 第三係ノ六 前三{ 隊中 二二{ 際ノ規定ノ; 盗用ヲ併セ受

支隊ナシ ト認メ 叉 ハ公金 上己ムヲ得ズト 認ム

ルモ ノ

第三{ 際ノ三工業地域内= 待，81) 地区 7 指定シタル

場合= 於テ建築物左ノ各盟主ノー= 該嘗スル トキ

ノ、待 ｽＩｉ Ｉ 地区内］非ザレバ之ヲｾ築スルコトヲ得

ズ但シ地方長官保安上危険ノ 又ハ衛生上布害 ノ

) ! t ナシ ，ト認ムルモノハ此/ [ 袈 = 在ラズ

一 銃砲火事構簸取締法施行規則ノ火幾康

二 左 = 掲グル事業 7 瞥ム工場

イ 銃砲火薬類取締法/ 火幾類ノ; 製造但シ銃

砲火薬類取締法施行規則第四十四係第二 項

ノ火工品 7 除ク

ロ 石背化繊維素「セルロイ 1，' J 捜索酸臨鎖、

過箆素酸盤領、 「ピクリン」酸、 「ピクリ

ン自主腹類、資燐、過酸化「カ リウム」、過酸

化f ナ トリウム J. 硫化炭 素、「エー テ J L- J、

「アセト: Y J . f ベンゾール J .f キシ ロール| 、

「トルオ ール j 叉ハ「テレピン J 11担/ 製造

ノ、 石鴻類、強化石講演、硫酸、右青酸、弗化水

来 「クロール」石灰、 「チアン 」化合 物、

J a t 素化合物、水銀化合物、豆硫殴E盤類及動

物質肥料/ 製造立主動物質原料 / 化製

一 部I各誠二掲グルモノヲ除タノ外地方長官若

シク 保安上危険ノ叉ノ、衛生上積べ答 ノl英アリト

言君、メ命令ヲ以テ指定スル物品/ 製造、貯蔵叉

ノ、ｾ理］ 供スルモノ

第 三{ 際ノ図 工業地域内侍5 J 1) 地 区 / :全部叉 ノ、 一部

ア甲稲4寺E') 地区= 指定シタ ル場 合 =於 テ建築物

左/ 各盟主ノー = 該常スル トキノ、甲種待，81)地区 内

= 非ザレパ之ヲ建築スル コト 7' 1咋ズ

- ll iJ 係 第一鋭叉 ハ第一盟主イ若ノ、ロ = 該笛スル

よt ; /

二 部 ｊｾ］Ｍ 掲グルモノ ヲ除ク ノ外地 方長官者シ

タ保安ヒ危険 / 民アリト E忍メ 命令 7 以テ指定

スル均品ノ製造、貯蔵叉ノ、廃現 =- t共スルモノ

第三係/ 五 工業地域内特別IJ 也監ft/ 全部又ノ、 一昔日

ヲ乙種緋，81) 1 也阪= 指定シタ ル犠合= 於テ建築物

友 / 各盟主/ 一二該蛍. 7. . ，: レ 1・キハ乙種待>>1) 地区内

11 8 8  

クル主主築物ヲ建築セントエル場合= 在リテノ、地

方長官ｾノ建築兄ベキ地区ヲ指定見

第三傑ノ七建築物左ノ各競ノ一二該嘗旦ルトキ

ノ、工業専用地 区 内 =之ヲ建築 エルコトヲ 得ズia

シ地方長官公金上己ムヲ得ズト認ムルモノ又ハ

工場、 念庫其 ノイ也之=準ズ ペキモノ= 附随スル

建築物= シテ支障ナシ ト認ムルモノハ比/ [ 浪=

在ラ ズ

住 宅

一 共同住宅、寄宿舎、下宿屋叉ノ、旋官官

一物品販資事長ヲ後 ム底飾、

四 劇 場、 活動潟民館、演喪主事叉ノ、取物第

五 料 理 屋、飲食応、待合叉ノ、貸座数

六 皐 校、 園喧F官官/ 類

七 自ir 各競= 掲グルモノヲ除クノ外地方長官支

降 アリ ト認メ命令 7 以テ指定見ルモノ

第三由来/ 入 市街地建築物法第二係第二項文ノ、第

回線第二1頁若ノ、第三項ノ規定= 依リ現在地= 建

築 z ルコト ヲ得ザル種類 = 鹿スルw: 築物ノ、行政

官隊/ 許可ヲ受ケ左記各銃 = 規定見ル制限内=

於テ精築、改築、再築叉ノ、用途 ノ後更ヲ匁スコ

トヲ妨ゲズ

- ? i 霊祭物ノ敷地ヲ獄張七ザノ1. コト

二w : 築物 ノ増築、 改築、再築叉ノ、用途ノ鑓及

= 因リ冷却1λ ベキ建築面積ノ、現在地= 建築 z

ル コト ヲ得ザル= - $ : リ担ル際現= 存在ス ル建

築物 / 建築面積 / 二 分 ノ- 7 ' 超過セザルヨト

三 建 築 物 ノ 増 築、 改築、再築又ノ、用途/ 灘夏

= 図リ増加 λ ペキ床面積ノ、現在地= 建築スル

コ トヲ得ザル= - $ : リIJ J L - 際現=存在スル建築

物 / 床面積ヲ超過セザル コト

四 工務/ 常時使用スル原動機馬力数ヲ精力日 Jス

ル場合= 於テ蜘日スペキ馬力歎ノ、現在地 =EF

築 A ' レコトヲ得ザル= 至リタル際、常時使用 z

ル馬力合言十数 7 超過セザルコ 卜

五 前tztz 摘グルモノヲ除ク ノ外用途ノ鑓 iJ[ ニ

付テノ、現在地= 建築 λ ル コト ヲ得ザル= 玉三 リ

タル際現= 存在 九ル霊祭物ノ用途= 叙似スル



用途叉ノ、設備 7 努夏セズ若ノ、之ユ些少ノ鑓夏 但シ木造叉ノ、木骨造建築物=在 リテハ煉瓦造、

ヲカロ7 J ' - : 依リ替ム コト ヲ得 J' - 用途= 限ルコ 右進其 ノf也之= 類ス ノレ構造 ト然 サザノレコト

同様ニ左ノＭｾ頁ヲカ日 Ｗ

行政官隊地区ノ種別、土地ノ状況、 事業ノ種類 木造叉ノ、木骨造建築物ノ防火壁= 在 リテノ、前項

作業ノ方法 、 ｾ築物 Ｏ構 造設備 、除 害 ノ 設備叉 第一盟主ノ規定 = 拘ラズ中 央= 金属板ヲ宥スノレ厚

ノ、袋置等ヲ参酌シ待ユ 支障ナシ 卜認 ム ル モ ノ = 六 センチメ ートル以 上 ノ餓 納 「モルタ ノレ」 溢 /

f寸テノ、] I If項 第二 銃乃至第四獄/ 制限 7 軽 減 ;;<. ，" 類こシテ lfl] 渓ノ! 業ナキ構法ト然 見コトヲ得

コ ト7 得 第 三 十 ニ 係 官1]除

活 街地 建築物法随行令第二 十 六ft華ノ規定= 依 立 第百二十一保第一項但書中 「窓若ノ、出入口=在 リ

建築ノ許可ヲ受ケタ ル建築物ノ、官If 二 項 ノ規 定 / テノ、」ヲ「窓若ノ、出入口= シ テ地j j 長官周悶 / 状

適用= 付テノ、之ヲ現在地ニ建築スルコトヲ得ザ 況= 依リ防火 k 支障ナシト認ムルモノハ J : <吹ム

ル= 至リ F ノレ際毛見= 存在スル建築物 ト若倣 z 第百二十入保ヲ第百二十七係ト シ同僚中「 肝 J /  

第 二 本 ノ ニ 空 地 地 阪 下 : f 庇 、J '7 jJ 日へ 「叉ノ、被覆スへシ」ヲ「叉ノ、準

第六{ 燦ノニ空地地阻内= 於ケル建築物 ノ床面積 耐 火 構造 ト匁スベシ J : 吹ム

ノ敷地面積= 主主スル割合 ノ限度ノ、十分ノ 二乃 至 第百二十七保ヲ第百二十人保 トν 同僚中 「前傑 J

十分 ノ七ノ範囲= 於テ土地ノ状況 = 依リ内務大 ヲ 「官if 二係 J : 吹ム

臣之 7 定ム 第百二十 九ft革第一項但書中「治: 若ノ、出入口= 在 リ

空地地ｉｩ｜ｫ指定叉ノ、量豊富ｾＺ［ I療現= 存在スル建築物 テノ 、」 ヲ ｦＩ 叡若ノ、 ｈｾ 入口］シテ地方長官周 図 ノ状

三シテ英ノ床面積ノ敷地面積= 艶スル割合前項

/ 規定= 依 J 寸 1][現ヲ超ユルモノノ、地方長官/ 許

可ヲ受ケ地 r g_ 指定叉ノ、第更ノ際= 於ケル割合 7

超エザル筑間= 於テ改築叉 J 、再築ヲ角スコ トヲ

4号

第一項ノ床面積ノ、内務大g ; ノ定ムル戸1i.: 依 リ康

階及地階ヲ除キタル官官分叉ノ、第一階ノ 1'fs 分 : 1'J

之ヲ算ス

第六僚ノ 三 笠! I H世間; 内二於ケルm: 築物/ 刻、ノilx

地事 ｾ界線ヨ リノ 距離 Ｏ 限度ハ地寸 ￭ Ｏ 状況 ］依 Ｑ Ｉ

内務大臣之ヲj E ム

ｴｲＮノ各務 ノ ーュ 該 ｲｔｾ スル建築物］付テノ、地 ｪ￯ 長

官ノ、] I IfJ 頁/ 規定= 依ル制限ヲ鰹滅叉ハ兎除スル

コト ヲ得

一 道 路、公園、応接、河海ノ類= 商エルモノ

二 軒高 二 ・五メ ートル以下 ノモ/

三 敷地『限界線= 商ス ル部分 ノ長二 メートル以

下 ノ モ /

第九燦ノ ニ 高四メ ート ルヲ超ユル崖= 近接シテ

建築物ヲ主主築シ叉ノ、建築敷地ヲ造成セントスル

トキノ、地方長官ノ; 認可 ヲ 受 クベシ

地方長官ノ、] I I f項ノ 崖及 之 =接スル建築敷地 = 付

保安ヒ必要ト認、ムルトキノ、斜面ノ勾眠、録更産 /

設置、建築物/ 位置等= 開シ必要ナル命令ヲ努

シ叉ハ底分ヲ匁ス コトヲ 得

第三十{ 傑第一銭= 友ノ但書ヲ加フ

Z兄= 依リ 防!l '<. _t 支障ナシト認ムルモノハ J : 吹ム

第有三十九{傑中 「主軍事大! 至 ノ認可ヲ受タペシ J ヲ

仁美在日2審査委員合 ノ意見ヲ 徴エ ペシ J : 吹メ同僚

= 充ノー項 7 加 7

美問答資委員合二I #j;;<. 1レ規慢ノ、地j j 長官之ヲ定

l 、

第育問十3i .i傑 = 友/ 一項ヲ力n7

地j j 長宵ノ、白if 項ノ建築認可読 ノ交付 = 際 シ建築

物使用認可読ヲ受 クル］非ザレバ使用 シｾｾＱＺザル

建築物ヲ指定スル コトヲ得

第育問十七i阪 地7J 長官ハ第百四十五傑第二項/

規定= 依リ指定シ f7. J レ建築物= 付竣 功 / ｀Ｚｉｾヲ

受ケタル場合ユ於テ支隊ナシト認メタ J ' - トキノ、

遅滞ナク建築物使用認可読ヲ交付; ; < . - - : : シ

地 方長官ノ、申 請者ノ 諮 求 = 依リ ]II l項 ノ建築物ノ

竣功セル部分= 聖母 ν 建築物使用認可読ヲ交付 λ

ノレコ 卜" ｾｾ宇

附 則

ヨド令ノ、昭和十三年法律第二 十九鋭施行ノ日ヨリ之

ヲ施行 λ

市街地建築物法第四係第二項/ 規定二依ル工業地

滅内侍別地開i 規則 ハ之 7 廃止ス
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ノ、 犬 市都 建 築 議舎

大都市の轡繕事務 l;:t 、都市 の膨sJi とその機材陣の なるのである。

報雑化 t に依って、 近来盆々複雑性a ' 加へ、殊に 筒、放築技術上にも各都市が共同で研究し、五

支那事費量の推移 に伴って 、社合施設、保健協設、 に資料の交換を行ふことを使剰とする共遜の関紙

防空施設等、銃後の言者建築施設の5訟を要するもの も決して少くはなし、。

が多々あり 、 一方物資の統制に依る建築材料の入 六大都市建築合議はこうしれl必要に迫られて生

手灘は工事の主藍捗上に最長響少なから子、叉鍛鋼材 れれといへる。

ゃう¥( ; 材の所要敬愛の調査、 その使用認可の申請等 六大都市関係の聯絡機関としては岐に 、大都市

純粋な設計事務以外の諸手績に多〈の手放を要す 事務協議合、六大都市ゆ央卸賀市場協議台、 同皮

ること、なれ従って、後繕関係職員の歎、自E援 長衡主任者協議合、同勧業主任者協議合、 問問祭

等にも非常な改革を? 11日へねば、回滑に 事務自? 皇室行 協議舎、 同枇合事業協議合、 同保健協議合、同術

することが出来ない現状となっ? こ。

こうしれ現状に謝して 、各都市の今日まで執っ

て来? こ謝策は、金〈佃# 別々で何等の聯絡もなか

っ1: 先に 、瞥繕事務主主行上家つれ不別会は決して

少〈はなかっ? 二機でめる。

例へば、餓鋼や米材等の使用許可申請にしても

要緊念建築種目の提示、及びその緊愈' ; a ' 要する理

由等、商工省へ提出せるものが都市に依って個々

が} k 支離滅裂でめっ? こ食に、金健として商工省の

言T可方針に怒影響を奥へ 1: 貼が決して少〈なかっ

れといム級なこと 、又、最近半額の図庫補助 iこ依

って計量E中の防護室、救設所等の補助限度にして

い各都市に依って設備の標準が一定せ守、工授

首長算額に非常なキ目異がめつれ湾に 、 その最低のも

のを標準として内務省の補助額の限度が決定せら

れれ感がある如き等これでめる。( その他国庫補

助のある銃後厚生害者施設にも同縫のことが少〈な

い僚である〉

これ等は結局に於て修繕事業施行基盤の原因とな

り、轡給関係織員はその匁不蛍に苦痛を嘗めつ、

而も不完全なる建築しか官在宅見し得き' ること、なる

のである。

こうしれ支障は段督官艇との閥係に於て起るば

かりでなく 、 各都市相互間にも互に悪彰響を及Ir

し、工事攻単債の決定や人件費の割合等に就いて

他の都市の最 L 惑い依件を標準として、それが査

定せられるといふ様なことが爆々走塁り勝でめっ7二

こ、に於て、大都市の修繕関係技術者相互間に

一定の聯絡を保ち 、 各都市共立Eの問題に就いては

これを共同の問題として検討し、合理的安営的な

主主試験事務協議舎、同包含所fl 際委員協談合、同水

道合議、同也氏周長令官義、 同運輸主管者協議合、

同財務 ( 局長〉合談、財務関係者協談合、道路令

議等がめり 、後繕閥係のこの穣の合議の菰生l立、

官然めるべ〈して係りにも遅過ぎれ感さへある。

去る昭和 14年 l 月13 目、 14 日の雨日に移って 、

その準備合とも言ムべきだ大都市建築協議令が東

京に開催サられ、六大都市より 30絵名の出席者が

あり 、次の令議規約及申合の決議し左の知事題

闘に日朝する協議とが行以れれ。

六大都市建築曾隷規約

l 六大都市建築令識は東京、京都. 大阪、絞消

紳戸名古屋の各市の建築関係織員a ' 以て之を

組織す

2 本令官装は建築に闘する事項を研究並に協議す

るを以て目的とす

3  ＩＧド合議は毎年 ｬ 回之を開きＺｪｾの際歩Ｚ回開催の

市a ' 定む

4 本令官接は主催市の建築音E長叉は建築課長議長

と然り合務を? 線、理す

5 本合議に必要なる費用は主催市之を主主婚す

申 合 事 項

l  他都市の職員にして参加希望の申出めるとき

は合識の決議によりて之を承認することを得

2 合議の常務及合議開催の準備等は衣国主催市

の捻蛍とす

3 令官義に出席する人員は各都市 5 名以内とす

4 令官義の合期は 2 日以内とす

立 場に於て歩調を合せて行〈とし、ふことは、都市 協 議 事 項

の修繕事業の図滑なる途行上是非共必要なこと〉 第 l 建築資材の統制と茶封策
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( イ〉建築資材の統制と共需給状態に測する件

l 建築資材の統制に依る事業計輩の境変

4 共他物資の統制と其お策

う物資の直接調主主現給

2 m: 築資材の統制に依る材料の境変
6 事務授の膨脹に関する事項

3 餓鋼剖宮古の賀状

4 米松阪支許可の賀状

5 笑イ也材の需給状態

( ホ〉共 イ也

第 2 都市防空建築 に慨するイ牛

〈ロ〉建築資材の統制と市街地建築物法適用に開

( イ〉既寄木造家屋防火攻修に関する件

防空建築規則公布一助成並補助一

するイ牛
( ロ〉公共防謎室設置に附するイキ

l 防火援規定通用の緩和

2 甲種防火地限内建造物の構造規定適用の緩和

3 待殊建築物規則適用の緩和

検討事項ー l 補強方法、 2 民有建物に質施する

場合起り得る穏々の問題、 3 収容力に附するイキ

4補助額に関する件、 5 防空建築規則に抵簡す

る事項、 6 空井正鴻過器設置に関する件ゃっ建築資材の統伽! と共建築事業の進捗に及! l ・

せる影響

l 調査事務の増加に{ 宇ふ彩w '

2 技術員の異動に依る彩響

Ｓ 鍛工ｊｬＱｩに材料難 にｻ 宇ふ ｲｾ 響

c-=-) 物資統市IJ の将来と其針策

1  i滋鋼統制の将来

2 米松統制の将来

3  2階梁の針策研究の賀情

ゃっ救護J i J f 防議室設置に附するイ牛

検 討 事 項 ー l 現在の牧容患者の) $ ，置、 2 俸染病

f込者にき註する針策. 3 診療所以外の逮物を救諮

Nr に充営せる場合の治療施設、 4 外 科的施設に

附するイ牛

c-=-) 共 イ也

f苛第 l 団本合議は本年度中に大阪に於て開催の

在住定でめる。( 新名種夫〉

l本:滋執J挙I者殺到| ( 五十音順〉

飯 烏 猛 夫 司法技師 ・合 計 課

石 川 儀 有 大阪市教育部防設諜

大 石 忠 夫 大阪府立商野間械工準校教稔

阿 部 顧 則 日本建材協合主事

佐 藤 武 夫 工準博士 ・早稲悶大準教授

白 石 降 三 南満州工業専門皐校講師

閥 野 克
東京美術豊島校講師 ・東大大皐院筆生

中 村
*1司

室輝総督府技師・土木課

増 チ|二 敏 克 大阪市君主主主局高漣鍛道建設課

宮 田 秀 121 大阪市技師 ・教育部防設課

吉 村 辰 夫 内務技師 ・都市言十覧東京地 方委員含

2  月 競
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:二三準 法 銀 総

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

T苅慌瑳表後に於げる本協子? 員中の軍務公用者 は下 記の通 り で あ り ま す ( 受付 11国)

地 方 合 員 問 中 捕 京j 普ｾ主主助員 中 j11: 三郎東ー

常 務 舎 〈第 l 同〉

時 l 月9 日午後5時 30分ー71侍30分

同E 建築材料陳列 ｬｾＺ［［ｉｊ 護

出 席 者 捜 事 片 岡 令 長

致 事 松 本 書 主 事

常 務 桐 本 主記

ｻ 牛野寸 ＺＮｩｾ ･

薮中 寸，a

松井 主計

新 名 編 腕

姻 口 編 純

殺 事

l 、常務舎定例日の件

2、 l 月例舎に関する件

3、委員合規程 l 部改正のイヰ

中海副IJ 令長

黒岡 =t:記

三浦 =t記

石 川 主計

亀 井 編 続

棚 橋 編 斡

4、各委員、 幹 事、待設委員に関する件

う、委員合、幹事合、初回令合 日決定のイ牛

6、オオ料委員合より提出に係る建議案に関する

イ牛

7、常務舎引総事項検討のイ牛

Ｘ 、ｾ務細則引嫌に闘するイ牛

9、食妻子霊堂行に附するイ牛

10、容記長任命に闘する件

11、合告のイヰ

12、合員詮衡

報 告

l、常務分捻のイ牛

2、西谷容記慰苦手金募集の件

3、 12 用分合計報告

主 記 舎 〈第 l恒] )

時 l 月 13 日午後5時 30分- 7時

所 建築材料陳列場> J I)室

出 席 者 黒 問 主 記 { 宇野主記

1 1 9 2  

三浦主記

政' 1' τ同日

協議 事I責

l、委員 幹事依慌に附する
1*

2、 l 月例 合に附する件

常 務 舎 ( 第2回〕

時 l 月16日午後5時30分- 6時 10分

所 建築材料陳列携別室

出席，者 理 事 片 岡 令 長 中海鼠IJ 令長

段 事 松 本 県t事 山 脇 食 事

常務ｾ，閉 Ｚ ｴＺ Ｎｾ ･ 三 浦 主 記

草正中 ＪＭ ｾ ｩＧＡ＠ 松 井 主 計

勉 井 編中耳 新 名 編 総

棚 橋 編 iTIi 堀口 編制

議 事

l、理事鮮任申 111 に腕1する件

2、常設各委員、幹事並に待設各委員依婦のイ牛

3、委員合、幹事合初回令合日決定のイキ

4、激化委員合よ り待別委員令設置方要求 の件

5、建築と討.舎記事の鱒戦方依績の件

6、合誌寄贈方依穏のイ牛

7、入、温合取扱に関するイ牛

8、来J ¥主人合後整理に関するイ牛

久 合員詮衡

報 告

l 、合員懇談令準備報告

時

内t

出席者

一 月 例 舎 〈合員署長談合 〉

l 月21日午後6時- 9時 20分

風刃堂

弁 上 沼 磁、飯 岡 賢 次、岩 尾 保 街、

伊 膝 正 文 、 落合 武宮堂、阿 部 原 則、

小川安一郎. 加納 慎一. 河津喜之助 、

木村 辰雄、久保田積吉、小間喜保治、

島岡義太郎、重松徳三郎‘ 島岡 支幾.



問

問

問

問

同

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

問

問

同

大 村 祭 太 郎 君

河 合 成 治 君

北 村 久 男 君

同

同

同

同

同

同

間

同

同

問

同

紳石市林田院長岡村野 口一里山

l ノ329

兵庫賂川港郡伊丹町伊丹504

南限千年ill 丁14

府下三島郡三宅村大字字野遜42

9  

普主E賛助員より鱒絡

同

同

f守 木 昌 一 君

今 西 淀 雄 君

大 江 武 夫 君

川l 田 昌 雄 君

加治佐三四郎君

工 藤 雅 三 震

小 林 賢 三 郎 君

垂 水 器君

野 中 駒 市 宕

橋 本 軍E君

冷 水 義 賀 君

満 井 鎮 夫 君 主

藤 田 安 雄 肩

車長重土希雄君

法 問 明君

細 川 一 雄 君

松 本 幸 雄 君

守 岡 米 一 君

山 崎 茂君

入 尾 賀 君

熊 潔 六 期 君

棋 弁 督 卒 君

二 階堂 政 典 君

卒 川 B王室E君

]IIJ 川 敬 綴 君

松 永 疑 君

大 原 喜 八 郎 君

安i f * 庄太郎君

米 海 喜 久 男 君

吉 岡 祭 君

静 雄 君

義 一君

信 男 君

野

村

野

竪

木

山
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普遜賛助員 より鱒絡

同

同

同

地 方 曾 員

上 回 善三郎君

五 係 宗 次 君

同 中 博 隆 君

永 岡 勇君

清 水 後 二、 白 川 雄 一、高野新治郎、

武 田 経 一 、 谷 良識、塚 本 吉 卒、

鳥井 信、永 井 喜 市、 中海誠一郎、

中 島 敏 雄、 中 村 園 男、野 中 駒 市、

仲野 良 三、演 f豆次郎、稲 井 策、

波重 土希雄、三好喜三郎、森 本 藤 吉、

山本 潔 、薮 中 ー 夏、吉 村 究濯、

米 倉 威 夫、 加 回 安彦、 大和 替記長 、

小 板 書記、戸川 容記、山 内 容記、

l、 午後 6 時30分一同食卓に着席開宴

! 、周 7 時20分 中海副合長座長となり本タ- ) : J

倒舎として懇談合を催しれる理由を説明ー

携の挨拶め り

l、合員各位より合に謝する怠見希望等の開陳

めり

l 、時間に亙、り種々有意義なる恕淡を重ぬ

l、午 後 9 時20分 中海座長より閉舎の挨拶 ゐ b

盛4守主型に昔主食。

兵庫燃武庫昔日住吉村字大蔵〈阿

部工務底〉

北区都島中主li4 ノ5

東成区北生野町 2 ノ55 ( 株 式 合

祉木村組〉

奈支市水門町52 ( 株式令請士大林

系且〉

西宮市馬第町 17 ( 自轡〉

東成医生野新家町 17臼田方〈大

阪府瞥繕謀〉

此花区上認島南 3 ノ50 ( 大阪市

役所経理部技手〉

住吉区北田港町216 ( 自瞥〉

榊 戸市須磨底汐見室町3 ノ62

府下中河内郡英岡村吉間

府下北河内郡四係村大字中垣内

京 都市中 京鹿西ノ京戦司町68

奈真市中清水町922

普遁賛助員より鱒格

同

山 本 徳 三 君

小 '原 敏 一 君

音 問 和 夫 君

中 垣 猛 君

中 野 吉 正 君

宮 島 嘉 作 君

明 石 龍 一君

市 原 喜 代 二 君

動 静

者

員

曾入

1@t 
t=I 

今 泉 質 君

梶 浦 罰1: 三 君

君

員

九

郎

~

四

一

村

一

勢

舎

一

伊

喜 久 男 君

武 雄 君

忠、一君

宿主佐君

岡 村

谷 村

溝 口

ｾｊ＠



君

君

君

君

登

六

時

唱

郎

正

?

了

r

口

本

回

原

野

崎

唱

前

吉

間

同

同

同

田 上 善 吉 君 新 潟 市 松 波 町2ノ30

喜 多川 E苦手亡君 普遁賛助員より将格

田 中 禰 君 同

中 塚 誠 君 問

中 宮 勝 二 君 同

西 村 勝 君 同

堀 川 竹 雄 君 同

地 方 舎 員

谷 村 正 一 君 朝 鮮 成 鋭 北 道 清 津 府 浦 項 洞203

( 清津府限内務課瞥終係〉

西 道 口 武 雄 君 朝鮮成鏡北道清津府浦項洞203

α青津府限内務課倍繕係〕

長谷部 正 直 君 西 淀 川 底{等法北 l ノう7 ( 奥小路

餓工 所〉

卒 木 寄 ー 君 旭 区 赤川町 i 了目 1. 024 山中方

( 府泉尾健康保険出張所〉

康 岡 秀 1専 君 住 吉 区 桑 津 町39 ( 大阪工廠 技 術 ‘

科主主造係〉

瓶 井 節 磁 君 東 医 京 橋 3 ノ75 ( 大林組〉

南 欽 三 君 天王 寺区下寺町 3ノ25

山 本 功 君 府 下 泉 南 郡 貝 塚 田J 7R間 547 ( 尼

崎市役所轡繕課〉

天 津 勇 君 姫 路市材木町22 小西良一労

木 村 石 太 郎 君 東 淀川区下新庄 964

財 間 正 君 盤 中 市 岡 町 幸 遁 3 竹中察

中 田 忠 孝 君 北 原 都 島 本 通3 ノ9

吉 川 智君港ｾ 誇 ｬ 町 Ｓ ＯＲ Ｐ

逗 曾 者

大 岩 貞 雄 君 富山際射水 郡大門町( 失羽紡績

会 員

大門工場) • - 一一一一、

特 別 賛 助 員

石 井 長 夫 君 中 村 別正君 杜 瀬 三 郎 君

地 方 合 員

岩 崎 博君旭ｾ新森小路北 ｬ ノ ＶＲ ( 日本生 ~一~一一色~

菌研究所〉 清 水 幸 重 京 内 際 金二君 牧 毅 君

大 崎 嘉，綴 君 港 区 市 場 遜2ノ6 ( 自替〉 山間 稔 君

治 木 泰 憲 君 北 底 伊 勢 町 ( ラ イ トラバ ー工 業 . 沼 田 技 安 君

合資合祉大阪出張所〕

天 野 一 正 宗

満留 ↑ 頁吉宗

野 口 滋 一君

南 誠 彦 君 西 淀川区野笠岡Jl . 133 ノ41

普 遜 賛 助 員

特 別 賛 助 員

久保田武雄君

普 遜 賛 助 員

遠 藤 幸 一 君 港 | 定 千 代 見 町 l ノ1 ( 米原商底〕

「牛田信号) ; :m( 草寺

尾 間 正 智 君 旭 庖 森 小 路 町94石岡方 ( 大阪府、

: 本田松太郎君

警察官E建築課〉

若 宮 虎 吉 君

片f白 部 鷲 男 君 旭 区 森 小 路 回J 63

金 森 梁 雄 君 府 下北河内部枚方町渚 1. 047( 京

阪電餓大津替業所〉

東方 正 君

横 田 安 雄 君

市申村 1Jf. 君

山本 忠、孝君

韓 居 韓 任

合 員

紳 尾 恨 苔 君 兵 庫 鮫 川 西 宮 日 川 西 町 花 屋 敷 森 本 やｽ一一一ｾｾ

究 方 埼言 問 正 司 君 布 施 市長祭寺 1. 13

苅 回 源 治 郎 君 旭区森小路町9丁 目 松 尾 ノ 、 ウ 耳 、 小 池 鉛1三君兵庫県系川漣君日立花村塚口本遜花

庄 山 敏 郎 君 東 区 常 盤 町 l ノ15 ( 府停法工管 月アパート内

所出来島出張所〉 伊 藤 幸太郎君 府下三島郡千里村片 山旭 ケE

高 木 久 司 君 西 淀川底姫島町本遁南6ノ1974 安 井 武 雄 君 西 宮 市 雲 井 町83

泉同支美方 ー前 阪 勝 三 君 天 王 寺区大道 l ノ126

丹 野 哲 夫君 旭区南 烏町小林悦蔵方 ; 吉 武 孝 夫 君 東 淀 川区三園本町81

二 宮 誠 君 東淀川底十三西ノ町3ノ27 村 島 ; 井 上 奨 一 君 東 京 市 牛 込底若松町55 ( 日; 本苦手

方 ;  殊工事長舎泣〉
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木 島 健 一 君 横 滋 市 潮 田 町 〈 日 :本電解製織所 家 族 庄 太 郎 君 名 古 屋 市 昭 和 毘 元 宮 町3ノ69

建築課〉 吉 川 秀 夫 君 炭 島 県 系 安 佐 郡 祇 園 町 〈 東 洋 鋼 鋲

横 山 新 造 君 東 成 区 生 野 田 島 町 191 鹿島工場竹中工務底出張所〉

潟 川 久 維 君 西宮市今津町 )11/ 内597 熊 野 7主 君 浪 速 区 新 川 町 3 丁目( 浪速隠役

，:ti !¥方 舎 員

所建築場監督詰所〉

衆 子 ヲ 宇 治 君 兵 庫 鯨 武 庫 郡 甲 東 村 段 / 上 l 了

* - 原 大 主主君彦根市芹橋 13了目 49

畑 5

高 Ｑ ｪｾ 憲 三君東 京 市麹町民飯田町 Ｑ ＯＲノ Ｕ
川 崎 吉 之 i!i&君 和 歌 山 際 海 南 市 幡 川 町 149

国 中 煽 君 舞 鶴 市 南 回 透

高 木 正 三 草 寺 和歌山市北之新池東3了2

吉 村 幾 蔵 君 長 崎 市 飽 浦 阿J ( 三菱重工業株式

田 中 新 之 助 震 京 都 市 東 山 区 山 科 安 朱 堂 後 町

合社長崎造船所構内閲組滋: . e 所〉

荒 木 正 別 君 奉天市敷島町39

改 姓

村 山 三 郎 君 上 海 施 高 塔 路 恒 飽 呈 102盟諸

北 坦 熊 之 介 君 盟 主 中 市 紅 葉 ケ 丘
普 通 賛 助 員

一 ι 一 一 一

山 間 誠 君 佐 世 保 市 折 橋 町83 石 津 誠君 ( 務姓中塚〉

特 別 賛 助 員

死 亡
一
瀬 尾 永 治 君 兵 庫l際夙川松園町 144

中 村 和 夫 定 住 吉 区 松 崎 町 l ノ53 寓士バシシ
普 通 賛 助 員

ヨン内 池 田 晃也君ヨ 昭和 13年日月 13 日逝去

普 通 賛 助 員

立 木 誠 rfi 君 昭 和 13年 12月初句逝去

西 岡 勉 次 君 西 淀 川 区 海 老 江 上2 ノ95

E算 。 持 政 雄 君 昭 和 13年 12月16 日逝去

安 孫 子 三 雄 君 紳 戸 市 兵 庫 医 倉 山 下 町3ノ31
地 方 合 員

… …  
立 回 秀夫君、東京市小石川原竹早町 124 文化 点 包 慌 一 君 昭 和 13年 11月1I 日逝去

葉茎
( 謹んで哀悼の意念表す〉
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( 昭和十四年度〉
日 本 建 築 協 曾 役 員 及 幹 事 ・ 委 員

高 松 平 太 郎

三 浦 1ft 

村 井 殺

「建築と社舎 J 編務幹事舎

郎

夫

諒

士

ロ

夫

男

士

口

清

進

攻

機

構

郎

武

登

次

種

甚

忠

孝

善

正

基

雰

忠

一

一

ぺ

一

信

一

日

名

橋

口

石

岡

藤

林

多

間

問

J

日

刊

岡

田

亀

新

棚

朔

大

関

加

小

本

政

宮

森

森

山

士

口

利

間

同

同

事幹

問

問

問

問

同

問

問

同

同

問

問

同

同

同

同

信鳥 井都市計設委員長

玉 置 轡ー衣i Hl

永 潔 毅 一

松 久 保 敬 三

圭 吾

同

教 化

材 料

保 衛

石 川 純 一 郎

雄

同

同

通 弁 幸 攻 郎

新 名 穣 夫

棚 橋 諒

姻 口 甚 育

伊 東 恒 治

村 田 治 郎

森 田 慶

横 山 容

岩 尾

「建築準碗究 」編絹幹事曾

幹

同

問

問

問

同

同

同

法制

災 害 強 度 同 渡 部

同

同

事

住 宅

設 備

小 林

小 宮 賢

芝 田 知 重

新 名 種 夫

鈴 木 金 太 郎

竹 中 鎌

奨 純

棚 橋

内 藤 莞

中 井 新 一 郎

中 島 事 卒

中 西 六 鄭

中野 ｽｉ 国宅ｾ i¥[1 

f宇 野 良 三

卒 野 忠、 雄

沼 知 秀 夫

姻 口 甚 吉

松 井 清 之 助

三 浦 7文

退 問 泰 治 郎

矢 田 銭 蔵

矢 野 義 夫

重 量 中 ー 支

米 倉 威 夫

f青

号""n; )， 

同

同

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

祉 国

法 人

幹 事

建築材料陳列携幹事舎

中 、 西 六 郎

伊 東 宗 太 郎

伊 膝 和 夫

小 川 陽 吉

岡 本 松 太 郎

奥 田 7ft 

鈴 木 金 太 郎

河 合 貞 一 郎

木 下 昌 衣

高 坂 信 次 郎

倶祭都窪幹事舎

長

官

苧

階

斡

間

同

幹事長

幹 事

同

同

問

問

役 員

f 定 例 ¥ 

常務舎l第 一、第三刃曜日 j

舎 長 理 事 片 岡 安

則 合 長 理 事 竹 腰 健 進

国IJ 令 長 理 事 中 海 誠 一 郎

監 事 松 本 儀 入

監 事 山 脇 友 三 郎

主 記 常 務・桐 本 楠 持

間 同 ョ 黒 田 1t 

間 同 { 宇 野 良 三

同 間 三 浦 1Jf.

間 同 荻 中 一 文

主 計 同 石 川 流 三

間 同 久 保 田 稲 吉

岡 同 松 井 清 之 助

編 輯 同 勉 弁 幸 次 郎

間 同 新 名 積 夫

同 同 棚 橋 綜

同 同 堀 口 甚 吉

伊 藤 和 夫

猪 瀬 幸 太 郎

飯 岡 賢 次

石 井 春 雄

石 川 究 三

石 川 純 一 郎

岩 尾 保 有 百

小 笹 徳 蔵

大 下 順 三 郎

岡 本 松 太 郎

加 納 民

勉 弁 幸 次 郎

桐 本 楠 音 量

久 保 田 穏 吉

熱 海 研

黒 岡 1ff. 

舎員議E平

員一

一

同

同

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

同
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竹 内 佐 卒 治

棚 橋 諒

鳥 井 信

内 藤 亮

坂 官 宇 雄

松 井 清 之 助

宮 田 秀 穂

村 野 E安 否

森岡ｾ

安 弁j i 1C

横 111 l!草

雄

総

同

問

問

同

問

問

問

同

問

問

問

建築舎館委員曾

銭 高 久 吉

小 笹 徳 蔵

山 脇 友 三 郎

井 上 廠 蔵

石 田 信 夫

鈴 木 末 尾

竹 腰 健 造

中 海 誠 一 I i lt

委員長

幹 事

問

問

問

同

同

同

合 員 委 員 会

松 井 清 之 助

井上i I i 高裁

ilh 岡 宮 彦

今 林 彦 太 郎

大 1、順三I i l i

勉 弁 幸 衣 郎

木 村 究

篠 原 太 郎

鈴 木 忠 五 郎

瀧 湾 民 弓

棚 橋 訪 ;

宮 土 問 重 一

姻 口 基 吉

薮 中 ー 支

米 倉

幸

銀

米

中

鈴

介士

委員長

率

夫

9 7  11 

威

幹

同

問

問

同

同

同

同

問

問

同

同

同

同

同

同

法 制 委 員 舎

玉置型吹! ' i fi

jf_1;; 問 主豆

山口儀三! ' i li

板 井 会 威

鳥 関 啓 太 郎

問 中 幸 大 lili

本 間 林 入

松 井 清 之 助

村 田 哲 男

委員長

幹 事

同

同

同

問

問

問

同

住 宅 委 員 舎

石 川 純 一 郎

小 川 陽 吉

中 野 JI慎 吹 lifi

岡 田 孝 男

桐 本 楠 雄

小 林 済

問中苦手ー太郎

松 森 f医 大

矢 田 繊 蔵

ｾ＠頁回島同

吾

雄

世

雄

茂

二

春

雄

雄

議

国

間

設 備 委 員 曾

岩 尾 保 衛

篠 原 太 郎

精 弁 敏 克

石 井 春 雄

大 久 保 梅 太 郎

大 原 喜 入 郎

丹 藤 真 雄

政 中 一 文

委員長

幹 事

同

同

同

同

同

問

問

I官

都市武装促進委員曾

竹 腰 健 途

中 海 誠 一 I l lt

吉 岡 信 武

今 林 彦 太 郎

清 水 祭

高 橋 梁

災害湿度委員舎

音E 圭

尾 辰

野 新

柳 氏

関 ‘ 明

回

陸

:ft 末

野 忠

告事

餓

委員長

幹 事

同

問

問

問

問

frir 

委員長

幹 事

間

同

町l

同

波

金

浅

背

河

黒

管

竹

卒

採

矢

委員長

幹 事

同

同

問

問

同

問

問

問

問

二

一

ニ

治

夫

清

武

員

鳥 井 信

中 井 新 一 郎

伊 藤 ー甫

関 本 茂 樹

小 宮 賢

菅 陸

{宇 野 氏

平専 問

脳 知 秀

主糸 口

吉 田 信

郡市計. 委員曾

委

委員長

幹 事

同

同

問

問

同

同

同

問

問

激 化 委 員 舎

永 ? 幸 毅

中 野 順 次 郎

鈴 木 忠 、 五 郎

伊 東 恒 治

万 川 克 三

坂 本 啓

花鳥

委員長

幹 事

同

同

席I

fri J  

悶
B寄国

材 料 委 員 合

松 久、保 敬 三

道 関 泰 治 郎

木星j. 111 照 雄

秋 岡 喜 代 治

久 保 田 種 吉

楠 瀬 淑

委員長

幹 事

悶

悶

悶

同



編 輯

後 記

女 その他の記事の何れも興隆日: 本の塗築的進

震の前奏曲であり 、希望と憧僚とを設者に

投げかげ るで ゐらう。

女 宮岡民の防空、増井氏の消火に闘する 記事

これ等も 亦園 内防備の充貨に関するものと

女 北支に南支に和卒、運動漸〈盛にして、季節 して、 圏外への積極的1 J i X 震の一方に於て是非考

の春に魁げて東1 : 2 . に1 ，4 ' - 和の暗光が動き荻J 慮しなげればならな い重要なる方面である。

めずこ。

安 来月自主より 、本誌内容の関口を按げ、 取材

安 この時 に嘗 h、我図カ膨脹の先耳目としての
{ t >塑富にす る様 に編斡方針を室経更し皮いと

大陸主主に植民地に於げる建築の記事を、多 思ム。それに依って曾員各位が本誌の何虞かに

歎本月践に集め得? 二 こと は大に意義めることと 興味を持ち、少くとも或部分Tごげは必す' ー設す

思ふ。
るといふ僚なものにし度い方針である 。

安 基金に吉村氏の上海に於げる住宅及び建築主主 女 衆刃盟主の主主物御覧の上お主主mの貼御指示を

策に関する 記事は、 同氏の上海滞在 6 箇用
賜らば幸甚である。

の結論であ h、皇軍占領の都市 に於りる建築割 安 康告権j に募集の 「建築放談 J にどしど し際

策の方向{ t > 指示するものとして、是非ー設をお 募を歓迎する。

奨めし皮し、。

建 築 と 社 曾

第 22椅 第 2 m!l

1:i!J]- 50銭( 郵税3銭〉

毎 月l 回 l 目安行 定償 12:i!J]- 6 図 ( c. 36銭〉

昭和 14年 l 月25 日 印 刷 昭 和 14年 2 月! 日 後行

聖堂行 ・編輯

印 刷 人 11、 板 常 男

大阪市北阪朝 日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 祉

大阪市西区江戸姻南遜2了目 13番 地

表 行 所 在費 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日 ピ ル

電話長1ヒ渓( 23) 4501悉(9)

媛 替 口 座 大 阪 39975番

待約販資J占 柳 々 堂 書 j苫

大 阪 市 西 区 京 町 堀 羽 子 板 橋 西

電話土佐堀 2440=昏

援替ロ慶大阪2084番

禁 轄 載

本童話に掲総せるも のは、 一切 これ を無断 にて

鱒較し又は単行本に上梓その他 の液製行待合

なすこと を禁十@
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〈新名 種 夫 〉

普 主主 176頁 1  1  回 8. 00 

普 主主 1 1 頁 1 1 図 45. 00

( 前附飽1買) I  

普 主主 1 1 百 I 1 回 1 40. 00 

( 前附箆2. 0 I 、

普 遁 I 1 頁 I 1 回 I 25. 00 

( 後附克l 及最軒頁) I  - - I  

ア ー ト I yz 百 I 1 回 I 20，00 

( 中 綿) I  . 一、 I I  

一 一 一
表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60，00 

表 紙 3 打子打日一石 J

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80. 00 

産築事務所鍛 I 1 欄 1  1 回 I  1. 50 

情 糊 峨 者 案 内 ) I  1 欄 I 1 回 1.  5. 00 

燦告掲総御申込は本曾へ直接顕ひます@

本誌購讃御法文はすべて前金で本曾直接又

は締約底へ、在員替貯金又は箆替で御t申込{ t >

願ひま すe 郵券代用はー劉省、代金引換は

お断り致します@
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